
 

「
南
方
隨
筆
」
底
本 

四
神
と
十
二
獸
に
つ
い
て 

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
詳
細
注
附
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
初
出
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
八
二
十
五
日
月
発
行
の
『
人
類
學
雜
誌
』
第
三

十
四
卷
八
号
。
初
出
は
「J-S

T
A

G
E

」
の
こ
ち
ら
で
原
本
画
像
（P

D
F

）
で
見
ら
れ
る
。 

 

底
本
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
か
ら
の
画
像
を
視
認
し
た
。
冒
頭
に
あ

る
通
り
、
熊
楠
は
大
正
三
（
一
九
一
四
） 

年
一
月
二
十
日
発
行
の
『
人
類
學
會
雜
誌
』（
第
三
十
四
巻
六
号
）

に
載
っ
た
考
古
学
者
八
木
奘
三
郎
（
や
ぎ
そ
う
ざ
ぶ
ろ
う
）
の
論
考
「
四
神
と
十
二
肖
屬
の
古
𤲿
」
に
触
発

さ
れ
て
こ
れ
を
書
い
た
。
リ
ン
ク
先
は
私
が
先
立
っ
て
電
子
化
し
た
そ
の
論
考
で
あ
る
（
同
じ
く
「J-

S
T

A
G

E

」
の
こ
ち
ら
で
初
出
原
本
画
像
（P

D
F

）
が
読
め
、
私
は
そ
れ
を
視
認
し
た
）。
ま
ず
は
、
そ
ち
ら

を
先
に
読
ん
で
戴
き
た
い
。
八
木
奘
三
郎
の
事
蹟
に
つ
い
て
も
、
私
の
ブ
ロ
グ
電
子
化
の
冒
頭
注
を
見
ら
れ

た
い
。 

 

初
出
及
び
平
凡
社
「
選
集
」
と
校
合
し
、
不
審
な
箇
所
は
訂
し
た
。
そ
れ
は
た
だ
五
月
蠅
く
な
る
だ
け
な

の
で
、
原
則
、
注
し
て
い
な
い
（
例
え
ば
冒
頭
の
「
未
聞
」
の
「
末
聞
」
や
「
條
々
と
」
の
「
條
々
を
」
な

ど
。
更
に
「
未
」
（
ひ
つ
じ
）
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
致
命
的
に
多
く
「
未
」
と
な
っ
て
い
た
り
す
る
の
で

あ
る
）。
他
に
も
漢
籍
な
ど
の
引
用
で
不
審
な
箇
所
は
可
能
な
場
合
は
漢
籍
原
本
を
調
べ
、
訂
し
た
が
、
こ

れ
も
、
同
前
の
理
由
で
、
原
則
、
注
し
て
い
な
い
（
例
え
ば
冒
頭
の
「
淵
鑑
類
函
四
四
〇
」
の
引
用
中
の
「
玄

武
」
は
「
元
武
」
と
な
っ
て
お
り
、「
其
色
黑
、
故
曰
玄
元
龜
、
有
甲
能
捍
禦
」
も
読
点
位
置
を
含
め
、
一

読
不
審
で
あ
っ
た
た
め
、「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち
ら
で
確
認
し
て
総
て
訂
し
た
）。
底
本
画
像

と
比
較
さ
れ
た
い
。
頻
繁
に
登
場
す
る
「
玄
」
は
最
終
画
の
な
い
「
𤣥
」
で
あ
る
が
、
こ
の
活
字
は
私
が
生

理
的
に
嫌
い
な
の
で
、
総
て
「
玄
」
で
表
記
し
た
。
ま
た
、
漢
文
引
用
部
は
概
ね
読
点
の
み
の
返
り
点
も
な

い
白
文
で
あ
り
、
読
み
難
い
の
で
、
後
に
書
き
下
し
て
あ
る
「
選
集
」
の
そ
れ
を
参
考
に
し
つ
つ
、
我
流
で

書
き
下
し
て
項
末
或
い
は
段
落
末
に
挿
入
し
、
後
を
一
行
空
け
た
。
珍
し
く
踊
り
字
「
〲
」（
古
文
引
用
）

が
出
る
が
、
正
字
に
直
し
た
。 

 

本
篇
は
ブ
ロ
グ
で
公
開
し
た
も
の
を
、P

D
F

で
縦
書
に
し
、
一
部
を
ル
ビ
化
し
て
公
開
し
た
。
ブ
ロ
グ

版
で
老
婆
心
で
附
し
た
読
み
の
一
部
は
除
去
し
た
。【
二
〇
二
一
年
三
月
十
四
日 

藪
野
直
史
】］ 

  

人
類
學
雜
誌
三
四
卷
六
號
に
出
た
る
、
八
木
君
の
「
四
神
と
十
二
肖
屬
の
古
𤲿
」
を
拜
讀
し
て
大
に
未
聞

を
聞
き
し
を
厚
謝
す
。
其
中
に
就
て
予
に
分
か
り
難
き
條
々
と
い
さ
さ
か
氣
付
い
た
る
事
共
を
列
ね
て
、
八

木
君
及
び
讀
者
諸
彥
の
高
敎
を
乞
ひ
參
考
に
も
供
せ
ん
と
す
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
諸
彥
」
は
「
し
よ
げ
ん
」

（
し
ょ
げ
ん
）。「
彦
」
は
「
優
れ
た
男
性
」
の
意
。
多
く
の
優
れ
た
人
。
諸
氏
。］ 

一
、
一
八
三
頁
下
段
に
、
玄
武
の
文
字
を
釋
し
て
和
漢
名
數
よ
り
朱
子
の
語
を
孫
引
し
て
、「
玄
武
謂
龜
蛇
、

位
住
北
方
。
故
日
玄
、
身
有
鱗
甲
、
故
曰
武
と
あ
れ
ば
云
々
」
と
述
べ
ら
る
。
按
ず
る
に
淵
鑑
類
函
四
四
〇

に
、
緯
略
曰
、
玄
武
卽
龜
之
異
名
、
龜
水
族
也
、
水
屬
北
、
其
色
黑
、
故
曰
玄
、
龜
有
甲
能
捍
禦
、
故
曰
武
。

世
人
不
知
、
乃
以
玄
武
爲
龜
蛇
二
物
。
こ
の
緯
略
て
ふ
書
、
何
時
誰
が
作
り
し
か
知
ら
ね
ど
、
其
先
後
に
引

る
書
共
の
時
代
か
ら
推
す
に
朱
子
よ
り
古
く
筆
せ
ら
れ
し
者
の
如
し
。
兎
に
角
一
說
な
る
に
付
き
爰
に
擧

ぐ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
玄
武
謂
龜
蛇…

…

」「
玄
武
と
は
龜
蛇
を
謂
ふ
。
位
、
北
方
に
住
す
。
故
に
玄
と
曰
ふ
。

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1911/34/8/34_8_251/_pdf/-char/ja
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/69
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-b240db.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1911/34/6/34_6_183/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1911/34/6/34_6_183/_pdf/-char/ja
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=627010#p5


身
に
鱗
甲
有
り
。
故
に
武
と
曰
ふ
」。 

「
淵
鑑
類
函
」
清
の
康
熙
帝
の
勅
に
よ
り
張
英
・
王
士
禎
ら
が
完
成
し
た
類
書
（
百
科
事
典
）。
一
七
一
〇

年
成
立
。 

「
緯
略
曰…

…
」「『
緯
略
』
に
曰
は
く
、『
玄
武
、
卽
ち
、
龜
の
異
名
。
龜
、
水
族
な
り
。
水
は
北
に
屬
し
、

其
の
色
、
黑
、
故
に
玄
と
曰
ふ
。
龜
、
甲
有
り
、
能よ

く
捍
禦

か
ん
ぎ
よ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
守
り
防
ぐ
こ
と
。］
す
。

故
に
武
と
曰
ふ
。
世
人
、
知
ら
ず
。
乃

す
な
は

ち
玄
武
を
以
つ
て
龜
と
蛇
の
二
物
と
爲
す
。』
と
。」。
熊
楠
が
不
詳

と
す
る
「
緯
略
」
南
宋
の
文
人
高こ

う

似
孫

じ

そ

ん

の
撰
に
な
る
、
恐
ら
く
は
経
書
の
目
録
で
あ
る
が
、
現
存
し
な
い
。］ 

二
、
一
八
四
頁
下
段
に
曰
く
、「
又
尙
書
以
下
の
書
を
按
ず
る
に
、
五
行
の
水
火
木
金
土
を
中
央
及
び
四
方

に
配
し
、
又
木
火
金
水
を
東
西
南
北
春
夏
秋
冬
に
當
し
事
は
書
經
樂
記
管
子
以
下
の
書
に
見
ゆ
れ
ど
も
靑

赤
黑
白
の
色
を
曰
は
ず
、
た
だ
周
禮
に
方
位
と
色
と
を
記
せ
し
例
あ
り
。
然
れ
ど
も
此
書
世
に
漢
儒
の
作
と

稱
せ
ら
る
れ
ば
、
隨
っ
て
爾
雅
の
如
き
も
其
漢
初
に
出
し
事
は
略
ぼ
推
測
す
る
に
足
る
べ
く
、
又
色
と
方
位
、

色
と
四
神
名
と
の
起
源
も
、
彼
の
漢
代
に
在
る
事
を
察
す
る
に
足
る
べ
し
、
中
略
、
又
始
皇
本
紀
に
云
々
と

記
す
れ
ば
、
水
德
と
黑
、
水
と
北
方
と
の
關
係
上
、
方
位
と
色
彩
の
結
合
は
已
に
秦
代
に
行
は
れ
し
有
樣
な

れ
共
、
是
等
は
根
本
資
料
を
明
か
に
す
る
必
要
有
り
、
又
假
令
右
が
秦
代
に
在
る
事
疑
ひ
無
し
と
す
る
も
、

猶
周
代
の
分
は
不
明
也
、
故
に
、
予
は
其
確
實
と
信
ず
る
點
に
從
ひ
て
漢
代
と
い
え
り
」
と
。 

 

八
木
君
の
此
文
中
予
を
し
て
疑
ひ
を
抱
か
し
む
る
者
少
な
か
ら
ず
。
先
づ
君
の
所
謂
樂
記
が
禮
記
中
に

在
る
者
な
ら
ば
君
の
言
は
謬
れ
り
。
禮
記
の
樂
記
第
十
九
に
五
行
と
か
木
火
土
金
水
と
か
云
ふ
事
少
し
も

見
え
ず
。
扨
禮
記
の
月
令
第
六
に
、
孟
春
六
月
、
天
子
居
靑
陽
左
个
、
乘
鸞
路
、
駕
蒼
龍
、
載
靑
旂
、
衣
靑

衣
、
服
蒼
玉
云
々
、
大
史
謁
之
天
子
曰
、
某
日
立
春
、
盛
德
在
木
云
々
。
天
子
親
帥
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
以

迎
春
於
東
郊
」
孟
夏
之
月
、
天
子
居
明
堂
左
个
、
乘
朱
路
、
駕
赤
騮
、
載
赤
旂
、
衣
朱
衣
、
服
赤
玉
云
々
、

大
史
謁
天
子
曰
、
某
日
立
夏
、
盛
德
在
火
云
々
。
天
子
云
々
迎
夏
於
南
郊
」
次
に
中
央
土
、
其
日
戊
巳
、
其

帝
黃
帝
云
々
、
其
か
ら
孟
秋
之
月
は
天
子
、
駕
白
輅
、
載
白
旂
、
衣
白
衣
、
服
白
玉
、
立
秋
の
日
、
秋
を
西

郊
に
迎
ふ
、
孟
冬
之
月
、
天
子
居
玄
堂
左
个
、
乘
玄
路
、
駕
鐵
驪
、
載
玄
旂
、
衣
黑
衣
、
服
玄
玉
。
立
冬
盛

德
在
水
、
天
子
冬
迎
於
北
郊
と
い
ふ
風
に
、
五
行
を
、
春
夏
中
央
秋
冬
の
五
時
や
東
南
中
央
西
北
の
五
方
や

靑
赤
黃
白
黑
の
五
色
に
當
て
配
れ
り
。
呂
氏
春
秋
は
史
記
に
呂
不
韋
作
十
二
紀
八
覽
六
論
二
十
餘
萬
言
、
號

曰
呂
氏
春
秋
と
有
り
。
其
十
二
紀
は
、
孟
春
紀
仲
春
紀
季
春
紀
と
い
ふ
體
に
、
每
紀
先
づ
十
二
月
の
月
令
を

載
せ
、
之
に
次
ぐ
に
他
の
四
篇
を
以
て
し
、
紀
每
に
五
篇
、
但
し
季
冬
紀
の
み
は
六
篇
よ
り
成
る
故
、
六
十

一
篇
で
十
二
紀
を
成
す
。
此
の
呂
氏
の
月
令
を
通
覽
す
る
に
全
く
禮
記
の
月
令
に
基
い
て
述
し
者
の
如
く
、

殊
に
五
行
五
時
五
方
五
色
の
配
當
は
文
字
に
些
少
の
差
ひ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ち
が
ひ
」。］
有
る
の
み
大

要
は
相
同
じ
。
是
れ
周
代
既
に
方
位
の
配
當
有
り
し
證
據
に
非
ず
や
。
加
之
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
か
の

み
な
ら
ず
」
。］
、
一
八
四
頁
上
段
に
八
木
君
は
「
四
神
の
名
稱
は
漢
以
前
の
書
に
見
え
ざ
れ
ば
同
（
周
？
）

代
に
こ
の
稱
呼
有
り
し
や
否
や
は
明
か
な
ら
ず
」
と
云
れ
た
れ
ど
、
禮
記
の
發
端
、
曲
禮
上
第
一
既
に
行
く

に
朱
鳥
を
前
に
し
て
玄
武
を
後
に
す
、
靑
龍
を
左
に
し
て
白
虎
を
右
に
す
と
有
り
。
是
等
は
唯
だ
そ
ん
な
動

物
を
𤲿
い
た
旗
を
立
た
迄
で
之
を
四
方
の
神
と
し
た
る
に
非
じ
と
謂
ふ
人
も
有
ん
が
、
次
文
に
招
搖
（
北
斗

第
七
星
也
）
在
上
急
繕
其
怒
と
有
れ
ば
、
件
の
四
動
物
を
北
斗
と
等
し
く
、
神
像
と
し
た
る
や
疑
ひ
無
し
。

但
し
禮
記
も
呂
氏
春
秋
も
亦
漢
儒
の
作
る
所
と
い
は
ゞ
ば
其
れ
迄
な
れ
ど
、
果
し
て
左
樣
の
說
も
有
る
者

に
や
、
大
方
の
高
敎
を
竢
つ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
つ
」。「
俟
つ
」
に
同
じ
い
。
］。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
孟
春
の
月…

…

」
以
下
は
各
所
を
切
り
張
り
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
面
倒
な
の



で
、
一
括
し
て
訓
読
し
て
示
す
。
熊
楠
の
挿
入
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。 

 
 

 
＊ 

『
孟
春
の
月
、
天
子
は
靑
陽
の
左
个

さ

か

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
「
个
」
は
部
位
・
位
置
を
指
す
。］
に
居を

り
、

鸞ら
ん

路ろ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
天
子
の
乗
る
車
の
名
。
以
下
、
同
一
箇
所
は
同
じ
。］
に
乘
り
、
蒼
龍
を
駕
し
、

靑
旂

せ

い

き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
青
い
旗
。］
を
載た

て
、
靑
衣
を
衣き

、
蒼
玉
を
服ぶ

く

し
』
云
々
。『
大
史
、
之
れ
を
天
子

に
謁つ

げ
て
曰
く
、「
某
日
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
暦
に
よ
っ
て
移
動
す
る
の
で
か
く
言
っ
た
。
そ
の
年
の
当
該

の
日
の
意
と
考
え
れ
ば
よ
い
。］
立
春
、
盛
德
、
木
に
在
り
。」
と
』
云
々
。『
天
子
、
自み

づ

か
ら
三
公
・
九
卿
・

諸
侯
・
大
夫
を
帥

ひ
き
い

て
、
以
て
春
を
東
郊
に
迎
ふ
』
、『
孟
夏
の
月
、
天
子
は
明
堂
の
左
个
に
在
り
、
朱
路
に

乘
り
、
赤
騮

せ
き
り
ゆ
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
騮
」
は
栗
毛
の
駿
馬
。］
を
駕
し
、
赤
旂
を
載
て
、
朱
衣
を
衣
、
赤
玉

を
服
し
』
云
々
。『
大
史
、
之
れ
を
天
子
に
謁
げ
て
曰
く
、「
某
日
立
夏
、
盛
德
、
火
に
在
り
。」
と
』
云
々
。

『
天
子
』
云
々
、『
夏
を
南
郊
に
迎
ふ
』、
次
に
『
中
央
は
土
な
り
。
其
の
日
は
戊
巳
（
ぼ
し
／
つ
ち
の
と
み
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
行
の
干
支
の
組
み
合
わ
せ
で
は
存
在
し
な
い
が
、
古
代
に
は
あ
っ
た
も
の
か
。］、
そ

の
帝
は
黃
帝
、
云
々
」、
其
か
ら
、『
孟
秋
の
月
は
、
天
子
、
白
輅

は
く
ら
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
輅
」
は
天
子
の
車
。］

を
駕
し
、
白
旂
を
載
て
、
白
衣
を
衣
、
白
玉
を
服
し
、
立
秋
の
日
、
秋
を
西
郊
に
迎
ふ
』、『
孟ま

う

冬と
う

［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
初
冬
の
陰
暦
十
月
。］
の
月
、
天
子
は
玄
堂
の
左
个
に
在
り
、
玄
路
に
乘
り
、
鐵
驪

て

つ

り

［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
驪
」
は
黒
毛
の
馬
。］
を
駕
し
、
玄
旂
を
載
て
、
黑
衣
を
衣
、
玄
玉
を
服
す
。
立
冬
、
盛
德
、
水
に

在
り
。
天
子
、
冬
を
北
郊
に
迎
ふ
』。 

 
 

 

＊ 

「
呂
氏
春
秋
」（
り
ょ
し
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う
：
現
代
仮
名
遣
）
戦
国
末
の
秦
の
呂
不
韋
が
食
客
を
集
め
て
共
同

編
纂
さ
せ
た
書
。
紀
元
前
二
三
九
年
完
成
。
天
文
暦
学
・
音
楽
理
論
・
農
学
理
論
な
ど
の
論
説
が
多
く
見
ら

れ
、
自
然
科
学
史
上
、
重
要
な
書
物
と
さ
れ
る
。 

「
呂
不
韋…

…

」「
呂
不
韋
は
十
二
紀
・
八
覽
・
六
論
の
二
十
餘
萬
言
を
作
り
、
號な

づ

け
て
『
呂
氏
春
秋
』
と

曰い

ふ
。」。 

「
招
搖
（
北
斗
第
七
星
也
）
在
上
急
繕
其
怒
」「
招
搖

し
や
う
や
う

上
に
在
り
、
急か

た

く
其
の
怒
り
を
繕つ

よ

く
す
。」
。「
招
搖
」

は
星
の
名
。］ 

  

予
は
支
那
書
を
讀
む
こ
と
を
廢
し
て
既
に
二
十
年
、
今
迨
ん
で
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
よ
ん
で
は
」。］

何
の
知
る
所
も
無
し
。
然
れ
ど
も
纔
か
に
記
臆
に
存
す
る
處
に
據
る
も
、
な
ほ
多
少
の
言
ふ
べ
き
者
無
き
に

非
ず
。
因
て
記
臆
に
基
づ
き
座
右
の
書
を
搜
つ
て
一
二
を
述
ん
に
、
左
傳
襄
公
二
十
八
年
蛇
乘
龍
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：「
蛇
、
龍
に
乘
る
。」。］
、
集
解
に
蛇
玄
武
之
宿
、
虛
危
之
星
、
龍
歲
星
、
歲
星
木
也
、
木
爲
靑
龍
、

失
次
出
虛
危
下
、
爲
蛇
乘
也
。
爰
に
見
る
龍
は
、
東
方
の
星
宿
な
ら
で
木
星
な
れ
ど
、
虛
危
の
星
を
蛇
と
せ

る
は
史
記
天
官
書
に
北
宮
玄
武
虛
危
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
北
宮
は
玄
武
に
し
て
虛
危
な
り
。」。］
と
い
え
る

と
同
樣
、
周
代
既
に
蛇
を
以
て
北
方
の
神
玄
武
の
標
識
と
し
た
る
也
。
又
墨
子
貴
義
篇
に
、
子
墨
子
北
之
齊
、

遇
日
者
、
日
者
曰
、
帝
、
以
今
日
、
殺
黑
龍
於
北
方
、
而
先
生
之
色
黑
、
不
可
以
北
、
子
墨
子
不
聽
、
遂
北

至
淄
水
、
不
遂
而
反
焉
。
日
者
曰
、
我
謂
先
生
不
可
以
北
、
子
墨
子
曰
、
南
之
人
不
得
北
、
北
之
人
、
不
得

南
、
其
色
有
黑
者
、
有
白
者
、
何
故
皆
不
遂
、
且
帝
以
甲
乙
殺
靑
龍
於
中
於
東
方
、
以
丙
丁
赤
龍
殺
於
南
方
、

以
庚
辛
殺
白
龍
於
西
方
、
以
壬
癸
殺
黑
龍
於
北
方
、
以
戊
巳
殺
黃
龍
於
中
方
、
若
以
子
惟
言
、
則
是
禁
天
下

之
行
者
也
。
墨
子
の
時
代
は
確
か
な
ら
ね
ど
孟
子
や
荀
子
に
其
說
を
載
た
れ
ば
此
二
子
よ
り
前
の
人
と
見



ゆ
。
亦
以
て
周
代
既
に
五
行
に
因
め
る
十
干
を
五
方
位
と
五
色
と
に
配
當
せ
る
說
行
れ
た
る
を
知
る
べ
し
。

尤
も
、
是
迚
も
左
傳
も
墨
子
も
漢
儒
の
假
作
と
云
ば
詮
方
無
し
。
然
る
上
は
予
は
左
樣
の
見
を
抱
く
人
に
向

て
、
全
體
今
に
在
て
漢
以
前
の
事
實
を
觀
る
べ
き
支
那
書
は
何
に
何
な
る
や
を
示
さ
れ
ん
事
を
乞
う
の
外

無
し
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
末
尾
の
八
木
の
論
考
へ
の
不
満
は
私
も
電
子
化
し
て
い
る
最
中
に
激
し
く
感
じ
た
。
快

哉
！ 

「
集
解
」
晋
の
杜
預
の
「
春
秋
左
氏
伝
」
の
注
解
書
「
春
秋
經
傳
集
解
」。 

「
蛇
玄
武
之
宿…

…

」「
蛇
は
、
玄
武
の
宿

し
ゆ
く

、
虛
危
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
星
宿
の
固
有
名
の
一
つ
。］
の
星

な
り
。
龍
は
歲
星
に
し
て
、
歲
星
は
木も

く

な
り
。
木
は
靑
龍
と
爲
す
。
次

や
ど
り

を
失
ひ
て
虛
危
の
下
に
出
で
、
蛇

の
乘
る
と
こ
ろ
と
爲
す
な
り
。」。 

「
子
墨
子…

…

」「
子し

墨
子

ぼ

く

し

、
北
し
て
齊せ

い

に
之ゆ

き
日に

つ

者し
や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
天
文
現
象
を
用
い
た
占
術
師
。］

に
遇あ

ふ
。
日
者
曰
く
、『
帝
、
今
日
を
以
て
、
黑
龍
を
北
方
に
殺
す
。
而
る
に
先
生
の
色
、
黑
し
。
以
て
、

北
す
べ
か
ら
ず
。』
と
。
子
墨
子
、
聽
か
ず
し
て
遂
に
北
し
て
淄し

水す
い

に
至
り
、
遂と

げ
ず
し
て
反か

へ

る
。
日
者
曰

く
、『
我
、「
先
生
、
以
て
北
す
べ
か
ら
ず
」
と
謂
へ
り
。』
と
。
子
墨
子
曰
く
、『
南
の
人
、
北
す
る
こ
と
を

得
ず
ん
ば
、
北
の
人
、
南
す
る
こ
と
を
得
ず
。
其
れ
、
色
は
、
黑
き
者
有
り
、
白
き
者
有
り
。
何
の
故
に
か
、

皆
、
遂
げ
ざ
ら
ん
や
。
且
つ
、
帝
は
甲
乙
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
当
該
の
日
。］
を
以
て
靑
龍
を
東
方
に
殺
し
、

丙
丁
を
以
て
赤
龍
を
南
方
に
殺
し
、
庚
辛
を
以
て
白
龍
を
西
方
に
殺
し
、
壬
癸
を
以
て
黑
龍
を
北
方
に
殺
し
、

戊
己
を
以
て
黃
龍
を
中
方

ち
ゆ
う
は
う

に
殺
す
。
若も

し
、
子
の
言
を
用
ふ
れ
ば
、
則
ち
、
是
れ
、
天
下
の
行
く
者
を
禁

ず
る
な
り
。』
と
。」。］ 

 

三
、
一
八
六
頁
に
、
八
木
君
は
「
十
二
支
に
十
二
獸
名
を
當
し
事
は
、
彼
の
事
物
紀
原
に
事
始
を
引
て
、
黃

帝
は
立
子
丑
十
二
辰
以
名
月
、
又
以
十
二
名
、
獸
屬
之
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
八
木
氏
の
論
考
で
は
『
黃
帝
立

二

子
丑
十
二
辰
一

以
名
ケ

ㇾ
月
、
又
以
二

十
二
名
獸
一

屬
ス

ㇾ
之
』
で
南
方
の
引
用
は
不
全
な
上
に
読
点
位
置
が
お

か
し
い
。「
子ね

・
丑

う
し

十
二
辰
を
立
て
て
、
以
つ
て
、
月
を
名
づ
け
、
又
、
十
二
の
名
の
獸
を
以
て
、
之
れ
に
屬

し
よ
く

す
」。］
と
あ
れ
ど
も
、
こ
れ
は
支
那
人
側
の
解
釋
に
て
、
實
は
印
度
の
十
二
獸
が
支
那
に
移
り
て
か
の
十
二

支
と
結
合
せ
る
が
ご
と
し
」
と
言
わ
る
。
所
謂
印
度
の
十
二
獸
の
事
は
次
の
（
四
）
の
條
に
論
ず
べ
し
。
今

は
唯
だ
支
那
の
十
二
獸
に
就
て
言
ん
に
、
一
九
一
一
年
版
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ジ
ア
、
ブ
リ
タ
ン
ニ
カ
、
二
八

卷
、
九
九
五
頁
に
ク
ラ
ー
ク
女
史
は
、
支
那
で
日
の
黃
道
を
十
二
に
分
か
ち
、
十
二
獸
に
資
て
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
よ
つ
て
」
。］
之
に
名
け
順
次
日
の
進
行
に
逆
ら
ふ
て
進
む
者
と
せ
る
は
、
特
種
奇
異
の
組
織
で
、

支
那
自
國
に
起
こ
り
し
や
疑
ひ
無
し
と
有
る
は
尤
も
な
が
ら
、
是
は
十
二
支
の
支
那
固
有
な
る
を
言
し
迄

に
て
、
十
二
獸
を
十
二
支
に
當
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
つ
る
」。］
の
支
那
固
有
な
る
を
言
た
る
に
非
ず
。

然
れ
ど
も
十
二
獸
を
十
二
支
に
當
る
も
亦
實
に
支
那
固
有
の
者
と
見
ゆ
。
古
今
要
覽
稿
五
三
一
に
、「
凡
そ

十
二
辰
に
生
物
を
配
當
せ
し
は
、
王
充
論
衡
に
初
め
て
見
え
た
れ
ど
も
、
淮
南
子
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
抱

朴
子
」
の
誤
り
。
後
注
参
照
。］
に
山
中
未
日
稱
主
人
者
羊
也
と
い
ひ
、
莊
子
に
未
甞
爲
牧
而
牂
生
於
奧
と
云

る
を
、
釋
文
に
西
南
隅
未
地
と
云
れ
ば
、
羊
を
以
て
未
に
配
當
せ
し
も
そ
の
由
來
古
し
」
と
あ
り
。
錢
綺
曰

く
十
二
辰
亦
由
列
宿
而
定
、
如
周
時
星
紀
、
中
有
牛
宿
、
故
丑
中
屬
牛
、
而
今
則
牛
宿
在
子
宮
、
不
在
丑
宮

矣
、
周
時
元
※
１
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
※
１
」
＝
「
亻
」
＋
「
号
」。］
中
有
虛
宿
、
※
２
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
※
２
」
＝
「
木
」
＋
「
号
」。
］
爲
耗
名
、
鼠
能
耗
物
、
故
子
屬
鼠
、
而
今
依
月
初
宮
法
推
之
、
則
虛



宿
在
亥
宮
、
不
在
子
宮
矣
。
娶
訾
又
名
豕
韋
、
故
亥
屬
豬
、
今
依
古
法
則
娶
訾
不
爲
亥
宮
、
而
爲
戌
宮
（
竹

添
氏
の
左
氏
會
箋
卷
十
四
頁
五
六
）。
以
て
十
二
獸
を
十
二
支
に
當
る
は
周
時
に
始
り
し
を
知
る
に
足
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
一
九
一
一
年
版
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ジ
ア
、
ブ
リ
タ
ン
ニ
カ
、
二
八
卷
、
九
九
五
頁
」

一
七
六
八
年
に
初
版
が
発
行
さ
れ
た
英
語
で
書
か
れ
た
百
科
事
典
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
」（
表
記
は
ラ

テ
ン
語
で`E

n
cyclo

p
æ

d
ia

 B
rita

n
n
ica

`

）。
第
二
版
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
著
述
家
で
航
空
の
パ
イ
オ
ニ
ア

で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
タ
イ
ト
ラ
ー
（Jam

es T
y
tler 

一
七
四
五
年
～
一
八
〇
四
年
）
の
編
集
に
な
り
、

一
七
七
七
年
か
ら
一
七
八
四
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
。`In

tern
et arch

iv
e
`

の
こ
こ
で
当
該
部
分
（
左
ペ
ー

ジ
）
が
読
め
る
。`

C
h
in

ese Z
o
d
ia

c sig
n

s.`

が
そ
れ
。 

「
ク
ラ
ー
ク
女
史
」
上
記
の
原
本
同
巻
の
冒
頭
の
筆
者
一
覧
に
、
ア
グ
ネ
ス
・
メ
ア
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク

（A
G

N
E

S
 M

A
R

Y
 C

L
E

R
K

E

）
と
い
う
名
で
本
項
「Z

o
d
iac.

」
の
執
筆
者
と
し
て
載
る
。
彼
女
は
当
該
ウ

ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
一
八
四
二
年
生
ま
れ
で
一
九
〇
七
年
に
亡
く
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
天
文
学
・
天
文
学
史
に

つ
い
て
の
著
述
を
行
っ
た
女
性
作
家
と
あ
り
、『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
』『
生
ま
れ
』
で
、『
ロ
ン
ド
ン
で
没
し
た
』。

『
早
く
か
ら
天
文
学
に
興
味
を
持
ち
』、
十
五
『
歳
の
時
に
は
天
文
学
に
つ
い
て
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ク

ラ
ー
ク
の
一
家
は
』
一
八
六
一
年
に
『
ダ
ブ
リ
ン
』、
一
八
六
三
年
に
『
ク
ィ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
に
移
り
、
数

年
後
に
ク
ラ
ー
ク
は
イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
』、
一
八
七
七
年
ま
で
『
イ
タ
リ
ア
に
留
ま
っ
た
。
主
に
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
公
共
図
書
館
で
学
び
、
作
家
と
な
る
準
備
を
し
』、
一
八
七
七
年
に
『
ロ
ン
ド
ン
に
移
っ
た
』。『
最

初
の
重
要
な
作
品
で
あ
るC

o
p
ern

icu
s in

 Ita
ly

（『
イ
タ
リ
ア
時
代
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
』）
は
エ
ジ
ン
バ
ラ
・

レ
ヴ
ュ
ー
誌
に
』
一
八
七
七
年
に
『
掲
載
さ
れ
』
た
が
、
そ
れ
以
前
の
一
八
五
五
年
に
『
出
版
さ
れ
た

A
 

P
o
p
u
lar H

isto
ry

 o
f A

stro
n
o
m

y
 d

u
rin

g
 th

e N
in

eteen
th

 C
en

tu
ry

』
（「
十
九
世
紀
の
天
文
学
史
」
）』
で
有
名

に
な
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
は
天
文
学
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
天
文
学
研
究
に
つ
い
て
の
解
説
に
秀
で
て
い
た
』。

一
八
八
八
年
に
は
『
ケ
ー
プ
天
文
台
の
所
長
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ギ
ル
夫
妻
の
招
き
で
』
三
『
ヶ
月
も
天
文
台
に

留
ま
り
、
当
時
は
新
し
い
天
文
学
の
分
野
と
な
っ
た
天
体
分
光
学
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
た
』。
一
八
九
二

年
に
は
「
英
国
天
文
協
会
」（B

ritish
 A

stro
n
o
m

ical A
sso

ciatio
n

）
の
会
員
と
な
り､

『
英
国
天
文
協
会
の

会
合
や
王
立
天
文
学
会
の
会
合
に
参
加
し
た
』。
一
九
〇
三
年
に
は
『
王
立
天
文
学
会
の
名
誉
会
員
に
選
ば

れ
た
』。『
月
の
ク
ラ
ー
ク
・
ク
レ
ー
タ
は
彼
女
の
名
に
因
ん
で
命
名
さ
れ
た
』
も
の
で
あ
る
と
あ
る
。 

「
十
二
獸
を
十
二
支
に
當
る
も
亦
實
に
支
那
固
有
の
者
と
見
ゆ
」
私
も
そ
う
思
う
。 

「
古
今
要
覽
稿
」
江
戸
後
期
の
類
書
。
五
百
六
十
巻
。
幕
命
に
よ
り
屋
代
弘
賢
が
編
集
。
文
政
四
年
か
ら
天

保
十
三
年
（
一
八
二
一
年
か
ら
一
八
四
二
年
）
に
か
け
て
成
立
し
た
。
自
然
・
社
会
・
人
文
の
諸
事
項
を
分

類
し
、
そ
の
起
源
・
歴
史
な
ど
を
古
今
の
文
献
を
挙
げ
て
考
証
・
解
説
し
た
も
の
。「
五
三
一
」
の
そ
れ
は

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
の
こ
こ
で
視
認
で
き
る
。
上
段
末
か
ら
下
段
冒
頭
に

か
け
て
で
あ
る
。 

「
王
充
論
衡
」「
論
衡

ろ
ん
こ
う

は
後
漢
の
文
人
で
思
想
家
の
王
充
（
二
七
年
～
一
世
紀
末
頃
）
が
著
し
た
全
三
十
巻

八
十
五
篇
（
そ
の
内
の
一
篇
は
篇
名
の
み
残
っ
て
散
佚
）
か
ら
成
る
自
伝
的
思
想
書
。
実
証
主
義
の
立
場
に

立
っ
た
自
然
主
義
論
・
天
論
・
人
間
論
や
史
観
な
ど
多
岐
多
様
な
事
柄
を
説
き
、
一
方
で
、
非
合
理
的
な
先

哲
伝
承
や
陰
陽
五
行
説
・
民
俗
的
災
異
説
を
迷
信
論
と
し
て
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
。 

「
山
中
未
日
稱
主
人
者
羊
也
」
こ
の
底
本
原
文
は
「
山
中
末
日
稱
主
人
者
半
也
」
で
訓
読
不
能
な
ほ
ど
致
命

的
な
誤
字
で
あ
る
。
さ
ら
に
屋
代
弘
賢
の
と
ん
で
も
な
い
誤
り
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
淮
南
子
」
に
は
な
く
、

「
抱
朴
子
」
の
「
内
篇
」
の
「
登
涉
」
に
出
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
中
文
サ
イ
ト
を
縦
覧
す
る
う
ち
に

https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL28_VETCH-ZYMOTIC_DISEASES/page/n1021/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL28_VETCH-ZYMOTIC_DISEASES/page/n1021/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL28_VETCH-ZYMOTIC_DISEASES/page/n1021/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL28_VETCH-ZYMOTIC_DISEASES/page/n3/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B0%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B0%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B0%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B0%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%82%AF
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/897551/336
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/71


明
ら
か
と
な
っ
た
。「
選
集
」
に
は
そ
の
誤
り
を
示
す
注
も
な
く
、
ネ
ッ
ト
上
の
本
篇
の
抜
粋
な
ど
で
も
、
無

批
判
に
誤
り
を
受
け
入
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
、
総
て
「
淮
南
子
」
を
出
典
と
し
て
い
る
為
体
（
て
い
た
ら

く
）
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
だ
け
で
も
こ
の
電
子
化
注
を
し
て
い
る
甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
抱
朴
子
」
の
当
該
部
は
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち
ら
を
見
ら
れ
た
い
。
山
中
の
超
常
現
象
を
解

説
し
た
中
に
出
る
。
所
持
す
る
訓
読
本
で
訂
し
た
（「
抱
朴
子
」
は
私
の
愛
読
書
で
あ
る
）。「
山
中
」
は
南
方

熊
楠
の
添
え
た
も
の
。「
未

ひ
つ
じ

の
日
に
、
主
人
と
稱
す
る
者
は
、
羊
な
り
。」
で
、
原
本
で
は
因
み
に
そ
の
後
に

セ
ッ
ト
で
「
稱
吏
者
、
獐
也
」（
吏
と
稱
す
る
者
は
、
獐の

ろ

な
り
。）
と
あ
る
。 

「
莊
子
に
未
甞
爲
牧
而
牂
生
於
奧
と
云
る
」「
莊
子
」
の
「
徐
無
鬼
篇 

第
二
十
四
」
に
出
る
。
子
綦

し

き

が
我

が
子
の
歅い

ん

に
宇
宙
の
無
為
自
然
の
不
可
知
の
絶
対
原
理
を
語
る
中
に
出
る
（「
荘
子

そ

う

じ

」
は
私
が
唯
一
、
大
学

時
代
に
徹
底
的
に
読
み
込
ん
だ
、
数
少
な
い
漢
籍
の
一
つ
で
あ
る
）。 

 
 

 

＊ 

未
だ
甞
つ
て
牧
を
爲
さ
ざ
る
に
、
而
も

牂
め
ひ
つ
じ

は
奧お

う

に
生
ず
。 

 
 

 

＊ 

「
奧
」
は
熊
楠
が
添
え
る
通
り
、「
西
南
隅
未
地
」（
西
南
の
隅
の
未

ひ
つ
じ

の
地
）
の
意
。「
私
は
こ
れ
ま
で
、
牧

畜
な
ど
し
た
こ
と
も
な
い
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
屋
敷
の
西
南
の
隅
の
未
の
方
角
の

土
地
に
、
雌
の
羊
が
現
わ
れ
た
。」
の
意
。 

「
錢
綺
」（
一
七
九
八
年
～
？
）
清
代
の
学
者
。
著
書
に
「
左
傳
札
記
」
（
「
續
修
四
庫
全
書
」
に
収
め
る
。

調
べ
た
と
こ
ろ
、
熊
楠
の
引
用
は
こ
の
「
春
秋
左
氏
伝
」
の
注
釈
書
で
あ
っ
た
。
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計

劃
」
の
影
印
本
の
こ
こ
を
見
ら
れ
た
い
。
右
の
活
字
は
信
用
し
て
は
い
け
な
い
。
機
械
的
な
翻
字
で
誤
り
が

多
い
）・「
東
都
事
略
校
勘
記
」・「
南
明
書
」
が
あ
る
。 

「
十
二
辰
亦
由
列
宿
而
定…

…

」「
十
二
辰
も
亦
、
列
宿
に
由
り
て
定
ま
る
。
周
の
時
の
『
星
紀
』
の
ご
と

き
は
、
中
に
牛
宿
有
り
。
故
に
丑
は
中
の
牛
に
屬ぞ

く

す
。
而
れ
ど
も
、
今
は
、
則
ち
、
牛
宿
は
子ね

の
宮

き
ゆ
う

に
在

り
て
、
丑
の
宮
に
在
ら
ず
。
周
の
時
、
元
※
（「
※
１
」
＝
「
亻
」
＋
「
号
」。
「
選
集
」
で
は
読
み
を
『
き

よ
う
』
と
振
る
。
恐
ら
く
は
「
き
ょ
う
」
で
「
げ
ん
き
ょ
う
」
で
あ
ろ
う
。
意
味
不
明
。
星
宿
の
細
部
名
か

占
い
卦
の
一
つ
の
呼
び
名
か
？
）
は
、
中
に
虛
宿
あ
り
。
※
（「
※
２
」
＝
「
木
」
＋
「
号
」。
読
み
・
意
味

（
推
定
）
は
同
前
）
は
耗ま

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
］
の
名
と
な
す
。
鼠
は
、
能
く
物
を
耗へ

ら

す
。
故
に
子
は
鼠
に

屬
す
。
丑
は
牛
に
屬
す
。
而
し
て
今
は
、
月
の
初
め
の
交
宮

か
う
き
ゆ
う

の
法
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
意
味
不
明
。
星
占

法
に
於
い
て
星
宿
の
宮
が
旧
暦
の
月
の
初
め
に
交
差
（
円
形
に
配
置
し
た
際
の
対
の
十
二
支
か
？
）
す
る
よ

う
に
捉
え
て
行
わ
れ
た
儀
式
を
で
も
指
す
か
？
］
に
依
り
て
之
れ
を
推
せ
ば
、
則
ち
、
虛
宿
は
亥
宮
に
在
り

て
、
子
宮
に
は
在
ら
ず
。
娶
訾

し

ゆ

し

は
又
、
豕
韋

し

ゐ

と
も
名
づ
く
。
故
に
亥
は
豬
に
屬
す
。
今
は
古
法
に
依
り
て
、

則
ち
、
娶
訾
を
亥
宮
と
爲
さ
ず
し
て
戌
宮
と
爲
す
。」。 

「
竹
添
氏
『
左
氏
會
箋
』」
元
外
交
官
に
し
て
漢
学
者
の
竹
添
進
一
郎
（
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
～
大

正
六
（
一
九
一
七
）
年
：「
甲
申
政
変
」
の
折
り
に
は
朝
鮮
弁
理
公
使
で
あ
り
、
後
に
漢
学
者
と
し
て
活
躍

し
た
）「
春
秋
左
氏
伝
」
の
箋
注
本
。
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
明
治
講
学
会
刊
。
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
視
認
出
来
る
が
、
私
は
探
す
気
に
な
れ
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。
］ 

 

四 

前
條
の
始
め
に
引
け
る
八
木
君
の
文
の
續
き
に
曰
く
「
こ
は
宿
曜
經
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
す
く
え
う

き
や
う
」。］
抔
に
記
載
し
あ
れ
ど
も
云
々
、
山
岡
俊
明
の
類
聚
名
物
考
に
曰
く
、「
飜
譯
名
義
集
に
此
十
二

https://ctext.org/baopuzi/zh?searchu=%E6%9C%AA%E6%97%A5%E7%A8%B1%E4%B8%BB%E4%BA%BA%E8%80%85
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=16173&page=75#%E5%88%97%E5%AE%BF%E8%80%8C%E5%AE%9A
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=16173&page=75#%E5%88%97%E5%AE%BF%E8%80%8C%E5%AE%9A
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=16173&page=75#%E5%88%97%E5%AE%BF%E8%80%8C%E5%AE%9A
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=16173&page=75#%E5%88%97%E5%AE%BF%E8%80%8C%E5%AE%9A
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/753753
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/753753
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/753753
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/753753
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/753753
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/753753


支
法
、
爲
中
乘
之
達
觀
也
と
見
え
た
り
、
經
に
は
鼠
牛
虎
兎
龍
蛇
馬
羊
猿
鷄
狗
猪
の
字
を
用
ひ
、
此
十
二
物

は
大
權
の
聖
者
に
し
て
、
年
月
日
時
に
四
天
下
を
巡
り
て
同
類
形
の
衆
生
を
濟
度
す
と
說
け
り
、
此
十
二
獸

の
名
を
支
那
に
て
古
く
用
居
た
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
も
ち
ひ
を
り
た
る
」。］
子
丑
等
の
字
に
配
當
し
た

る
を
以
て
、
我
國
に
て
ね
う
し
の
訓
を
充
た
る
な
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
て
た
る
な
り
」。］」
山
岡
の
說

は
當
時
に
於
て
卓
見
と
謂
べ
く
、
彼
の
鼠
牛
以
下
の
獸
名
は
確
か
に
印
度
傳
來
に
相
違
な
く
、
夫
が
支
那
の

子
丑
寅
卯
と
結
合
せ
し
事
は
疑
ひ
無
る
べ
き
も
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
な
か
る
べ
き
も
」。］、
此
點
に
就
て
は

猶
硏
究
の
餘
地
あ
る
に
よ
り
五
行
の
起
源
の
論
に
移
る
」
と
（
以
上
八
木
君
の
文
）。
相
違
な
く
疑
ひ
無
か

る
べ
き
由
言
て
、
扨
猶
硏
究
の
餘
地
あ
り
と
云
る
ゝ
程
故
、
一
九
一
頁
の
結
論
に
も
「
而
し
て
此
類
の
智
識

が
最
初
支
那
よ
り
印
度
に
傳
れ
る
や
否
や
は
今
俄
に
決
す
る
事
能
は
ざ
れ
ど
も
、
其
十
二
支
に
鼠
牛
虎
の

類
が
印
度
よ
り
流
傳
し
、
之
に
依
て
繪
𤲿
上
に
現
は
れ
し
と
す
れ
ば
云
々
」
と
、
結
局
支
那
よ
り
印
度
に
傳

へ
し
や
、
印
度
よ
り
支
那
へ
傳
へ
し
や
、
ど
ち
ら
と
も
片
付
け
ず
に
終
ら
れ
た
る
は
、
頗
る
物
足
ら
ぬ
心
地

ぞ
す
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
部
分
は
私
も
強
い
不
満
を
抱
い
た
箇
所
で
あ
る
。 

「
宿
曜
經
」
唐
代
に
、
印
度
の
二
十
八
宿
七
曜
な
ど
を
述
べ
た
選
訳
書
。
「
文
殊
師
利
菩
薩
及
諸
仙
所
說
吉

凶
時
日
善
惡
宿
曜
經
』
が
正
式
の
書
名
で
、
中
国
密
教
の
完
成
に
努
め
た
僧
不
空
の
訳
に
な
る
。
上
下
二
巻
。

訳
を
史
瑤
が
編
し
、
そ
れ
を
楊
景
風
が
改
め
て
、
諸
所
に
註
記
し
た
も
の
が
、
中
唐
初
期
の
七
六
四
年
に
完

成
し
た
。
基
は
印
度
の
占
星
術
で
使
わ
れ
る
暦
学
と
占
星
法
の
書
「
ナ
ク
シ
ャ
ト
ラ
」
で
、
七
曜
・
十
二
宮
・

二
十
八
宿
の
関
係
に
よ
っ
て
一
生
の
運
命
や
一
日
の
吉
凶
を
判
断
す
る
方
法
を
説
い
た
も
の
。
地
本
邦
へ

は
平
安
初
期
に
伝
わ
り
、「
宿
曜

す
く
よ
う

道ど
う

」
の
根
本
と
な
っ
た
。 

「
山
岡
俊
明
の
類
聚
名
物
考
」「
俊
明
」
は
「
浚
明
」
と
も
書
き
、「
ま
つ
あ
け
」
と
読
む
。「
類
聚
名
物
考
」

は
江
戸
中
期
の
類
書
（
百
科
事
典
）
で
全
三
百
四
十
二
巻
（
標
題
十
八
巻
・
目
録
一
巻
）。
幕
臣
で
儒
者
で

あ
っ
た
山
岡
浚
明
（
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
～
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
：
号
は
明
阿
。
賀
茂
真
淵
門

下
の
国
学
者
で
、「
泥
朗
子
」
の
名
で
洒
落
本
「
跖せ

き

（
せ
き
）
婦
人
伝
」
を
書
き
、「
逸
著
聞
集
」
を
著
わ
し

て
い
る
）
著
。
成
立
年
は
未
詳
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
か
ら
翌
々
年
に
か
け
て
全
七
冊
の
活
版
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
で
同
刊
本
を
視
認
し
た
と
こ

ろ
、
こ
こ
に
発
見
し
た
（
巻
六
の
「
天
文
部
六
」
の
「
雜
」
の
内
の
大
項
目
「
十
干 

十
二
支
」
の
冒
頭
に

あ
る
「
刑
德
」
中
に
出
る
（
右
ペ
ー
ジ
下
段
の
四
行
目
）。 

「
飜
譯
名
義
集
」（
ほ
ん
や
く
み
や
う
ぎ
し
ふ
）
は
宋
代
に
書
か
れ
た
梵
漢
辞
典
。
七
巻
本
と
二
十
巻
本
が

あ
る
。
南
宋
の
法
雲
編
。
一
一
四
三
年
成
立
。
仏
典
の
重
要
な
梵
語
二
千
余
語
を
六
十
四
編
に
分
類
し
て
字

義
と
出
典
を
記
し
た
も
の
。 

「
爲
中
乘
之
達
觀
也
」「
中
乘
の
達
觀
と
爲
す
な
り
」。］ 

  

予
は
全
く
印
度
古
今
の
曆
象
天
文
方
位
に
就
て
學
び
し
事
無
れ
ど
、
種
々
讀
書
の
際
注
意
せ
し
に
、
印
度

に
十
二
支
も
無
け
れ
ば
、
十
二
獸
を
十
二
支
に
充
る
事
も
無
き
樣
也
。
フ
ム
ボ
ル
ト
の
論
說
に
、
印
度
墨
西

哥
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
メ
キ
シ
コ
」。］
共
に
、
古
く
蛇
や
管
や
劇
刀
や
日
の
迹
や
、
犬
の
尾
や
家
等
の
名

を
曆
日
に
配
當
す
る
由
見
え
、
其
事
頗
る
支
那
の
十
二
獸
を
日
に
配
當
す
る
に
似
た
れ
ど
、
印
度
墨
西
哥
に

右
等
の
物
名
を
方
位
に
配
せ
し
を
聞
ず
。
又
印
度
の
二
十
七
宿
の
名
の
内
、
支
那
十
二
獸
の
或
る
物
に
偶
合

せ
る
有
れ
ど
、
偶
合
せ
ぬ
者
の
方
多
け
れ
ば
、
本
と
同
源
よ
り
出
で
た
り
と
惟
は
れ
ず
。
類
聚
名
物
考
に
略

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898153/36
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898153/36


說
さ
れ
た
る
十
二
動
物
の
こ
と
は
、
大
集
經
卷
廿
四
に
出
づ
。
其
文
難
解
又
冗
長
の
處
少
な
か
ら
ね
ば
、
佛

敎
大
辭
彙
二
、
頁
一
六
〇
〇
に
載
せ
た
る
撮
要
文
を
本
經
に
照
ら
し
多
少
校
訂
し
て
爰
に
出
す
。
曰
く
、「
閻

浮
提
外
東
方
海
中
の
琉
璃
山
に
蛇
馬
羊
住
み
、
南
方
海
中
の
玻
黎
山
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
り
さ
ん
」。
］

に
猴
鷄
犬
住
み
、
西
方
海
中
の
銀
山
に
猪
鼠
牛
住
む
、
北
方
海
中
の
金
山
に
師
子
兎
龍
住
み
、
東
方
の
樹
神

南
方
の
火
神
西
方
の
風
神
北
方
の
水
神
、
何
れ
も
一
羅
刹
女
と
共
に
各
五
百
眷
屬
を
有
し
、
各
自
に
三
獸
を

供
養
す
、
其
一
々
の
獸
は
窟
内
に
住
み
聲
聞
慈
を
修
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
や
う
も
ん
、
じ
を
、
じ
ゆ

し
」。］
、
晝
夜
常
に
閻
浮
提
内
を
行
き
、
人
天
に
恭
敬
さ
る
、
曾
て
過
去
佛
に
於
て
深
重
願
を
發
し
一
日
一

夜
常
に
一
獸
を
し
て
遊
行
敎
化
し
、
餘
の
十
一
獸
は
安
住
修
慈
し
周
り
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
め
ぐ
り
て
」。
］

復
た
始
め
し
む
、
七
月
一
日
鼠
初
め
て
遊
行
し
、
聲
聞
乘
を
以
て
一
切
鼠
身
衆
生
を
敎
化
し
、
惡
業
を
離
れ

善
事
を
勸
修
せ
し
む
、
是
の
如
く
次
第
し
て
十
三
日
に
至
り
鼠
復
た
遊
行
す
、
斯
て
十
二
月
を
盡
し
十
二
歲

に
至
り
、
亦
復
た
是
の
如
し
、
是
故
に
此
土
多
く
功
德
有
り
、
乃
至
畜
獸
も
亦
能
く
敎
化
し
無
上
菩
提
の
道

を
演
說
す
下
略
」。
件
の
大
集
經
は
東
晉
の
代
に
北
凉
に
入
し
天
竺
僧
曇
無
讖
譯
せ
る
所
と
、
此
僧
涅
槃
等

の
經
を
携
へ
て
罽
賓
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
け
い
ひ
ん
」。
北
印
度
の
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
若
し
く
は
ガ
ン
ダ
ー

ラ
地
方
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
国
。］
に
之
し
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ゆ
き
し
に
」。］、
彼
國
多
く
小
乘
を
學

び
大
乘
を
信
ぜ
ず
、
因
て
流
轉
し
て
北
凉
に
來
た
れ
り
（
高
僧
傳
二
）
。
小
乘
徒
の
大
乘
を
信
ぜ
ざ
る
は
、

主
と
し
て
大
乘
の
所
說
が
小
乘
ほ
ど
純
な
ら
ず
、
動
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や
や
」
。］
も
す
れ
ば
佛
在
世
後

の
事
共
を
書
き
加
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
た
る
に
由
る
。
さ
れ
ば
大
集
經
所
說
の
十
二
獸
の
如
き

も
、
ク
ラ
ー
ク
女
史
が
、
西
曆
六
世
紀
に
印
度
の
天
文
家
が
支
那
二
十
八
宿
を
參
照
し
て
印
度
の
二
十
七
或

は
二
十
八
宿
を
定
め
た
り
と
言
る
如
く
（
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ヂ
ア
、
ブ
リ
タ
ン
ニ
カ
、
十
一
板
、
二
八
卷
、

九
九
六
頁
）、
印
度
如
く
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
も
し
く
は
」。］
其
近
邊
に
て
印
度
と
支
那
と
の
兩
說
を
混

合
し
て
作
り
出
せ
り
と
惟
は
る
。
先
づ
大
集
經
の
十
二
獸
に
は
印
度
に
多
く
產
し
、
其
經
文
に
頻
り
に
見
ゆ

る
犀
象
孔
雀
鸚
鵡
等
を
入
れ
ず
、
其
十
一
獸
は
印
度
に
も
支
那
に
も
生
ず
る
者
な
る
は
暗
合
と
し
て
は
餘

り
に
過
分
な
ら
ず
や
。
又
此
十
二
獸
を
印
度
に
起
て
支
那
に
傳
え
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
者
と
せ

ん
に
は
、
從
來
支
那
の
十
二
支
に
恰
好
適
應
す
べ
き
を
豫
知
し
て
、
其
十
二
分
の
十
一
な
る
多
數
迄
も
支
那

に
產
す
る
動
物
を
選
定
せ
る
印
度
人
の
神
智
に
驚
か
ざ
る
を
得
ず
。
其
よ
り
も
眞
面
目
に
攷
ふ
る
に
、
須
彌

は
四
寶
よ
り
成
る
て
ふ
經
說
に
據
て
四
海
中
の
四
寶
山
を
作
り
、
山
每
に
三
獸
で
四
山
に
十
二
獸
住
む
と

立
た
る
に
て
、
虎
無
く
て
獅
子
有
る
は
、
故
ら
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
と
さ
ら
に
」。］
印
度
臭
く
匂
は

さ
ん
迚
、
支
那
に
な
き
獸
を
採
た
る
事
、
虎
の
代
り
に
蒙
古
で
豹
、
墨
西
哥
で
豹
に
近
き
オ
セ
ロ
ツ
ト
を
入

れ
た
る
に
等
し
（
ボ
ー
ン
ス
文
庫
本
、
プ
レ
ス
コ
ツ
ト
墨
西
哥
征
服
史
三
卷
。
三
七
六―

七
頁
の
注
）
扨
支

那
の
十
二
支
と
本
來
別
流
の
者
た
る
樣
見
せ
ん
た
め
、
支
那
で
北
に
あ
る
鼠
が
印
度
で
西
、
支
那
で
南
に
あ

る
馬
が
印
度
で
東
ち
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
風
に
捩
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
も
ぢ
り
」。］
置
き
乍

ら
、
十
二
獸
を
供
養
す
る
樹
神
は
東
、
火
神
は
南
、
風
神
は
西
、
水
神
は
北
に
居
る
と
せ
る
は
、
支
那
特
有

の
五
行
說
に
東
木
南
火
西
金
北
水
と
定
め
た
る
に
基
き
し
馬
脚
を
露
は
す
。
要
す
る
に
大
集
經
の
十
二
獸

は
、
支
那
の
五
行
や
十
二
支
を
聞
及
べ
る
印
度
若
く
は
印
度
と
支
那
の
道
中
に
在
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ

り
し
」。］
或
る
國
の
人
が
作
出
せ
る
事
疑
ひ
無
し
。
又
摩
訶
止
觀
に
載
た
る
三
十
六
禽
は
、
寅
に
狸
豹
虎
、

戌
に
狗
狼
豺
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
う
ま
い
ぬ
」。］
抔
と
、
十
二
獸
の
獸
一
每
に
類
似
の
動
物
二
を
添
え
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
、
十
二
を
三
倍
し
て
卅
六
禽
と
せ
り
。
密
敎
の
星
曼
陀
羅
抔
に
出
る
を
見
て
印
度
產

の
樣
思
ふ
人
も
有
ん
が
、
卅
六
て
ふ
多
數
中
に
、
獅
子
如
き
支
那
に
無
き
者
一
つ
も
な
き
が
不
審
と
云
迄
も



無
く
、
止
觀
の
本
文
既
に
寅
卯
辰
の
九
獸
は
東
方
木
に
、
巳
午
未
の
九
獸
は
南
方
火
に
屬
す
抔
と
、
支
那
特

有
の
五
行
說
を
述
べ
、
自
ら
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
の
づ
か
ら
」。］
三
十
六
禽
は
支
那
出
來
た
る
を
立
證

せ
り
。
凡
そ
十
二
獸
と
い
ふ
事
委
陀
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ヴ
ェ
ー
ダ
」。］
等
の
梵
典
に
も
、
佛
在
世
を
距

る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
へ
だ
つ
る
」。］
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
時
編
ま
れ
た
る
佛
經
等
に
も
見
え
ず
。
八
木
君

が
い
へ
る
宿
曜
經
は
大
集
經
よ
り
三
百
餘
年
後
れ
て
譯
さ
れ
し
者
な
れ
ば
、
支
那
の
思
想
を
加
え
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
し
事
一
層
多
か
る
べ
く
、
且
つ
只
今
座
右
に
之
無
き
を
以
て
爰
に
論
ず
る
に
及
ば
ず
。 

 

三
と
四
の
條
に
述
た
る
理
由
を
も
っ
て
、
予
は
十
二
獸
を
十
二
支
に
當
る
は
支
那
國
有
の
法
に
て
、
其
周

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
紀
元
前
一
〇
四
六
年
頃
～
紀
元
前
二
五
六
年
。
抄
出
も
底
本
も
「
同
時
」
で
あ
る
が
、

「
選
集
」
を
採
っ
た
。］
時
に
始
ま
り
、
其
思
想
後
年
支
那
以
外
に
傳
は
り
佛
經
に
載
ら
る
ゝ
に
及
び
し
も
、

決
し
て
支
那
以
外
に
起
り
て
支
那
に
入
り
し
者
な
ら
ず
と
斷
ず
る
也
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
は
熊
楠
の
結
論
に
無
条
件
で
賛
同
す
る
。 

「
フ
ム
ボ
ル
ト
」
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
）
の
博
物
学
者
・
地
理
学
者
に
し
て
近
代
地
理
学
の
祖
と
さ

る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（F

ried
rich

 H
ein

rich
 

A
lex

an
d
er, F

reih
err v

o
n
 H

u
m

b
o
ld

t 

一
七
六
九
年
～
一
八
五
九
年
）
。
出
典
不
明
。 

「
管
」「
か
ん
」
で
「
笛
」
の
意
で
あ
ろ
う
。 

「
大
集
經
」「
大
方
等
大
集
經
」(

だ
い
ほ
う
ど
う
だ
い
じ
っ
き
ょ
う
：
現
代
仮
名
遣)

。
中
期
大
乗
仏
教
経

典
の
一
つ
。
釈
迦
が
十
方
の
仏
菩
薩
を
集
め
て
大
乗
の
法
を
説
い
た
も
の
で
、
「
空く

う

」
の
思
想
に
加
え
て
、

密
教
的
要
素
が
濃
厚
な
も
の
。 

「
佛
敎
大
辭
彙
」
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
龍
谷
大
学
が
刊
行
し
た
仏
教
語
彙
辞
典
。 

「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ヂ
ア
、
ブ
リ
タ
ン
ニ
カ
、
十
一
板
、
二
八
卷
、
九
九
六
頁
」
既
出
既
注
。
原
本
は
こ
こ
。 

「
オ
セ
ロ
ツ
ト
」
食
肉
目
ネ
コ
亜
目
ネ
コ
科
オ
セ
ロ
ッ
ト
属
オ
セ
ロ
ッ
ト 

L
eo

p
a

rd
u

s p
a
rd

a
lis 

。
当
該
ウ

ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
同
じ
地
域
に
生
息
す
る
』
ヤ
マ
ネ
コ
類
と
『
類
似
し
た
外
観
を
も
つ
が
、
オ
セ
ロ
ッ
ト

の
体
長
は
』
六
十
五
～
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
尾
の
長
さ
は
二
十
七
～
六
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
体

重
九
～
十
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
と
は
相
対
的
に
『
大
型
で
あ
る
。
体
毛
は
短
く
、
四
肢
は
頑
丈
。

黒
い
斑
紋
で
縁
取
ら
れ
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
斑
紋
（
梅
花
紋
）。
種
小
名 

p
a
rd

a
lis 

は
「
ヒ
ョ
ウ
」
の
意
。
地

色
は
灰
白
色
や
黄
色
、
濃
褐
色
な
ど
個
体
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
体
前
方
か
ら
後
方
に
向
か
っ
て
黒
く
縁

取
ら
れ
た
斑
が
並
ん
で
い
る
。
虹
彩
は
褐
色
』。『
主
に
南
ア
メ
リ
カ
の
熱
帯
雨
林
に
生
息
し
て
い
る
が
、
メ

キ
シ
コ
や
ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州
の
一
部
に
も
分
布
し
て
お
り
、
草
原
や
人
間
の
集
落
近
く
に
姿
を
現
す

こ
と
も
あ
る
』。『
夜
行
性
で
』、『
そ
の
行
動
範
囲
は
非
常
に
広
い
。
普
段
は
単
独
で
行
動
し
、
他
の
個
体
と

出
会
う
の
は
通
常
は
交
尾
の
た
め
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
樹
上
や
深
い
茂
み
の
中
で
休
息
を
と
る
日
中

は
』、『
ま
れ
に
他
の
個
体
と
場
所
を
共
有
す
る
こ
と
も
あ
る
。
繁
殖
期
に
つ
い
て
は
初
夏
と
冬
で
あ
る
、
定

ま
っ
て
い
な
い
、
な
ど
の
説
が
あ
る
。
妊
娠
期
間
は
約
』
七
十
『
日
で
、
一
度
の
出
産
で
』
一
～
四
『
子
を

産
む
』。『
他
の
ネ
コ
科
の
動
物
と
異
な
り
』、『
泳
ぎ
が
上
手
く
』、『
樹
上
生
活
に
適
応
し
て
お
り
』、『
木
登

り
も
行
う
が
、
大
抵
は
地
上
を
行
動
圏
と
し
て
い
る
。
自
身
よ
り
は
る
か
に
』
小
型
の
動
物
（
サ
ル
・
ヘ
ビ
・

齧
歯
類
・
鳥
類
な
ど
を
『
捕
食
す
る
』。『
非
常
に
鋭
い
視
力
を
持
つ
が
、
獲
物
を
追
跡
す
る
の
に
臭
い
を
辿

る
こ
と
が
研
究
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
る
』。『
毛
皮
は
非
常
に
高
価
な
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
』、『
人
に
慣
れ

や
す
く
』、『
今
な
お
ヤ
マ
ネ
コ
の
中
で
ペ
ッ
ト
と
し
て
最
も
人
気
の
あ
る
種
類
で
あ
る
た
め
、
乱
獲
が
続
』

き
、『
多
く
の
国
で
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
』
と
あ
る
。 

https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL28_VETCH-ZYMOTIC_DISEASES/page/n1021/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL28_VETCH-ZYMOTIC_DISEASES/page/n1021/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL28_VETCH-ZYMOTIC_DISEASES/page/n1021/mode/2up


「
ボ
ー
ン
ス
文
庫
本
、
プ
レ
ス
コ
ツ
ト
墨
西
哥
征
服
史
」
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
家
で
特
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
後
期

の
ス
ペ
イ
ン
と
ス
ペ
イ
ン
帝
国
初
期
を
専
門
と
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ッ
ク
リ
ン
グ
・
プ
レ
ス
コ
ッ
ト

（W
illiam

 H
ick

lin
g
 P

resco
tt 

一
七
九
六
年
～
一
八
五
九
年
）
が
一
八
四
三
年
刊
行
し
た
も
の
（T

h
e 

H
isto

ry o
f th

e C
o
n
q
u
est o

f M
exico

：「
メ
キ
シ
コ
の
征
服
の
歴
史
」）
。
文
庫
名
の
そ
れ
は
不
詳
。 

「
摩
訶
止
觀
」
隋
代
の
仏
教
書
。
全
十
巻
。
智
顗

ち

ぎ

の
教
説
を
弟
子
の
灌
頂

か
ん
じ
ょ
う

が
筆
録
し
た
も
の
。
五
九
四
年

成
立
。「
天
台
三
大
部
」
の
一
つ
。
天
台
宗
の
修
行
法
で
あ
る
観
心
を
体
系
的
に
説
い
た
も
の
。「
天
台
摩
訶

止
観
」「
天
台
止
観
」「
止
観
」
と
も
呼
ぶ
。 

「
委
陀
」「
ヴ
ェ
ー
ダ
」
と
は
「
知
識
」
の
意
。
イ
ン
ド
最
古
の
文
献
で
、
バ
ラ
モ
ン
教
の
根
本
聖
典
を
指

す
。
起
源
は
、
ア
ー
リ
ア
民
族
の
自
然
賛
美
の
詩
篇
群
で
、
紀
元
前
一
二
〇
〇
年
か
ら
紀
元
前
五
〇
〇
年
の

成
立
と
推
定
さ
れ
、
リ
グ
・
サ
ー
マ
・
ヤ
ジ
ュ
ル
・
ア
タ
ル
ベ
の
四
ベ
ー
ダ
（
祭
式
上
の
区
別
）
か
ら
成
る
。

内
容
上
か
ら
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
カ
ー
ン
ダ
（
哲
学
的
宗
教
的
思
索
部
門
）
と
カ
ル
マ
カ
ー
ン
ダ
（
施
祭
部
門
）

の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。］ 

 

五 

序
で
に
述
ぶ
。
五
雜
俎
一
五
に
、
眞
武
卽
玄
武
也
、
朱
雀
靑
龍
白
虎
爲
四
方
之
神
、
宋
避
諱
改
爲
眞
武
、

後
因
掘
地
得
龜
蛇
、
遂
建
廟
以
鎭
北
方
、
至
今
香
火
殆
遍
天
下
、
而
朱
雀
等
神
絕
無
崇
奉
者
、
此
理
之
不
可

曉
。
琅
邪
代
醉
編
二
九
に
眞
仙
通
鑑
載
、
宋
道
君
問
林
靈
素
、
願
見
眞
武
聖
像
、
靈
素
曰
、
容
臣
同
張
淨
虛

天
師
奉
請
、
乃
宿
殿
致
齋
、
於
正
午
時
、
黑
雲
蔽
日
、
大
雷
霹
靂
、
火
光
中
見
蒼
龜
巨
蛇
塞
於
殿
下
云
々
。

是
等
に
は
見
え
ね
ど
古
來
玄
武
を
畫
く
に
、
必
ず
蛇
が
龜
を
纏
ひ
舌
を
出
し
て
見
詰
る
體
を
以
て
す
。
予
惟

ふ
に
こ
は
蛇
と
龜
と
交
わ
る
相
な
る
べ
し
。
博
物
志
四
に
大
腰
無
雄
、
龜
鼉
類
也
、
無
雄
與
蛇
通
氣
則
孕
、

細
腰
無
雌
蜂
類
也
。
こ
れ
は
ジ
ガ
蜂
が
蜘
蛛
抔
を
其
穴
に
引
入
れ
卵
を
產
付
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
う
み
つ

け
」。］
す
る
を
見
て
、
此
蟲
雌
な
く
他
の
蟲
を
養
ひ
子
と
す
と
誤
解
し
、
又
龜
の
生
殖
器
は
一
寸
見
え
ぬ
故
、

斯
く
甲
裝
し
た
る
者
の
い
か
に
交
尾
す
べ
き
と
思
案
に
盡
き
て
、
龜
に
雄
無
く
蛇
と
氣
を
通
じ
て
孕
む
と

信
じ
た
る
也
。
類
函
四
四
〇
に
化
書
曰
、
牝
牡
之
道
龜
龜
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初
出
・
底
本
は
「
龜
々
」
で

あ
る
が
、「
々
」
は
中
国
に
は
な
い
記
号
で
あ
る
の
で
好
ま
し
く
な
い
の
で
正
字
化
し
た
。］
相
顧
神
交
也
、

龜
雖
與
蛇
合
、
亦
有
以
神
交
者
。
是
は
龜
に
牝
牡
あ
れ
ど
も
其
交
る
は
身
を
合
さ
ず
、
相
顧
み
見
た
斗
り
で

事
濟
み
、
蛇
と
交
る
時
は
身
を
合
し
若
し
く
は
眼
で
視
合
ふ
て
事
成
る
と
す
。
本
草
網
目
四
五
、
時
珍
曰
龜

雌
雄
尾
交
、
亦
與
蛇
匹
、
或
云
大
腰
に
無
雄
者
謬
也
と
有
て
、
明
代
既
に
龜
雌
雄
有
り
、
尾
裏
の
生
殖
器
を

重
ね
交
は
る
を
知
れ
る
も
、
な
ほ
舊
說
に
泥
ん
で
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
な
づ
ん
で
」。］
亦
蛇
と
も
交
る
と

信
ぜ
り
。
龜
の
ド
イ
ツ
名 

S
ch

ild
k
rö

te 

が
被
甲
蟾
蜍
の
義
な
る
如
く
、
凡
て
爬
蟲
共
の
面
貌
一
般
に
相
似

る
故
、
支
那
人
龜
を
蛇
頭
龍
頸
抔
形
容
し
龜
、
蛇
至
て
近
き
者
と
見
、
扨
こ
そ
龜
長
於
蛇
の
辨
も
有
り
し
な

れ
（
莊
子
天
下
篇
）。
此
龜
蛇
と
交
て
ふ
謬
說
久
し
く
支
那
人
の
心
に
浸
潤
せ
し
は
、
五
雜
俎
八
に
、
今
人

以
妻
外
淫
者
、
其
夫
目
爲
烏
龜
、
蓋
龜
不
能
交
、
而
縱
牝
者
與
蛇
交
也
と
見
る
に
て
知
ら
る
。
古
歐
州
人
も

此
二
物
を
好
淫
と
せ
し
に
や
、
ア
ポ
ロ
が
龜
と
な
り
蛇
と
化
て
王
女
ド
ル
オ
ペ
を
犯
す
譚
有
り
。
七
年
前
の

夏
、
予
の
宅
に
龜
を
飼
し
池
邊
の
垣
下
よ
り
、
一
蛇
舌
を
出
し
頻
り
に
龜
に
近
づ
か
ん
と
す
る
を
予
竹
竿
も

て
撲
殺
せ
し
事
あ
り
。
其
何
の
爲
た
り
し
を
知
る
に
由
な
き
も
、
蛇
と
龜
多
き
地
に
は
蛇
が
龜
を
纏
ひ
に

か
ゝ
る
位
の
事
絕
無
と
謂
ふ
可
ら
ず
。
支
那
に
攝
龜
又
鴦
龜
と
て
腹
甲
橫
折
し
て
能
く
自
ら
開
闔
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：「
か
い
か
ふ
」。
開
閉
。］
し
、
蛇
を
見
れ
ば
忽
ち
之
を
啖
う
龜
あ
る
由
本
草
網
目
に
出
づ
。
予
北

米
東
南
部
の
松
林
で
數
ば
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
ば
し
ば
」。］
見
た
る
ク
ー
タ
ー
（
箱
龜
）
は
腹
甲
折
半



し
て
前
後
自
在
に
動
き
、
敵
に
遇
へ
ば
全
く
首
尾
四
肢
を
甲
内
に
閉
て
間
隙
無
し
。
明
治
十
八
年
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
一
八
八
五
年
。
熊
楠
十
八
歳
。］
頃
斯
樣
の
龜
を
八
重
山
島
よ
り
東
京
へ
持
來
り
飼
る
を
見
し
事

あ
り
。
後
ち
英
國
學
士
會
員
ブ
ー
ラ
ン
ゼ
ー
氏
に
質
せ
し
に
、
箱
龜
の
種
族
一
な
ら
ざ
れ
ど
悉
く
西
半
球
の

產
也
、
米
國
の
航
客
抔
米
國
又
墨
西
哥
や
中
米
地
方
の
箱
龜
を
八
重
山
島
に
遺
せ
し
者
な
る
べ
し
と
答
へ

ら
れ
た
り
。
然
れ
ど
も
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
世
界
發
見
よ
り
九
百
數
十
年
前
、
陶
弘
景
が
鴦
小
龜
也
、
處
々
有

之
、
狹
小
而
長
尾
、
甲
は
占
吉
凶
、
正
相
反
龜
と
述
べ
、
新
世
界
發
見
よ
り
五
百
數
十
年
前
、
韓
保
昇
が
攝

龜
腹
小
、
中
心
橫
折
、
能
自
開
闔
、
好
食
蛇
也
と
言
る
を
稽
ふ
る
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
ん
が
ふ
る
に
」、］
、

西
半
球
の
者
と
種
屬
を
同
じ
く
せ
ざ
る
迄
も
、
一
種
の
箱
龜
好
ん
で
蛇
を
食
ふ
者
が
支
那
に
產
す
る
事
疑

を
容
れ
ず
。
ユ
リ
ノ
木
抔
、
長
距
離
を
隔
て
ゝ
米
國
東
部
と
支
那
内
地
に
產
す
る
例
有
れ
ば
、
西
半
球
に
限

る
と
惟
は
れ
た
る
箱
龜
が
支
那
に
も
產
す
れ
ば
迚
怪
し
む
に
足
ら
ず
。
果
し
て
然
ら
ば
、
龜
が
蛇
と
鬪
ふ
て

之
を
殺
し
食
ふ
處
を
畫
き
て
、
嚴
寒
劾
殺
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
が
い
さ
つ
」。
罪
を
暴
き
訴
え
て
殺
す
こ
と
。
］

の
北
方
の
神
を
表
示
せ
る
が
玄
武
の
本
義
な
ら
ん
（
說
苑
十
九
に
孔
子
曰
、
南
者
生
育
之
鄕
、
北
者
殺
伐
之

域
）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
孔
子
曰
く
、『
南
は
生
育
の
鄕が

う

、
北
は
殺
伐
の
域
な
り
。』
と
。」。］。
予
曾
て
小
蛇

又
蜥
蜴
を
殺
し
て
自
宅
の
龜
に
與
え
し
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
、
忽
ち
食
ひ
了
り
し
事
な
り
。
支
那

の
攝
龜
に
限
ら
ず
、
龜
が
蛇
を
殺
し
食
ふ
例
は
少
な
か
ら
じ
。
扨
蛇
が
龜
に
食
れ
爭
ふ
内
龜
を
纏
ひ
荐
に

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
き
り
に
」。
］
舌
を
出
す
、
其
態
、
淫
念
熾
盛
に
し
て
之
と
交
る
如
く
な
る
よ
り
、

之
を
陰
陽
和
合
子
孫
蕃
殖
の
相
と
し
て
、
四
神
の
内
玄
武
獨
り
永
く
亨
祀
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
き
や
う
し
」。

滞
り
な
く
祀
る
こ
と
。］
さ
れ
た
る
也
。
死
殺
を
司
ど
る
北
方
の
神
を
子
孫
蕃
殖
の
神
と
は
受
け
難
き
樣
な

れ
ど
、
子
生
る
ゝ
と
同
時
に
親
死
す
る
は
原
始
生
物
の
通
規
で
、
類
函
十
六
に
引
る
尙
書
大
傳
に
冬
中
也
、

物
方
藏
於
中
、
故
曰
北
方
冬
也
、
陽
盛
則
吁
舒
萬
物
、
而
養
之
于
外
、
陰
盛
則
呼
吸
萬
物
、
而
藏
之
于
内
、

故
曰
、
呼
吸
者
陰
陽
之
交
接
、
萬
物
之
始
終
也
と
云
る
は
一
理
有
り
。
新
西
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
。］
土
人
は
男
女
根
は
人
命
を
壞
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や
ぶ
る
」。
］
と
し
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）、

印
度
人
は
シ
ヴ
ァ
神
を
幸
福
尊
者
と
稱
す
。
死
は
生
を
新
た
に
始
め
破
壞
者
實
に
再
創
者
た
れ
ば
也
（
エ
ン

サ
イ
ク
ロ
ペ
ヂ
ア
、
ブ
リ
タ
ン
ニ
カ
、
十
一
板
、
廿
五
卷
一
六
二
頁
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
五
雜
俎
」「
五
雜
組
」
と
も
表
記
す
る
。
明
の
謝
肇
淛

し
ゃ
ち
ょ
う
せ
い

が
撰
し
た
歴
史
考
証
を
含
む

随
筆
。
全
十
六
巻
（
天
部
二
巻
・
地
部
二
巻
・
人
部
四
巻
・
物
部
四
巻
・
事
部
四
巻
）。
書
名
は
元
は
古
い

楽
府
題
で
、
そ
れ
に
「
各
種
の

彩
い
ろ
ど
り

を
以
っ
て
布
を
織
る
」
と
い
う
自
在
な
対
象
と
考
証
の
比
喩
の
意
を
掛

け
た
。
主
た
る
部
分
は
筆
者
の
読
書
の
心
得
で
あ
る
が
、
国
事
や
歴
史
の
考
証
も
多
く
含
む
。
一
六
一
六
年

に
刻
本
さ
れ
た
が
、
本
文
で
、
遼
東
の
女
真
が
、
後
日
、
明
の
災
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
を
記
し

て
い
た
た
め
、
清
代
に
な
っ
て
中
国
で
は
閲
覧
が
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
い
、
中
華
民
国
に
な
っ
て
や
っ
と
復
刻

さ
れ
て
一
般
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
数
奇
な
経
緯
を
持
つ
。
こ
こ
に
引
か
れ
る
以
下
は
、
巻
十
五

「
事
部
三
」
の
一
節
。 

「
眞
武
卽
玄
武
也…
…

」「
眞
武
は
、
卽
ち
、
玄
武
な
り
。
朱
雀
・
靑
龍
・
白
虎
と
與と

も

に
四
方
の
神
た
り
。

宋
に
、
諱

い
み
な

を
避
け
、
改
め
て
眞
武
と
爲
す
。
後
に
地
を
掘
り
て
龜
蛇

き

じ

や

を
得
る
に
因
つ
て
、
遂
に
廟
を
建
て
、

以
つ
て
北
方
を
鎭
む
。
今
に
至
る
ま
で
、
香
火
、
殆
ん
ど
、
天
下
に
遍
し
。
而
し
て
朱
雀
等
の
神
は
、
絕
え

て
崇
奉
す
る
者
、
無
し
。
此
れ
、

理
こ
と
わ
り

の
曉さ

と

る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
」。 

「
琅
邪
代
醉
編
」（
ろ
う
や
だ
い
す
い
へ
ん
：
現
代
仮
名
遣
）
は
明
の
張
鼎
思
の
類
書
。
一
六
七
五
年
和
刻



と
も
さ
れ
、
江
戸
期
に
は
諸
小
説
の
種
本
と
も
さ
れ
た
。 

「
眞
仙
通
鑑
載…

…

」『「
眞
仙
通
鑑
」
に
載
せ
て
、『
宋
の
道
君
、
林
靈
素
を
問た

づ

ね
、
眞
武
の
聖
像
を
見
ん

こ
と
を
願
ふ
。
靈
素
曰
く
、「
臣
の
張
淨
虛
天
師
と
同と

も

に
奉
請
す
る
を
容ゆ

る

せ
。」
と
。
乃

す
な
は

ち
殿
に
宿
し
、
齋さ

い

を
致
す
。
正
午
の
時
に
於
い
て
、
黑
雲
、
日
を
蔽
ひ
、
大
雷
、
霹
靂
し
て
、
火
光
の
中
に
蒼
龜
・
巨
蛇
の
殿

下
を
塞
ぐ
を
見
る
と
云
々
』。
親
本
の
「
眞
仙
通
鑑
」
は
元
代
の
道
士
趙
道
一
の
編
纂
し
た
道
教
の
神
々
の

伝
記
集
「
歷
世
眞
仙
體
道
通
鑑
」。
歴
代
の
神
仙
・
道
家
の
活
動
を
諸
書
よ
り
集
め
て
述
べ
た
も
の
で
、
儒
・

仏
・
道
の
三
教
の
伝
説
を
取
り
込
ん
で
、
僧
や
儒
者
も
一
緒
く
た
に
し
て
「
神
仙
」
に
仕
立
て
て
し
ま
っ
て

い
る
ト
ン
デ
モ
本
で
あ
る
。 

「
博
物
志
」
三
国
時
代
魏
か
ら
西
晋
に
か
け
て
の
政
治
家
で
文
人
の
張
華
（
二
三
二
年
～
三
〇
〇
年
）
の
書

い
た
幻
想
的
博
物
誌
に
し
て
奇
聞
伝
説
集
で
あ
る
「
博
物
志
」
全
十
巻
を
指
す
。
以
下
は
巻
四
の
一
節
。 

「
大
腰
無
雄…

…

」「
大
腰

だ
い
よ
う

は
雄を

す

無
し
。
龜き

・
鼉だ

の
類る

ゐ

な
り
。
雄
、
無
く
し
て
、
蛇
と
氣
を
通
ず
れ
ば
、
則

ち
、
孕
む
。
細さ

い

腰よ
う

は
雌
無
し
。
蜂
の
類
な
り
」。
実
は
こ
れ
に
は
続
き
が
あ
る
。「
取
桑
蟲
、
則
阜
螽
子
呪
而

成
子
詩
云
、
螟
蛉
有
子
螺
臝
負
之
是
也
。」
（
桑
蟲

く

は

ご

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
青
虫
。］
を
取
り
、
則
ち
、
螽
子

い

な

ご

、

阜ふ

し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
岡
に
埋
め
て
。］
呪
し
て
、
子
を
成
す
。
「
詩
」
に
云
ふ
、「
螟
蛉 

子 

有
り 

螺
臝

す

が

る 

之
れ
を
負
ふ
」
は
、
是
れ
な
り
。）
で
、
最
後
の
そ
れ
は
「
詩
経
」
の
「
小
雅
」
に
あ
る
「
小
宛

し
ょ
う
え
ん

」

の
第
三
章
に
出
る
一
節
で
あ
り
、
こ
れ
よ
っ
て
、
間
違
い
な
く
、「
細
腰
」
が
ヂ
ガ
バ
チ
を
指
し
て
い
る
こ

と
を
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
大
腰
」
が
如
何
な
る
生
物
な
の
か
判
ら
ぬ
。「
龜
・
鼉
」
は
広
義
の
カ
メ
類

と
鰐
（
ワ
ニ
）
の
類
い
と
な
れ
ば
、
幻
獣
と
し
て
の
巨
大
ガ
メ
か
巨
大
ワ
ニ
か
。
因
み
に
、
こ
の
文
の
前
に

は
「
兔
舐
毫
望
月
而
孕
、
口
中
吐
子
。
舊
有
此
說
、
餘
目
所
未
見
也
」
と
あ
る
。 

「
ジ
ガ
蜂
」
膜
翅
（
ハ
チ
）
目
細
腰
（
ハ
チ
）
亜
目
ア
ナ
バ
チ
科
ジ
ガ
バ
チ
亜
科
ジ
ガ
バ
チ
族 

A
m

m
o
p
h
ilin

i 

に
属
す
る
ジ
ガ
バ
チ
類
で
、
世
界
で
は
、
ジ
ガ
バ
チ
属 

A
m

m
o
p
h
ila

・
エ
レ
モ
ノ
フ
ィ
ラ
属 

E
rem

n
o
p
h
ila

・

エ
レ
モ
カ
レ
ス
属 

E
rem

o
ch

a
res

・
ホ
ッ
プ
ラ
ム
モ
フ
ィ
ラ
属 

H
o
p

la
m

m
o
p

h
ila

・
パ
ラ
パ
サ
ム
モ
フ
ィ
ラ

属 
P

a
ra

p
sa

m
m

o
p
h
ila

・
ポ
ダ
ロ
ニ
ア
属 

P
o
d
a
lo

n
ia

 

の
六
属
で
約
三
百
種
を
数
え
る
。「
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆

虫
記
」
で
よ
く
知
ら
れ
る
通
り
、
典
型
的
な
「
狩
り
蜂
」
で
あ
り
、
総
て
の
種
が
「
狩
り
」
を
行
う
。
当
該

ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
狩
り
は
幼
虫
の
食
糧
確
保
の
た
め
に
行
な
わ
れ
』、『
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
巣
（
幼
虫

室
と
呼
ぶ
）
を
作
っ
た
後
、
幼
虫
の
食
料
に
す
る
獲
物
を
捕
ら
え
て
毒
針
で
毒
を
注
入
す
る
。
獲
物
は
全
く

動
か
な
く
な
る
が
、
こ
れ
は
神
経
を
麻
痺
さ
せ
て
あ
る
だ
け
で
、
殺
し
て
は
い
な
い
（
死
ぬ
と
肉
が
腐
っ
て

幼
虫
の
餌
と
な
ら
な
く
な
る
）。
そ
の
後
、
巣
穴
に
獲
物
を
運
び
入
れ
、
卵
を
一
つ
（
種
に
よ
っ
て
は
複
数
）

産
み
付
け
る
。
雌
は
幼
虫
室
を
閉
じ
て
出
て
い
き
、
二
度
と
戻
ら
な
い
』。『
幼
虫
は
獲
物
の
体
の
上
で
孵
化

し
、
獲
物
を
殺
し
て
腐
敗
を
起
こ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
生
命
維
持
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
部
位
か
ら
順
番

に
獲
物
を
食
べ
て
い
く
。
獲
物
を
食
べ
』
尽
く
し
て
、『
巣
穴
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
ま
で
成
長
す
る
と
、

繭
を
作
っ
て
蛹
に
な
り
』、
十
『
日
ほ
ど
で
羽
化
』
し
、『
巣
穴
を
出
る
』。『
幼
虫
の
食
料
と
し
て
、
ジ
ガ
バ

チ
属
は
ア
オ
ム
シ
を
捕
る
が
、
こ
れ
に
対
し
』、
同
じ
ア
ナ
バ
チ
科 

S
p

h
e
c
id

a
e 

で
似
た
形
態
や
生
態
を
持

つ
も
の
の
、
現
行
の
分
類
学
上
は
ジ
ガ
バ
チ
亜
科

A
m

m
o
p

h
ilin

a
e
 

で
は
な
い

S
ce

lip
h

r
in

a
e
 

亜
科 

S
c
e
lip

h
r
in

i 

族 
S

ce
lip

h
ro

n
 

属
は
ク
モ
類
を
狩
る
の
で
（
例
え
ば
、
本
邦
に
南
関
東
以
南
で
既
に
侵
入
外
来

種
と
し
て
確
認
さ
れ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ア
メ
リ
カ
ジ
ガ
バ
チ 

S
c
e
lip

h
ro

n
 

c
a
e
m

e
n

ta
riu

m
 

は
オ
ニ
グ
モ
の
仲
間
を
狩
る
）、
南
方
熊
楠
の
謂
い
は
必
ず
し
も
誤
っ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。『
非
社
会
性
で
』『
群
れ
は
作
ら
な
い
』
と
あ
る
。
な
お
、
本
邦
産
の
ジ
ガ
バ
チ
属 

A
m

m
o
p
h
ila

 

は
三

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%82%AC%E3%83%90%E3%83%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%82%AC%E3%83%90%E3%83%81


種
で
、
各
地
に
初
夏
か
ら
晩
秋
ま
で
普
通
に
見
ら
れ
る
の
は
、
サ
ト
ジ
ガ
バ
チ

A
m

m
o

p
h
ila

 sa
b
u
lo

sa
 

n
ip

p
o
n
ica

・
ヤ
マ
ジ
ガ
バ
チA

m
m

o
p
h
ila

 in
fest 

及
び
、
大
型
の
本
州
以
南
に
分
布
す
る
南
方
系
の
種
で
脚

が
黄
赤
色
を
呈
し
、
翅
も
褐
色
を
帯
び
る
美
し
い
が
、
分
布
が
限
ら
れ
る
、
フ
ジ
ジ
ガ
バ
チ 

A
m

m
o
p

h
ila

 

a
trip

es ja
p
o
n
ica

 
が
、
ま
た
、
ホ
ッ
プ
ラ
ン
モ
フ
ィ
ラ
属 

H
o
p
la

m
m

o
p
h

ila
 

の
山
地
性
種
で
あ
る
、
ミ
カ

ド
ジ
ガ
バ
チH

o
p
la

m
m

o
p
h
ila

 a
em

u
la

n
s 

の
棲
息
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ガ
バ
チ
の
和
名
は
「
似
我
蜂
」

で
、
こ
れ
は
巣
穴
の
掘
削
時
と
閉
塞
時
に
、
胸
部
の
飛
翔
筋
の
振
動
を
頭
部
に
伝
え
て
、
そ
れ
で
土
壌
を
砕

い
た
り
、
突
き
固
め
る
が
、
そ
の
際
に
発
生
す
る
音
に
由
来
し
、
虫
を
捕
ま
え
て
穴
に
埋
め
た
後
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
「
似
我
、
似
我
」（
我
に
似
よ
、
我
に
似
よ
）
と
呪
文
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
伝
承
に
基
づ
く
。

「
ジ
ガ
、
ジ
ガ
」
と
唱
え
た
あ
と
、
埋
め
た
虫
が
、
後
日
、
蜂
の
姿
と
な
っ
て
、
地
中
よ
り
出
現
し
て
き
た

よ
う
に
考
え
た
こ
と
に
由
る
も
の
で
あ
る
。 

「
化
書
」
南
唐
の
譚
峭
撰
の
道
教
系
の
道
学
書
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
の
こ

こ
で
、
明
の
陳
継
儒
校
訂
で
新
井
白
蛾
再
校
に
な
る
寶
暦
一
〇
（
一
七
六
〇
）
年
刊
本
の
こ
こ
で
当
該
部
「
道

化
巻
第
一
」
の
「
神
交
」
が
視
認
出
来
る
（
訓
点
附
）。 

「
化
書
曰…

…

」「
化
書

か

し

よ

」
に
曰
く
、『
牝
牡

ひ

ん

と

の
道だ

う

、
龜
と
龜
と
相
ひ
顧
み
れ
ば
、
神
、
交

ま
じ
は

れ
ば
な
り
』
と
。

龜
は
蛇
と
合
す
と
雖
も
、
亦
、
以
て
、
神
交
す
る
者
有
り
。
」。 

「
時
珍
曰…

…

」「
時
珍
曰
は
く
、『
龜
の
雌
雄
は
尾
に
て
交
は
り
、
亦
、
蛇
と
匹む

つ

む
。
或
い
は
、「
大
腰
に

雄
無
し
」
と
云
ふ
は
謬

あ
や
ま

り
な
り
。』」。 

「
龜
の
ド
イ
ツ
名 

S
ch

ild
k
ro

te

」
シ
ル
ト
・
ク
レ
ー
テ
。
女
性
名
詞
。
カ
メ
。
ス
ッ
ポ
ン
。「S

ch
ild

」
は
「
被

甲
」
＝
「
楯
」、「K

ro
te

」
は
「
蟾
蜍
」
＝
「
ヒ
キ
ガ
エ
ル
」
の
意
（「
厚
か
ま
し
い
小
娘
」
の
意
も
あ
る
。 

「
龜
長
於
蛇
」「
龜
は
蛇
よ
り
長
し
」
。
荘
子
の
友
人
で
詭
弁
的
命
題
の
達
人
で
あ
っ
た
恵
子

け

い

し

の
そ
れ
の
一
つ
。

但
し
、
こ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
は
荘
子
の
思
想
の
根
本
概
念
の
方
便
の
一
つ
で
も
あ
る
。 

「
今
人
以
妻
外
淫
者…

…

」「
今
人

き
ん
じ
ん

、
妻
の
外
淫
す
る
者
を
以
つ
て
、
其
の
夫
を
目も

く

し
て
烏
龜

う

き

と
爲
す
。
蓋

し
、
龜
は
交
は
る
能
は
ざ
れ
ば
、
而
し
て
、
牝
な
る
者
、
蛇
と
交
は
る
を
縱ゆ

る

す
な
り
。」。「
烏
龜
」
は
現
代

で
は
臭
亀
（
カ
メ
目
潜
頸
亜
目
リ
ク
ガ
メ
上
科
イ
シ
ガ
メ
科
イ
シ
ガ
メ
属 

M
a
u

rem
ys reevesii 

）
さ
す
。 

「
ア
ポ
ロ
が
龜
と
な
り
蛇
と
化
し
て
王
女
ド
ル
オ
ペ
を
犯
す
譚
あ
り
」
に
ゃ
べ
氏
の
サ
イ
ト
「1

0

ち
ゃ
ん

ね
る (*

￣
ー
￣)y-~

~
~

~

」
の
「
ア
ポ
ロ
ン
の
恋
人
（
ギ
リ
シ
ャ
神
話5

4

）」
の
「
ド
リ
ュ
オ
ペ
」
に
よ
れ

ば
、『
彼
女
が
山
の
中
で
父
の
家
畜
の
番
を
し
て
い
た
が
、
山
の
妖
精
た
ち
と
仲
良
く
な
り
』、『
一
緒
に
遊

ん
で
い
た
時
』、『
そ
れ
を
見
て
、
ア
ポ
ロ
ン
が
彼
女
た
ち
の
中
に
亀
の
姿
で
近
づ
く
。
彼
女
た
ち
が
、
そ
れ

を
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
し
て
遊
ん
で
い
た
と
き
に
、
ド
リ
ュ
オ
ペ
の
膝
の
上
に
乗
っ
た
。
そ
の
時
、
ア
ポ
ロ
ン

は
本
性
を
現
し
て
、
蛇
の
姿
と
な
っ
て
』、『
彼
女
の
膝
を
割
っ
て
入
り
』
、『
犯
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ

れ
は
完
全
に
レ
イ
プ
で
あ
る
』。『
た
だ
し
、
彼
女
に
は
ま
た
「
神
ヘ
ル
メ
ス
」
と
交
わ
っ
て
「
牧
神
パ
ン
」

の
母
と
な
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
』
と
あ
っ
た
。 

「
攝
龜
」（
せ
つ
き
）「
鴦
龜
」（
わ
う
き
）「
本
草
綱
目
」
の
「
攝
龜
」
は
巻
四
十
五
の
「
介
之
一 

龜
鱉
類
」

の
以
下
（
そ
こ
に
異
名
と
し
て
「
鴦
龜
」
も
載
る
）。 

 
 

 

＊ 

攝
龜
【「
蜀
本
草
」。】 

釋
名 

呷
蛇
龜
【「
日
華
」
作
夾
蛇
。】
陵
龜
【
郭
璞
。】
鴦
龜
【
陶
弘
景
。】
蠳
龜
【「
抱
朴
子
」。
】
恭
曰
、

「
鴦
龜
腹
折
見
蛇
、
則
呷
而
食
之
。
故
楚
人
呼
呷
蛇
龜
。
江
東
呼
陵
龜
。
居
丘
陵
也
。」。
時
珍
曰
、「
既
以

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555426/27
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555426/27
http://nyabecch.blog47.fc2.com/blog-entry-4114.html
http://nyabecch.blog47.fc2.com/blog-entry-4114.html


呷
蛇
得
名
、
則
攝
亦
蛇
音
之
轉
而
、『
蠳
』
亦
『
鴦
』
音
之
轉
也
。」
。 

集
解 
弘
景
曰
、「
鴦
小
龜
也
。
處
處
有
之
、
狹
小
而
長
尾
。
用
卜
吉
凶
、
正
與
龜
相
反
。」。
保
昇
曰
、「
攝

龜
腹
小
中
心
橫
折
、
能
自
開
闔
。
好
食
蛇
也
。」。 

肉 

氣
味 

甘
寒
、
有
毒
。
詵
曰
、「
此
物
噉
蛇
肉
、
不
可
食
。
殻
亦
不
堪
用
。」。 

主
治 

生
研
塗
撲
損
筋
脉
傷
【
士
良
。】
生
搗
罯
蛇
傷
。
以
其
食
蛇
也
。【
陶
弘
景
。】 

尾 

主
治 

佩
之
辟
蛇
。
蛇
咬
則
刮
末
傅
之
。
便
愈
。【「
抱
朴
子
」。】 

甲 

主
治 

人
咬
瘡
潰
爛
燒
灰
傅
之
。【
時
珍
、
出
「
摘
玄
」。】 

 
 

 

＊ 

攝
龜
【「
蜀
本
草
」。】 

釋
名 

呷
蛇
龜

か

ふ

だ

き

【「
日
華
」
は
「
夾
蛇
」
に
作
る
。】
陵
龜
【
郭
璞
。】
鴦
龜
【
陶
弘
景
。】
蠳
龜

や

う

だ

【
「
抱
朴
子
」。
】

恭
曰
く
、「
鴦
龜
は
、
腹
、
折
り
て
蛇
を
見
る
と
き
は
、
則
ち
、
呷か

ふ

し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
コ
ウ
！
」
と

啼
い
て
。］
之
れ
を
食
ふ
。
故
、
楚
人

そ

ひ

と

、「
呷
蛇
龜
」
と
呼
ぶ
。
江
東
、「
陵
龜
」
と
呼
ぶ
。
丘
陵
に
居
す
れ

ば
な
り
。」
と
。
時
珍
曰
く
、「
既
に
『
呷
蛇
』
を
以
つ
て
名
を
得
れ
ば
、
則
ち
、
攝
は
亦
、「
蛇
」
の
音
の

轉
に
し
て
、『
蠳
』
は
亦
、『
鴦
』
の
音
の
轉
な
り
。」
と
。 

集
解 

弘
景
曰
く
、「
鴦
は
小
龜
な
り
。
處
處

し
よ
し
よ

に
、
之
れ
、
有
り
。
狹
小
に
し
て
、
長
き
尾
。
用
ひ
て
吉
凶

を
卜

う
ら
な

ふ
。
正
に
龜
と
相
ひ
反
す
。」
と
。
保
昇
曰
く
、「
攝
龜
、
腹
、
小
に
し
て
、
中
心
、
橫わ

う

折せ
つ

し
、
能
く

自
み
づ
か

ら
開
闔

か
ひ
か
ふ

す
。
蛇
を
好
み
て
食
ふ
な
り
。」
と
。 

肉 

氣
味 

甘
、
寒
。
毒
、
有
り
。
詵せ

ん

曰
く
、「
此
の
物
、
蛇
肉
を
噉く

ら

ふ
。
食
ふ
べ
か
ら
ず
。
殻
も
亦
、
用

ふ
る
に
堪
へ
ず
。
」
と
。 

主
治 

生な
ま

に
て
研け

ず

り
て
、
撲
損
・
筋
脉
傷
に
塗
る
【
士
良
。】。
生
に
て
搗つ

き
て
蛇
傷
を
罯お

ほ

ふ
。
其
れ
、
蛇
を

食
ふ
を
以
つ
て
な
り
。【
陶
弘
景
。】 

尾 

主
治 

之
れ
を
佩
ぶ
れ
ば
、
蛇
を
辟さ

く
。
蛇
、
咬
め
ば
、
則
ち
、
刮け

ず

り
、
末ま

つ

に
し
て
、
之
れ
を
傅つ

く
。

便
す
な
は

ち
愈
ゆ
。【「
抱
朴
子
」。】 

甲 

主
治 

人
の
咬
み
瘡き

ず

・
潰
爛
に
は
、
燒
き
灰
に
し
て
、
之
れ
を
傅
之
く
。【
時
珍
、「
摘
玄
」
に
出
づ
。】 

 
 

 

＊ 

「
開
闔
」
は
「
開
閉
」、「
罯
」
は
「
覆
う
」
の
意
。
「
狹
小
に
し
て
、
長
き
尾
。
用
ひ
て
吉
凶
を
卜
（
う
ら

な
）
ふ
。
正
に
龜
と
相
ひ
反
す
」
と
い
う
の
は
、
前
者
の
形
態
が
通
常
の
亀
と
は
反
対
で
あ
る
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
私
の
寺
島
良
安
「
和
漢
三
才
圖
會 

卷
第
四
十
六 

介
甲
部 

龜
類 

鼈
類 

蟹
類
」

の
「
こ
か
め 

攝
龜
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。「
本
草
綱
目
」
の
引
用
部
は
以
下
。 

 
 

 

＊ 

「
本
綱
」
に
、『
攝
龜
、
小
龜
な
り
。
處
處
の
丘
陵
に
居
る
。
狹
小
に
し
て
、
長
き
尾
、
腹
、
小
さ
く
、
中

心
、
橫
に
折
れ
て
、
能
く
自
ら
開
闔
す
。
蛇
を
見
る
と
き
は
、
則
ち
、
呷か

ふ

し
て
之
れ
を
食
ふ
。
故
に
、
此
の

肉
、
食
ふ
べ
か
ら
ず
【
甲
は
亦
、
用
ふ
る
に
堪
へ
ず
。】。 

 
 

 

＊ 

私
は
そ
こ
で
、
同
定
候
補
の
一
例
と
思
わ
れ
る
も
の
を
挙
げ
て
、
イ
シ
ガ
メ
科
マ
ル
ガ
メ
属C

y
c
le

m
y
s

の
仲

間
、
又
は
同
属
の
ノ
コ
ヘ
リ
マ
ル
ガ
メC

y
c
le

m
y
s d

e
n

ta
ta

 

と
し
つ
つ
も
『
但
し
、
こ
の
種
が
腹
甲
を
開
閉

で
き
る
タ
イ
プ
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
認
し
て
い
な
い
』
と
し
て
い
る
。
十
四
年
前
の
私
の
古
い
電
子
注
で
、

「
あ
の
忙
し
か
っ
た
頃
に
こ
ん
な
に
真
面
目
に
考
証
を
し
て
い
た
の
か
」
と
び
っ
く
り
し
た
。 

http://yab.o.oo7.jp/wakan46.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan46.html


「
ク
ー
タ
ー
（
箱
龜
）」
カ
メ
目
潜
頸
亜
目
リ
ク
ガ
メ
上
科
ヌ
マ
ガ
メ
科
ヌ
マ
ガ
メ
亜
科
ア
メ
リ
カ
ハ
コ
ガ

メ
属
カ
ロ
リ
ナ
ハ
コ
ガ
メ 

erra
p
en

e ca
ro

lin
a

 

の
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
ハ
コ
ガ
メ
属
中
の
最
大
種
で
最
大
甲

長
は
二
十
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
背
甲
は
ド
ー
ム
状
に
盛
り
上
が
る
。「
ハ
コ
ガ
メ
」（
箱
亀
）
の
名
の

通
り
、
頭
部
と
四
肢
を
甲
羅
に
引
き
入
れ
た
後
、
腹
甲
を
折
り
曲
げ
、
箱
の
様
に
完
全
に
蓋
を
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
但
し
、
分
類
学
上
、
注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
こ
れ
は
真
正
の
リ
ク
ガ
メ
上
科
イ
シ
ガ
メ
科

ハ
コ
ガ
メ
（
箱
亀
）
属 

C
u

o
ra

 

と
は
縁
も
所
縁
も
な
い
全
く
の
別
種
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
が
真

正
の
ハ
コ
ガ
メ
属
は
新
大
陸
に
は
全
く
棲
息
し
な
い
。
と
い
う
か
、
イ
ン
ド
北
東
部
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ミ

ャ
ン
マ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
タ
イ
・
ラ
オ
ス
・
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ブ
ル
ネ
イ
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
中
国
南
部
・
台
湾
・
日
本
（
石
垣
島
・
西
表
島
）
に
の
み
分
布
す
る
。
以
下
の
熊
楠
の
疑
問
は

正
し
い
。
恐
ら
く
は
「
ブ
ー
ラ
ン
ゼ
ー
氏
」
の
言
う
よ
う
な
気
ま
ぐ
れ
の
移
入
繁
殖
な
ん
ぞ
で
は
な
く
、
分
類

学
上
、
縁
が
甚
だ
遠
い
以
上
、
平
行
進
化
の
結
果
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
熊
楠
が
後
で
言
っ
て
い
る
の

も
そ
れ
で
あ
る
。 

「
ブ
ー
ラ
ン
ゼ
ー
氏
」「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（2

0

：
蟾
蜍
）」
に
も
出
る
が
、
イ
ギ
リ
ス

の
動
物
学
者
を
調
べ
て
み
た
が
、
不
詳
。
両
生
類
・
爬
虫
類
に
詳
し
い
人
物
の
よ
う
で
は
あ
る
。 

「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
世
界
發
見
」
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
（
イ
タ
リ
ア
語
：C

risto
fo

ro
 C

o
lo

m
b
o

／
英
語
：C

h
risto

p
h
er C

o
lu

m
b

u
s 

一
四
五
一
年
頃
～
一
五
〇
六
年
：
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
出
身
と
さ

れ
る
、
元
は
奴
隷
商
人
。
大
航
海
時
代
に
於
い
て
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
白
人
と
し
て
は
最
初
に
ア
メ
リ
カ
海

域
へ
到
達
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。
彼
の
実
績
に
よ
り
彼
の
子
孫
は
ス
ペ
イ
ン
貴
族
に
列
せ
ら
れ
た
）
が
バ
ハ

マ
の
サ
ン
・
サ
ル
バ
ド
ル
島
に
上
陸
し
た
一
四
九
二
年
十
月
十
二
日
を
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
大

陸
の
発
見
と
」
呼
ぶ
（
但
し
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
自
身
が
上
陸
し
た
場
所
は
イ
ン
ド
で
あ
る
と
誤
認
し
て
お
り
、

新
大
陸
を
発
見
し
た
と
い
う
認
識
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
こ
の
謂
い
は
甚
だ
正
し
く
な
い
。
事
実
上
、
ア
メ

リ
カ
大
陸
が
新
大
陸
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
発
見
し
た
の
は
イ
タ
リ
ア
の
地
理
学
者
・
天
文
学
者
で
あ
っ

た
ア
メ
リ
ゴ
・
ヴ
ェ
ス
プ
ッ
チ
（A

m
erig

o
 V

esp
u
cci 

一
四
五
四
年
～
一
五
一
二
年
）
で
、
彼
は
一
四
九

七
年
か
ら
一
五
〇
二
年
ま
で
三
度
に
亙
っ
て
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
に
同
乗
し
、
大
西
洋
を
横
断
し
、

一
五
〇
三
年
頃
、
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
「
新
世
界
」（
ア
メ
リ
ゴ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
メ
デ
ィ
チ
家
に

報
告
し
た
書
簡
体
の
も
の
で
、
し
か
も
、
ア
メ
リ
ゴ
自
身
の
原
本
は
存
在
し
な
い
）
の
中
で
、
大
西
洋
を
横

断
し
た
先
に
あ
る
の
は
イ
ン
ド
で
も
ア
ジ
ア
で
も
な
く
、
全
く
異
な
る
新
大
陸
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

の
が
正
確
な
「
ア
メ
リ
カ
大
陸
」
発
見
で
あ
っ
た
）
。 

「
陶
弘
景
」
（
四
五
六
年
～
五
三
六
年
）
明
の
李
時
珍
の
「
本
草
綱
目
」
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
六
朝
時
代

の
医
師
に
し
て
博
物
学
者
。
道
教
茅
山
派
の
開
祖
で
も
あ
っ
た
。
隠
棲
後
は
華
陽
隠
居
と
称
し
、
晩
年
に
は

華
陽
真
逸
と
名
乗
っ
た
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
眉
目
秀
麗
に
し
て
博
学
多
才
で
詩
や
琴
棋
書
画
を
嗜

み
、
医
薬
・
卜
占
・
暦
算
・
経
学
・
地
理
学
・
博
物
学
・
文
芸
に
精
通
し
た
。
山
林
に
隠
棲
し
』
、『
フ
ィ
ー

ル
ド
』・『
ワ
ー
ク
を
中
心
に
本
草
学
を
研
究
し
』、『
今
日
の
漢
方
医
学
の
骨
子
を
築
い
た
。
ま
た
、
書
の
名

手
と
し
て
も
知
ら
れ
、
後
世
の
書
家
に
影
響
を
与
え
た
』。『
丹
陽
郡
秣
陵
県
（
現
在
の
江
蘇
省
南
京
市
江
寧

区
）
の
人
で
、
南
朝
の
士
大
夫
の
出
身
。
祖
父
の
陶
隆
は
王
府
参
軍
、
父
の
陶
貞
宝
は
孝
昌
県
令
を
務
め
た
。

幼
少
よ
り
極
め
て
聡
明
で
』、
忽
ち
に
し
て
『
書
法
を
得
、
万
巻
の
書
を
読
破
し
』、
十
『
歳
の
と
き
に
葛
洪

の
』「
神
仙
伝
」
に
『
感
化
さ
れ
』、『
道
教
に
傾
倒
』、
十
五
『
歳
に
し
て
』「
尋
山
志
」
を
』『
著
し
た
と
い

う
』
二
十
『
歳
の
頃
、
南
斉
の
高
帝
に
招
聘
さ
れ
』、『
左
衛
殿
中
将
軍
を
任
じ
ら
れ
る
と
』、『
諸
王
の
侍
講

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-bc26c6.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%B6%E5%BC%98%E6%99%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%B6%E5%BC%98%E6%99%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%B6%E5%BC%98%E6%99%AF


（
教
育
係
）
と
な
り
』、『
武
帝
の
と
き
ま
で
仕
え
た
』、
三
十
『
歳
の
頃
、
陸
修
静
の
弟
子
で
あ
る
孫
游
岳

に
師
事
し
て
道
術
を
学
び
』、
三
十
六
で
『
職
を
辞
し
』、
四
九
二
年
、『
茅
山
（
南
京
付
近
の
山
・
当
時
は

句
曲
山
と
い
っ
た
）
に
弟
子
と
と
も
隠
遁
し
た
』。「
南
史
」
に
は
『
陶
弘
景
が
致
仕
し
た
と
き
皇
帝
の
肝
い

り
で
盛
大
な
送
別
会
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
』
。
四
九
九
年
に
は
『
三
層
の
楼
閣
を
建
て
、

弟
子
の
指
導
を
す
る
ほ
か
、
天
文
・
暦
算
・
医
薬
・
地
理
・
博
物
な
ど
多
様
な
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
。
ま
た

仏
教
に
深
く
傾
倒
し
』
た
。『
王
朝
が
交
替
す
る
と
』、『
梁
の
武
帝
は
陶
弘
景
の
才
知
を
頼
り
、
元
号
の
選

定
を
は
じ
め
』、『
吉
凶
や
軍
事
な
ど
の
重
大
な
国
政
に
彼
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
。
こ
の
た
め
』、『
武
帝
と

頻
繁
に
書
簡
を
交
わ
し
た
の
で
「
山
中
宰
相
」
と
人
々
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
年
を
負
う
毎
に
名
声
が

高
ま
り
』、『
王
侯
・
貴
族
ら
の
多
く
の
名
士
が
門
弟
と
な
っ
た
』
か
の
「
文
選
」
の
『
編
者
と
し
て
知
ら
れ

る
昭
明
太
子
も
教
え
を
受
け
た
ひ
と
り
で
あ
る
』。『
多
岐
に
』
亙
る
『
著
述
を
著
し
』
、『
そ
の
数
』、
四
十

四
『
冊
に
上
っ
た
』。『
陶
弘
景
は
前
漢
の
頃
に
著
さ
れ
た
中
国
最
古
の
バ
イ
ブ
ル
的
な
薬
学
書
』「
神
農
本

草
経
」
を
整
理
し
て
五
〇
〇
年
頃
に
「
本
草
経
集
注

ほ
ん
ぞ
う
き
ょ
う
し
っ
ち
ゅ
う

」
を
『
著
し
た
。
こ
の
中
で
薬
物
の
数
を
』
七
百
三

十
『
種
類
と
従
来
の
』
二
『
倍
と
し
た
。
ま
た
』、『
薬
物
の
性
質
な
ど
を
も
と
に
新
た
な
分
類
法
を
考
案
し

た
。
漢
方
医
学
に
お
け
る
薬
学
の
祖
と
も
呼
ば
れ
、
い
ま
な
お
』、『
こ
の
分
類
法
は
使
わ
れ
て
い
る
。
唐
代

に
蘇
敬
ら
が
勅
命
に
よ
り
』「
新
修
本
草
」
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
実
は
「
本
草
経
集
注
」
の
内
容

を
網
羅
的
に
継
承
し
て
増
補
し
た
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。『
道
教
の
一
派
で
あ
る
上
清
派
を
継
承
し
』
、

『
茅
山
派
を
開
い
た
。
著
書
』「
真
誥

し
ん
こ
う

」（
霊
媒
師
楊
羲
に
降
り
た
真
人
が
口
授
し
た
教
え
を
筆
写
し
た
も
の

を
、
弘
景
が
後
に
編
纂
し
た
上
清
派
の
経
典
）
は
『
上
清
派
の
歴
史
や
教
義
を
記
述
し
た
重
要
な
文
献
と
な

っ
て
い
る
。
仙
道
の
聖
地
で
あ
る
茅
山
に
入
り
、
弟
子
と
と
も
に
道
館
「
華
陽
館
」
を
建
て
』、『
多
く
の
門

弟
を
育
て
』
て
、『
優
れ
た
道
士
を
輩
出
し
た
』。
書
は
、『
王
羲
之
や
鍾
繇
』（
し
ょ
う
よ
う
）『
に
師
法
し
』、

『
淡
雅
な
書
風
だ
っ
た
。
陶
弘
景
が
書
し
た
と
さ
れ
る
「
瘞
鶴
銘
」
』（
え
い
か
く
め
い
：「
瘞
鶴
」
と
は
「
鶴

を
埋
め
る
」
の
意
）『
の
碑
文
は
後
世
に
評
価
が
高
く
』、『
そ
の
革
新
的
な
書
法
に
啓
発
さ
れ
た
書
家
は
数

多
い
。
と
り
わ
け
』、『
北
宋
の
黄
庭
堅
は
大
き
な
影
響
を
受
け
、
独
特
の
リ
ズ
ム
を
持
つ
革
新
的
な
書
法
を

完
成
さ
せ
た
。
ま
た
』、『
梁
武
帝
と
書
簡
の
中
で
書
論
を
交
わ
し
て
い
る
が
、
こ
の
書
論
は
唐
代
に
な
っ
て

張
彦
遠
の
』「
法
書
要
録
」
に
収
め
ら
れ
』
て
、『
王
羲
之
の
書
を
最
高
位
と
す
る
後
世
の
評
価
を
決
定
づ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
』
と
あ
る
。 

「
九
百
數
十
年
前
」
寧
ろ
、
一
千
年
前
と
言
っ
て
よ
か
っ
た
。 

「
韓
保
昇
」
五
代
の
後
蜀
（
九
三
四
年
～
九
六
五
年
）
の
学
者
（
翰
林
學
士
）
で
本
草
家
。「
蜀
本
草
」
の

著
者
（
全
二
十
巻
で
あ
っ
た
が
、
原
本
は
散
佚
し
た
）。 

「
ユ
リ
ノ
木
」
モ
ク
レ
ン
目
モ
ク
レ
ン
科
ユ
リ
ノ
キ
亜
科
ユ
リ
ノ
キ
属
ユ
リ
ノ
キ 

L
irio

d
en

d
ro

n
 

tu
lip

ifera 

。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
標
準
和
名
の
意
味
は
「
百
合
の
木
」
で
あ
る
が
、
種
小
名 

tu
lip

ifera
 

は
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
の
よ
う
な
花
）
を
つ
け
る
」
の
意
で
あ
り
、
別
名
に
「
ハ
ン
テ
ン
ボ
ク
」（
半
纏
木
：

葉
の
形
が
半
纏
に
似
る
こ
と
か
ら
）・「
レ
ン
ゲ
ボ
ク
（
蓮
華
木
：
花
が
蓮
の
花
を
思
わ
せ
る
こ
と
か
ら
）・

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ツ
リ
ー
（
同
じ
く
花
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
思
わ
せ
る
こ
と
か
ら
。
種
小
名
と
同
じ
発
想
）
な

ど
と
も
呼
ぶ
。
そ
こ
で
は
『
北
ア
メ
リ
カ
中
部
原
産
』
と
す
る
も
の
の
、
二
『
種
の
み
が
知
ら
れ
、
北
ア
メ

リ
カ
と
中
国
に
隔
離
分
布
す
る
』
と
あ
り
、
シ
ナ
ユ
リ
ノ
キ 

L
irio

d
en

d
ro

n
 ch

in
en

se 

は
、『
中
国
の
長
江

以
南
や
ベ
ト
ナ
ム
に
自
生
す
る
。
花
は
ユ
リ
ノ
キ
よ
り
小
さ
め
で
緑
色
。
千
葉
県
内
な
ど
で
栽
培
例
が
あ
る
。

近
年
で
は
ユ
リ
ノ
キ
と
の
交
配
種
も
栽
培
さ
れ
る
』
と
あ
っ
た
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%AA%E3%83%8E%E3%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%AA%E3%83%8E%E3%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%AA%E3%83%8E%E3%82%AD


「
西
半
球
に
限
る
と
惟
わ
れ
た
る
箱
龜
が
支
那
に
も
產
す
れ
ば
と
て
怪
し
む
に
足
ら
ず
」
既
に
述
べ
た
通
り
、

同
じ
ハ
コ
ガ
メ
を
和
名
の
一
部
に
持
ち
、
そ
の
形
態
は
よ
く
似
て
い
る
が
、
全
く
の
縁
の
遠
い
別
種
で
あ
る
。 

「
說
苑
」「
ぜ
い
え
ん
」（
現
代
仮
名
遣
）
と
読
む
。
前
漢
の
劉
向
（
り
ゅ
う
き
ょ
う
）
の
撰
、
乃
至
は
編
に

な
る
故
事
・
説
話
集
。「
漢
書
」
の
「
楚
元
王
伝
」
の
中
の
「
劉
向
伝
」
に
よ
れ
ば
、
上
古
か
ら
漢
代
に
至

る
ま
で
の
多
く
の
書
物
か
ら
天
子
を
戒
め
る
に
足
る
逸
話
を
採
録
し
、
時
の
成
帝
を
諫
め
る
べ
く
上
奏
さ

れ
た
も
の
と
あ
る
。 

「
龜
が
蛇
を
殺
し
食
う
例
は
少
な
か
ら
じ
」
カ
メ
に
は
雑
食
性
の
種
も
多
く
あ
り
、
そ
う
し
た
中
・
大
型
の

カ
メ
が
ヘ
ビ
を
食
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
但
し
、
そ
れ
が
「
少
な
く
な
い
」
と
言
え
る
か

ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
寧
ろ
、
大
型
の
ヘ
ビ
が
小
さ
な
カ
メ
や
子
ガ
メ
を
丸
呑
み
す
る
ケ
ー
ス
の
方
が
遙

か
に
多
い
は
ず
で
あ
る
。 

「
尙
書
大
傳
」（
し
ょ
う
し
ょ
た
い
で
ん
：
現
代
仮
名
遣
）
原
本
は
漢
の
伏
勝
の
撰
に
な
る
「
書
経
」
お
注

釈
書
。 

「
冬
中
也…

…

」「
冬
は
中う

ち

な
り
。
物
、
方ま

さ

に
中
に
藏を

さ

む
。
故
に
曰
く
、
北
方
は
冬
な
り
。
陽
、
盛
ん
な
れ

ば
、
萬
物
を
吁
舒

く

じ

よ

し
て
、
こ
れ
を
外
に
養
ふ
。
陰
、
盛
ん
な
れ
ば
、
萬
物
を
呼
吸
し
て
、
こ
れ
を
内
に
藏
む
。

故
に
曰
く
、『
呼
吸
は
陰
陽
の
交
接
に
し
て
、
萬
物
の
始
終
な
り
』
と
。」「
吁
舒
」
は
生
命
や
存
在
を
驚
く

べ
く
永
く
保
つ
こ
と
か
。 

「
男
女
根
」
男
女
の
生
殖
器
。 

「E
lsd

o
n
 B

est

」
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
オ
リ
の
研
究
に
重
要
な
貢
献
を

し
た
民
族
学
者
エ
ル
ズ
ド
ン
・
ベ
ス
ト
（
一
八
五
六
年
～
一
九
三
一
年
）。 

「`M
ao

ri B
eliefs co

n
cern

in
g
 th

e H
u
m

an
 O

rg
an

s o
f G

en
eratio

n
,` M

an
,v

o
l.x

iv,n
o
.8

,p
p
.1

3
2

-1
3
3
,1

9
1
4

」

「
人
間
の
生
殖
器
官
に
関
す
る
マ
オ
リ
の
信
仰
」
。
「
え
え
っ
！
」
と
び
っ
く
り
し
た
が
、
英
文
サ
イ
ト

「z
en

o
d
o

」
の
「6

6
. M

ao
ri B

eliefs C
o
n
cern

in
g
 th

e H
u
m

an
 O

rg
an

s o
f G

en
eratio

n

」
と
あ
る
こ
ち
ら
か

ら
当
該
部
分
が
バ
ッ
チ
り
（
！
）
タ
ー
ゲ
ッ
ト
でP

D
F

で
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
で
き
る
ッ
ツ
！
！ 

「
印
度
人
は
シ
ヴ
ァ
神
を
幸
福
尊
者
と
稱
す
。
死
は
生
を
新
た
に
始
め
破
壞
者
實
に
再
創
者
た
れ
ば
也
（
エ

ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ヂ
ア
、
ブ
リ
タ
ン
ニ
カ
、
十
一
板
、
廿
五
卷
一
六
二
頁
）
」
例
に
よ
っ
て`

In
tern

et arch
ive

`

の
こ
ち
ら
で
原
本
当
該
部
が
見
ら
れ
る
。］ 

  

因
み
に
言
ふ
、
世
間
に
舌
を
出
す
を
、
猥
褻
の
意
に
取
る
人
多
き
も
、
西
蔵
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
チ
ベ

ッ
ト
じ
ん
。］
な
ど
は
然
ら
ず
、
舌
を
出
す
を
敬
禮
の
作
法
と
す
（S

v
en

 H
ed

in
, ̀

T
ran

s-H
im

alay
a,` v

o
l. i, 

p
.lx

v
cix

, 1
9
0

9

）。
是
れ
本
と
親
愛
を
表
す
る
に
起
り
、
親
愛
の
極
は
男
女
歡
會
の
際
に
存
す
る
は
言
ふ
を

俟
た
ず
。
扨
古
今
東
西
蛇
を
陰
相
と
な
す
例
到
る
處
に
多
し
（W

estro
p
p
 an

d
 W

ak
e, `A

n
cien

t S
y
m

b
o
l 

W
o
rsh

ip
,` 2

n
d
 ed

., N
ew

 Y
o
rk

, 1
8
7
5
, p

assim

）。
觀
佛
三
昧
海
經
卷
八
に
佛
告
阿
難
、
我
昔
初
成
道
時
、
伽

耶
城
邊
、
住
煕
連
河
側
、
時
有
五
尼
犍
、
共
領
七
百
五
十
弟
子
、
自
稱
得
道
、
來
至
我
所
、
以
自
身
根
、
燒

身
七
匝
云
々
、
卽
作
此
語
、
我
無
欲
故
、
身
根
如
此
、
如
自
在
天
云
々
、
時
世
尊
告
諸
尼
犍
、
汝
等
不
知
如

來
身
分
云
々
、
今
當
爲
汝
少
現
身
分
、
爾
時
世
尊
自
空
而
下
、
卽
於
地
上
、
化
作
四
水
、
如
四
大
海
、
四
海

之
中
、
有
須
彌
山
、
佛
在
山
下
、
正
身
仰
臥
、
放
金
色
光
云
々
、
徐
出
馬
藏
、
遶
山
匝
、
如
金
蓮
花
、
花
々

相
次
、
上
至
梵
世
。
尼
犍
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
に
け
ん
」。］
が
其
根
を
以
て
自
身
を
七
匝
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
さ
ふ
」。
現
代
仮
名
遣
「
そ
う
」。
仏
語
に
「
右
繞
三
匝

う
に
ょ
う
さ
ん
そ
う

」
が
あ
り
、
こ
れ
は
右
回
り
に
対
象
物
の
周

https://zenodo.org/record/2374388#.YEv_t537SUk
https://zenodo.org/record/2374388#.YEv_t537SUk
https://zenodo.org/record/2374388#.YEv_t537SUk
https://zenodo.org/record/2374388#.YEv_t537SUk
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL25_SHWEBO-SUBLIMINAL_SELF/page/n177/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL25_SHWEBO-SUBLIMINAL_SELF/page/n177/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL25_SHWEBO-SUBLIMINAL_SELF/page/n177/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL25_SHWEBO-SUBLIMINAL_SELF/page/n177/mode/2up


囲
を
三
度
繞め

ぐ

っ
て
対
象
者
へ
の
敬
意
を
表
わ
す
礼
法
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
自
身
を
崇
す
る
た
め
に
自
分
の

男
根
を
に
ょ
っ
き
り
と
伸
ば
し
て
自
身
の
身
に
七
度
も
う
ね
う
ね
と
繞
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
］
せ
し
に
、
佛

は
其
根
を
伸
し
て
須
彌
大
山
を
七
匝
し
、
更
に
寶
蓮
花
を
現
し
て
之
を
蔽
ふ
を
見
て
、
尼
犍
輩
降
伏
出
家
せ

り
と
云
ふ
（
蓮
花
を
女
根
の
標
識
と
す
る
事 

W
estro

p
p
 an

d
 W

ak
e 

に
見
ゆ
）。
こ
の
七
匝
の
一
件
は
、
も

と
根
を
蛇
に
擬
し
た
る
事
疑
ひ
無
し
。
蛇
を
婬
事
の
標
識
と
す
る
理
由
は
多
々
有
る
べ
き
も
、
其
舌
を
出
し

て
頻
り
に
歡
を
求
む
る
の
狀
有
る
も
、
亦
其
一
大
理
由
な
る
べ
し
。
知
れ
切
た
事
の
樣
乍
ら
、
東
西
の
學
者

此
說
を
出
だ
せ
る
有
る
を
聞
か
ず
。
由
て
爰
に
記
し
て
、
其
參
考
に
供
す
。
又
因
み
に
言
ふ
、
交
會
の
際
口

を
接
す
る
動
物
は
、
蛇
に
限
ら
ず
。
類
函
四
二
三
に
、
俗
云
、
鴛
交
頸
而
感
、
烏
傳
涎
而
孕
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
俗
に
云
ふ
、『
鴛
（
ゑ
ん
／
を
し
ど
り
）
は
頸
を
交
へ
て
感
じ
、
烏

か
ら
す

は
涎

よ
だ
れ

を
傳
へ
て
孕
む
』
と
」
。
］。

プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
志
に
も
、
世
に
鴉
は
嘴
を
も
つ
て
交
は
る
故
に
、
其
卵
を
食
ふ
婦
人
は
口
よ
り
產
す
と

傳
ふ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
之
を
駁
し
て
、
鴉
も
鳩
も
同
樣
雌
雄
好
愛
し
て
口
を
接
す
る
を
誤
認
せ
る
也
と
言

へ
り
と
載
す
。（
紀
州
東
牟
婁
郡
請
川
村
邊
で
孕
婦
鳩
の
巢
を
見
れ
ば
難
產
す
、
鳩
は
口
よ
り
子
を
產
む
故

と
い
ふ
も
、
雌
雄
の
鳩
屢
ば
接
口
す
る
よ
り
謬
り
來
れ
る
也
）
烏
が
相
愛
し
て
口
を
接
す
る
は
予
も
見
た
り
。

又
予
の
宅
に
今
も
四
十
疋
許
り
龜
を
飼
る
が
、
情
欲
發
す
る
時
、
雌
雄
見
て
啄
き
合
ふ
。
其
交
會
は
泥
水
中

で
す
る
ら
し
く
、
唯
一
度
陸
上
で
會
ふ
を
見
し
事
有
る
の
み
。
上
に
引
る
化
書
に
牝
牡
之
道
龜
龜
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
前
と
同
じ
処
理
を
し
た
。］
相
顧
神
交
と
有
る
も
尤
も
な
る
處
有
り
。
古
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

マ
マ
。］
支
那
人
、
烏
が
口
を
接
す
る
を
見
る
の
多
き
よ
り
嗚
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
を
」。］
の
字
を
以
て
キ

ツ
ス
を
表
す
。
康
煕
字
典
嗚
の
字
に
此
義
有
る
を
言
ず
。
思
ふ
に
佛
經
に
此
事
多
き
よ
り
譯
經
者
が
用
ひ
始

め
た
る
者
か
。
例
せ
ば
根
本
說
一
切
有
部
毘
奈
耶
に
鄔
陀
夷
、
覩
彼
童
女
、
顏
容
姿
媚
、
遂
起
染
心
、
卽
摩

觸
彼
身
、
嗚
唼
其
口
、
四
分
律
藏
に
時
有
比
丘
尼
、
在
白
衣
家
内
住
、
見
他
夫
主
、
共
婦
嗚
口
、
捫
摸
身
體
、

捉
捺
乳
、
佛
說
目
連
問
戒
律
中
五
百
輕
重
事
經
下
に
聚
落
中
、
三
歲
の
小
兒
抱
嗚
口
、
犯
何
事
、
答
犯
墮
、

外
典
に
も
賈
充
妻
郭
氏
酷
妒
、
有
男
兒
名
黎
民
、
生
載
周
、
充
自
外
還
、
乳
母
抱
兒
在
中
庭
、
兒
見
充
喜
踊
、

充
就
乳
母
手
中
嗚
之
、
郭
遙
望
見
、
謂
充
愛
乳
母
、
卽
殺
之
、
兒
悲
思
啼
泣
、
不
飮
他
乳
遂
死
、
郭
後
終
無

子
（
世
說
惑
溺
篇
）。
是
れ
晉
朝
既
に
小
兒
や
婦
女
を
愛
し
て
之
に
接
口
す
る
風
有
り
し
也
。
又
說
郛
三
一

所
收
玄
池
說
林
に
云
く
、
狐
之
相
媚
必
先
吕
。
注
に
、
以
口
相
接
、
是
れ
は
吾
邦
の
笑
本
に
「
跡
は
無
言
で

口
と
口
」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
「
口
と
口
」
は
三
字
分
「
✕
」
で
伏
字
。「
選
集
」
を
参
考
に
復
元
し
た

以
下
同
じ
。］
抔
と
有
る
口
と
口
を
合
せ
作
れ
る
者
、
康
煕
字
典
に
見
へ
ね
ど
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］、

そ
の
音
ク
と
記
臆
す
。
斯
る
簡
單
な
る
字
有
る
に
氣
付
か
ず
、
接
吻
抔
六
か
し
く
譯
せ
し
は
遺
憾
也
。
明
治

十
九
年
赤
峰
瀨
一
郞
氏
が
桑
港
の
景
物
を
誇
張
し
て
吹
聽
せ
し
世
界
之
大
不
思
議
と
か
云
る
書
に
、
歐
米

人
の
キ
ッ
ス
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
三
字
伏
字
。］
は
唇
を
專
ら
と
し
日
本
人
の
は
舌
を
主
と
す
と
有
り
し
樣

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や
う
」。］
覺
ゆ
る
が
、
ル
キ
ア
ノ
ス
の
妓
女
對
話
に
、
妓
女
レ
エ
ナ
富
家
の
婦
人
メ

ギ
ラ
と
對
食
の
次
第
を
述
る
内
、
希
臘
に
は
男
女
親
暱
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
ん
じ
つ
」。「
親
昵
」
と
も

書
く
。「
昵
懇
」
に
同
じ
い
。］
の
際
に
限
り
日
本
流
に
嗚
口
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
を
こ
う
」。］
せ
し
を
徵

す
べ
き
句
有
り
。
調
査
せ
ば
猶
多
々
例
有
る
べ
し
。
ア
ラ
ビ
ア
人
波
斯
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ペ
ル
シ
ア
。
］

人
等
亦
然
り
し
は
千
一
夜
譚
の
處
々
に
散
見
す
。
印
度
に
は
カ
マ
經
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
カ
ー
マ
・
ス
ー

ト
ラ
」
の
こ
と
。］
に
嗚
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
を
す
」。］
べ
き
箇
所
八
を
擧
ぐ
。
其
第
七
は
其
唇
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
二
字
伏
字
。］
、
第
八
は
口
内
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
二
字
伏
字
。］
と
あ
れ
ば
、
所
謂
歐
米
日
本

の
兩
流
を
兼
行
ふ
也
（`L

e K
am

a S
o
u
tra,` tran

. E
. L

am
airesse, P

aris, 1
8
9
1
, p

. 4
1

）。
最
後
に
述
ぶ
、
歐



米
人
の
書
に
、
日
本
人
本
來
キ
ツ
ス
を
知
ず
と
云
事
屢
ば
見
る
が
、
是
程
大
き
な
間
違
ひ
は
有
る
ま
じ
。
其

古
く
文
章
に
見
え
る
一
二
を
擧
げ
ん
に
德
川
幕
府
の
初
世
に
成
る
醒
睡
笑
に
、「
兒
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ち

ご
」。］
と
寢
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
ね
」。］
た
る
に
、
法
師
口
を
吸
ふ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
四
字
伏
字
。］

迚
如
何
有
り
け
ん
、
齒
を
一
つ
吸
拔
き
た
り
」。
足
利
氏
の
時
編
ま
れ
た
る
犬
筑
波
集
戀
部
に
「
首
を
の
べ

た
る
曙
の
空
」「
き
ぬ
ぎ
ぬ
に
大
若
衆
と
口
吸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
二
字
伏
字
。
「
く
ち
す
ひ
」。
］
て
」。
御

伽
草
子
は
當
時
兒
女
の
普
く
玩
讀
せ
し
物
な
る
に
、
其
中
の
物
草
太
郞
、
妻
と
爲
す
べ
き
女
を
辻
取
り
せ
ん

と
淸
水
の
大
門
に
立
つ
に
十
七
八
歲
の
美
女
來
る
。
太
郞
見
て
爰
に
こ
そ
吾
北
の
方
は
出
來
ぬ
れ
、
天
晴
疾

く
近
づ
け
か
し
、
抱
き
付
ん
、
口
を
も
吸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
四
字
伏
字
。「
す
は
」］
ば
や
と
思
ひ
て
待
居

た
り
。
女
太
郞
に
捉
へ
ら
れ
て
、「
離
せ
か
し
網
の
糸
目
の
繁
け
れ
ば
、
此
手
を
離
れ
物
語
せ
ん
」
太
郞
返

歌
に
「
何
か
こ
の
、
あ
み
の
糸
目
は
繁
く
と
も
、
口
を
吸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
三
字
伏
字
。「
す
は
」。］
せ

よ
手
を
ば
釋
さ
ん
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ゆ
る
さ
ん
」。］」
と
あ
り
。
以
て
當
時
、
情
人
と
別
る
ゝ
に
嗚
し
、

戲
れ
に
强
て
嗚
す
る
の
風
、
今
日
の
歐
米
同
然
本
邦
に
も
行
れ
し
を
知
る
べ
し
。
鐮
倉
霸
府
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
初
出
も
「
選
集
」
も
マ
マ
。］
の
代
に
成
り
し
東
北
院
職
人
歌
合
に
巫
女
「
君
と
我
、
口
を
寄
せ
て
ぞ

ね
ま
ほ
し
き
、
鼓
も
腹
も
打
ち
敲
き
つ
つ
」。
其
よ
り
前
、
平
安
朝
の
書
、
今
昔
物
語
一
九
に
、
大
江
定
基

愛
す
る
所
の
美
婦
死
せ
る
其
屍
を
葬
ら
ず
、
抱
き
臥
し
て
日
を
經
る
内
口
を
吸
け
る
に
、
女
の
口
よ
り
惡
臭

出
し
に
發
起
し
て
遂
に
出
家
せ
り
と
あ
り
。 

 
 

（
大
正
八
年
八
月
人
類
、
三
四
卷
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「S

v
en

 H
ed

in
, `T

ran
s-H

im
alay

a,` v
o
l. i, p

.lx
v
cix

, 1
9
0
9

」
中
央
ア
ジ
ア
探
検
で
知
ら

れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
理
学
者
ス
ヴ
ェ
ン
・
ア
ン
デ
シ
ュ
・
ヘ
デ
ィ
ン
（S

v
en

 A
n
d
ers H

ed
in

 

一
八
六

五
年
～
一
九
五
二
年
）
の
一
九
〇
九
年
刊
の
「
ト
ラ
ン
ス
・
ヒ
マ
ラ
ヤ―

―

チ
ベ
ッ
ト
で
の
発
見
と
冒
険
」

（T
ra

n
s-H

im
a
la

ya
 :D

isco
veries a

n
d
 A

d
ven

tu
res in

 T
ib

et

）。
書
名
は
、
彼
が
、
発
見
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈

の
北
に
あ
っ
て
こ
れ
と
平
行
し
、
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
に
連
な
る
山
脈
の
名
。「lx

v
cix

」
は
「
選
集
」
の
表
記

で
、
底
本
は
「p

.i. x
v
cix

」
で
あ
る
が
、
前
者
は
ロ
ー
マ
数
字
と
し
て
お
か
し
く
、
後
者
の
後
半
は
「9

9

」

相
当
で
あ
る
が
、「In

tern
et arch

iv
e

」
で
二
〇
一
〇
年
版
他
を
見
て
も
よ
く
判
ら
な
い
。
但
し
、
同
版
の
「1

8
2

」

ペ
ー
ジ
六
行
目
に
礼
儀
と
し
て
の
舌
を
出
す
お
辞
儀
が
登
場
し
て
い
る
。「
カ
ワ
イ
肝
油
ド
ロ
ッ
プ
」
の
サ

イ
ト
内
の
山
崎
怜
奈
氏
の
「
よ
み
き
か
せ
」
の
「
世
界
の
挨
拶
の
秘
密
」
の
冒
頭
の
「
チ
ベ
ッ
ト
に
行
っ
た

ら
、
舌
を
ぺ
ろ
っ
と
出
し
て
挨
拶
を
し
よ
う
！
」
に
（
引
用
に
際
し
、
文
中
の
「
？
」「
！
」
の
後
に
字
空

け
を
施
し
た
）、『
チ
ベ
ッ
ト
に
行
く
と
、
子
ど
も
も
大
人
も
関
係
な
く
、
み
ん
な
舌
を
ぺ
ろ
っ
と
出
し
て
挨

拶
を
し
ま
す
。
日
本
人
の
常
識
か
ら
す
る
と
「
か
ら
か
わ
れ
る
の
か
し
ら…

」
な
ん
て
思
っ
て
し
ま
い
ま
す

よ
ね
？ 

で
す
が
、
チ
ベ
ッ
ト
で
舌
を
出
す
の
は
そ
の
反
対
の
意
味
！ 

舌
を
出
す
の
は
、
相
手
へ
の
敬
い

の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
ん
で
す
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
に
は
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
で
、
悪
魔
に
は
角
が
あ

り
、
舌
が
黒
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
自
分
が
悪
魔
で
な
い
証
明
と
し
て
、
帽
子
を
と
っ
て
角
が

な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
舌
を
出
し
て
舌
が
黒
く
な
い
こ
と
を
相
手
に
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
人
の
常
識
か
ら
す
る
真
逆
な
ん
で
す
ね
～
。
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
の
際
は
、
舌
を
ぺ
ろ
っ
と
出
し
て

挨
拶
し
ま
し
ょ
う
！
』
と
あ
っ
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
内
容
は
熊
楠
が
言
う
よ
う
な
男
女
の
性

的
な
そ
れ
が
由
来
で
は
な
い
（
起
源
の
考
証
は
し
な
い
が
、
こ
の
引
用
の
方
が
私
は
腑
に
落
ち
る
）
。 

「W
estro

p
p

 an
d
 W

ak
e, `A

n
cien

t S
y
m

b
o
l W

o
rsh

ip
,` 2

n
d
 ed

., N
ew

 Y
o
rk

, 1
8
7
5
, p

assim

」
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
考
古
学
者
ホ
ッ
ダ
ー
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
ロ
ッ
プ
（H

o
d
d
er M

ich
ael W

estro
p

p 

一
八
二
〇

https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.46925/page/n299/mode/2up
https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.46925/page/n299/mode/2up
https://www.tfm.co.jp/yomikikase/?itemid=71486
https://www.tfm.co.jp/yomikikase/?itemid=71486
https://www.tfm.co.jp/yomikikase/?itemid=71486


年
～
一
八
八
四
年
）
と
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ワ
イ
ル
ダ
ー

A
lex

an
d
er W

ild
er 

一
八
二
三
年
～
一
九
〇
八
年
）
及
び
熊
楠
は
記
し
て
い
な
い
が
、
民
俗
学
者
（
或
い
は

人
類
学
者
）
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ス
タ
ニ
ラ
ン
ド
（C

h
arles S

tan
ilan

d
 W

ak
e 

一
八
三
五
年
～
一
九
一
〇
年
）

の
共
著
に
な
る
「
古
代
の
象
徴
崇
拝
」。`In

tern
et arch

iv
e`

の
こ
ち
ら
で
原
本
が
読
め
る
。
末
尾
の
「p

assim

」

（
パ
ッ
シ
ム
）
は
ラ
テ
ン
語
で
「
散
ら
さ
れ
た
」
の
意
で
、
副
詞
で
「
引
用
書
物
の
諸
所
に
」
の
意
。 

「
觀
佛
三
昧
海
經
」
全
十
巻
。「
觀
佛
三
昧
經
」
と
も
呼
ぶ
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
や
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
は
な

く
、
仏
駄
跋
陀
羅

ぶ

っ

だ

ば

っ

だ

ら

に
よ
る
漢
訳
の
み
が
現
存
す
る
。
仏
涅
槃
後
の
衆
生
の
た
め
に
釈
尊
の
色
身

し
き
し
ん

の
観
想
、
大

慈
悲
に
満
ち
た
仏
心
と
仏
の
生
涯
の
諸
場
面
へ
の
念
想
、
仏
像
の
観
察
、
さ
ら
に
過
去
七
仏
・
十
方
仏
の
念

仏
等
を
説
く
。
観
仏
三
昧
に
よ
っ
て
釈
尊
を
中
心
と
し
た
諸
仏
と
の
見
仏
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
そ

の
「
観
仏
」
の
背
景
に
は
「
般
若
経
」
や
「
華
厳
経
」
の
思
想
、
唯
心
や
如
来
蔵
の
思
想
が
窺
わ
れ
る
（
「
新

纂
浄
土
宗
大
辞
典
」
の
こ
ち
ら
に
拠
っ
た
）。 

「
佛
告
阿
難…

…

」「
佛

ほ
と
け

、
阿
難
に
告
ぐ
。
我
、
昔
、
初
め
て
成
道

じ
や
う
だ
う

せ
し
時
、
伽
耶
城

が
や
じ
や
う

の
邊
り
、
煕
連
河

く

れ

ん

が

の

側
ほ
と
り

に
住
む
。
時
に
五い

つ

た
り
の
尼
犍

に

け

ん

有
り
。
共
に
七
百
五
十
の
弟
子
を
領
ず
。
自

み
づ
か

ら
『
道
を
得
た
り
』
と
稱

し
、
來
た
り
て
我
が
所
に
至
り
、
自
身
の
根こ

ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
男
根
。］
を
以
つ
て
、
身み

を
七
匝

ひ
ち
さ
う

繞ね
う

す
と

云
々
」、「
卽
ち
、
此
の
語
を
作な

す
。『
我
、
欲
、
無
き
が
故
に
、
身
根
、
此か

く
の
ご
と
く
、
自
在
な
る
こ
と
、

天
の
ご
と
し
』
と
云
々
」、「
時
に
世
尊
、
諸
尼
犍
に
告
げ
て
、『
汝
等
は
如
來
の
身し

ん

の
分ぶ

ん

を
知
ら
ず
』
と
云
々
」、

「『
今
、
當
に
汝
が
爲
め
に
、
少
し
く
身
の
分
を
現
は
す
べ
し
』
と
。
爾そ

の
時
、
世
尊
、
空
よ
り
下く

だ

り
、
卽

ち
、
地
上
に
於
い
て
化け

し
て
四
水

し

す

い

と
な
る
に
、
四
大
海

し
だ
い
か
い

の
ご
と
く
、
四
海
の
中う

ち

に
須
彌
山

し
ゆ
み
せ
ん

有
り
、
佛
は
山
下

に
在
り
て
、
身
を
正
し
う
し
て
仰
臥
し
、
金
色

き
ん
じ
き

の
光
り
を
放
つ
と
云
々
」
、「
徐

お
も
む

ろ
に
馬
藏

め

ざ

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
仏
・
菩
薩
の
体
内
に
貫
入
し
て
渦
を
巻
い
て
い
る
内
蔵
さ
れ
た
男
根
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。］
を
出
だ

し
て
、
山
を
遶め

ぐ

る
こ
と
七
匝
、
金
蓮
花
の
ご
と
く
、
花
々
は
相
ひ
次つ

い
で
、
上の

ぼ

り
て
、
梵ぼ

ん

世せ

に
至
る
」
。
訓

読
に
か
な
り
苦
し
ん
だ
が
、
概
ね
こ
れ
で
間
違
っ
て
は
い
な
い
と
思
う
。
以
下
に
語
注
す
る
。 

・「
伽
耶
城
」
イ
ン
ド
の
マ
カ
ダ
国
の
都
城
。
現
在
、
イ
ン
ド
北
東
部
ビ
ハ
ー
ル
州
の
州
都
パ
ト
ナ
の
南
約

百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
ガ
ヤ
ー
県
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）
の
県
都
ガ

ヤ
ー
に
相
当
す
る
。 

・
「
煕
連
河
」
釈
迦
が
涅
槃
の
前
に
最
後
の
沐
浴
を
し
た
と
さ
れ
る
ヒ
ラ
ニ
ヤ
ヴ
ァ
テ
ィ
河
。
跋
提
河
（
ば

つ
だ
い
が
）
と
も
呼
ぶ
。
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
東
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
位
置
と
多
く
の
記
載
が
あ
る
の
だ
が
、

判
ら
な
い
。
こ
の
中
央
附
近
に
仏
教
寺
院
が
集
中
し
て
い
る
の
で
こ
の
辺
り
か
。
し
か
し
川
は
見
当
た
ら
な

い
。 

・「
尼
犍
」
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
在
世
当
時
に
活
躍
し
て
い
た
六
人
の
代
表
的
な
イ
ン
ド
の
自
由
思
想
家
た

ち
を
「
六
師

ろ

く

し

外
道

げ

ど

う

」
と
呼
び
、
道
徳
否
定
論
を
説
い
た
プ
ー
ラ
ナ
・
カ
ッ
サ
パ
、
七
種
の
要
素
を
以
っ
て
人

間
の
個
体
の
成
立
を
説
い
た
パ
ク
ダ
・
カ
ッ
チ
ャ
ー
ヤ
ナ
、
輪
廻
の
生
存
は
無
因
無
縁
で
あ
る
と
し
て
決
定

論
を
説
い
た
マ
ッ
カ
リ
・
ゴ
ー
サ
ー
ラ
、
唯
物
論
を
主
張
し
た
ア
ジ
タ
・
ケ
ー
サ
カ
ン
バ
ラ
、
可
知
論
を
唱

え
た
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
・
ベ
ー
ラ
ッ
テ
ィ
プ
ッ
タ
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
祖
師
で
あ
る
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
（
マ

ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
）
が
い
る
が
、
こ
の
最
後
の
人
物
が
こ
こ
に
出
る
人
物
（
或
い
は
そ
の
信
者
集
団
）
の
よ
う

に
見
え
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
六
師
外
道
」
に
よ
れ
ば
、『
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
』
は
『
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ
ー
タ
プ
ッ

タ
』
と
も
称
し
、
漢
訳
で
『
尼
乾
陀
若
提
子
』、
本
名
は
ヴ
ァ
ル
ダ
マ
ー
ナ
で
、『
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
開
祖
』
で

あ
り
、『
相
対
主
義
、
苦
行
主
義
、
要
素
実
在
説
』
を
と
っ
た
人
物
と
あ
り
、『
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
の
懐
疑
論
が
実

https://archive.org/details/ancientsymbolwor00westiala
https://archive.org/details/ancientsymbolwor00westiala
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E8%A6%B3%E4%BB%8F%E4%B8%89%E6%98%A7%E6%B5%B7%E7%B5%8C
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E8%A6%B3%E4%BB%8F%E4%B8%89%E6%98%A7%E6%B5%B7%E7%B5%8C
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E8%A6%B3%E4%BB%8F%E4%B8%89%E6%98%A7%E6%B5%B7%E7%B5%8C
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E8%A6%B3%E4%BB%8F%E4%B8%89%E6%98%A7%E6%B5%B7%E7%B5%8C
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E8%A6%B3%E4%BB%8F%E4%B8%89%E6%98%A7%E6%B5%B7%E7%B5%8C
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E8%A6%B3%E4%BB%8F%E4%B8%89%E6%98%A7%E6%B5%B7%E7%B5%8C
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%83%93%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%AB+%E3%82%AC%E3%83%A4%E3%83%BC/@24.1472389,81.2266009,6.5z/data=!4m5!3m4!1s0x39f32a440a1b3c1f:0x2049a381efad4ce1!8m2!3d24.721344!4d84.8567932
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%83%93%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%AB+%E3%82%AC%E3%83%A4%E3%83%BC/@24.1472389,81.2266009,6.5z/data=!4m5!3m4!1s0x39f32a440a1b3c1f:0x2049a381efad4ce1!8m2!3d24.721344!4d84.8567932
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%83%93%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%AB+%E3%82%AC%E3%83%A4%E3%83%BC/@24.1472389,81.2266009,6.5z/data=!4m5!3m4!1s0x39f32a440a1b3c1f:0x2049a381efad4ce1!8m2!3d24.721344!4d84.8567932
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%82%A6%E3%83%83%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A5+%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%8A%E3%82%AC%E3%83%A9/@26.7359964,83.9007331,16z/data=!4m5!3m4!1s0x3993eb9e01eae47b:0x7a8909ed5f568540!8m2!3d26.7398787!4d83.8869698
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%82%A6%E3%83%83%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A5+%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%8A%E3%82%AC%E3%83%A9/@26.7359964,83.9007331,16z/data=!4m5!3m4!1s0x3993eb9e01eae47b:0x7a8909ed5f568540!8m2!3d26.7398787!4d83.8869698
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%82%A6%E3%83%83%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A5+%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%8A%E3%82%AC%E3%83%A9/@26.7359964,83.9007331,16z/data=!4m5!3m4!1s0x3993eb9e01eae47b:0x7a8909ed5f568540!8m2!3d26.7398787!4d83.8869698
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AD%E5%B8%AB%E5%A4%96%E9%81%93


践
の
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
反
省
し
、
知
識
の
問
題
に
関
し
て
は
相
対
主
義
（
不
定
主
義
）
の
立
場
を
取
り
、

一
方
的
な
判
断
を
排
し
た
』。『
宇
宙
は
世
界
と
非
世
界
か
ら
な
り
、
世
界
は
霊
魂
（
ジ
ー
ヴ
ァ
）・
物
質
（
プ

ド
ガ
ラ
）・
運
動
の
条
件
（
ダ
ル
マ
）・
静
止
の
条
件
（
ア
ダ
ル
マ
）・
虚
空
（
ア
ー
カ
ー
シ
ャ
）
の
五
実
体

ま
た
は
時
間
（
カ
ー
ラ
）
を
加
え
た
六
実
体
か
ら
な
る
と
』
し
、『
宇
宙
は
こ
れ
ら
の
実
体
か
ら
構
成
さ
れ
、

太
古
よ
り
あ
る
と
し
て
、
創
造
神
は
想
定
し
な
い
』
と
す
る
。『
霊
魂
は
永
遠
不
滅
の
実
体
で
あ
り
、
行
為

の
主
体
と
し
て
行
為
の
果
報
を
受
け
る
た
め
、
家
を
離
れ
て
乞
食
・
苦
行
の
生
活
を
行
っ
て
』、
業ご

う

の
『
汚

れ
を
離
れ
、
本
来
の
霊
魂
が
持
つ
上
昇
性
を
取
り
戻
し
、
世
界
を
脱
し
て
』、『
そ
の
頂
上
に
あ
る
非
世
界
を

目
指
し
、
生
き
な
が
ら
涅
槃
に
達
す
る
こ
と
を
目
指
す
』。『
全
て
の
邪
悪
を
避
け
、
浄
化
し
、
祝
福
せ
よ
』

と
い
う
立
場
を
と
っ
た
ら
し
い
。
彼
の
詳
し
い
当
該
ウ
ィ
キ
も
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
志
」
古
代
ロ
ー
マ
の
博
物
学
者
・
政
治
家
（
ロ
ー
マ
帝
国
の
属
州
総
督
）
・
軍
人
。

で
あ
っ
た
ガ
イ
ウ
ス
・
プ
リ
ニ
ウ
ス
・
セ
ク
ン
ド
ゥ
ス
（G

aiu
s P

lin
iu

s S
ecu

n
d
u

s 

二
三
年
～
七
九
年
：

ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火
山
の
大
噴
火
の
観
測
と
被
災
者
の
救
助
の
目
的
で
近
く
の
町
に
向
か
い
、
そ
こ
で
罹
災

し
て
亡
く
な
っ
た
。
文
人
で
政
治
家
の
養
子
の
男
子
と
区
別
す
る
た
め
に
子
の
方
を
「
小
プ
リ
ニ
ウ
ス
」
、

父
（
養
父
）
の
彼
を
「
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
」
と
称
す
る
こ
と
が
通
行
し
て
い
る
）
が
著
し
た
博
物
学
大
全

（N
a
tu

ra
lis H

isto
ria

）。
全
三
十
七
巻
。
地
理
学
・
天
文
学
・
動
植
物
学
・
鉱
物
学
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
学
問

分
野
に
つ
い
て
の
知
識
に
関
し
て
記
述
し
て
い
る
。
数
多
く
の
先
行
書
を
参
照
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
本
人

が
見
聞
・
検
証
し
た
事
柄
だ
け
で
は
な
く
、
怪
獣
・
巨
人
・
狼
人
間
な
ど
の
非
科
学
的
な
内
容
も
多
く
含
ま

れ
て
い
る
が
、
非
常
に
面
白
い
。
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
特
に
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
十
五
世
紀
に
活
版

印
刷
で
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
た
ち
に
愛
読
・
引
用
さ
れ
て
き
た
博
物
学
の
古
典
で
あ

る
。
科
学
史
・
技
術
史
上
の
貴
重
な
記
述
を
含
む
ほ
か
、
芸
術
作
品
に
つ
い
て
の
記
述
は
古
代
ロ
ー
マ
芸
術

に
つ
い
て
の
資
料
と
し
て
美
術
史
上
で
も
珍
重
さ
れ
た
。
ま
た
、
後
代
の
幻
想
文
学
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
私
は
雄
山
閣
の
全
三
巻
の
全
訳
版
（
中
野
定
雄
他
訳
・
第
三
版
・
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
刊
）
を

所
持
し
て
い
る
程
度
に
は
フ
ァ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
で
熊
楠
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
第
十
巻
「
一
五
」
の
「
33
」

の
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
（
ス
ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
カ
ラ
ス
属
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス 

C
o

rvu
s co

ra
x
 

：
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

全
域
と
北
米
大
陸
に
分
布
し
、
本
邦
で
は
北
海
道
で
冬
の
渡
り
鳥
と
し
て
例
年
観
察
さ
れ
る
）。
の
記
載
の

一
節
で
あ
る
。
上
記
の
訳
本
か
ら
そ
の
「
33
」
の
総
て
引
く
（
久
し
ぶ
り
に
役
に
立
っ
た
。
四
万
六
千
円
強

も
し
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
く
ら
い
の
引
用
は
し
た
い
も
ん
だ
。「
注
」
は
訳
注
で
あ
る
）。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
は
一
腹
で
せ
い
ぜ
い
五
つ
の
卵
し
か
生
ま
な
い
。
彼
ら
は
嘴
で
生
み
、
あ
る
い
は
交
尾
す

る
（
し
た
が
っ
て
懐
妊
し
て
い
る
婦
人
が
そ
の
卵
を
食
べ
る
と
口
か
ら
分
娩
す
る
。
そ
し
て
と
に
か
く
そ
れ

を
異
に
持
ち
込
む
と
難
産
す
る
）
と
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
エ
ジ
プ
ト

の
ト
キ
に
つ
い
て
と
同
様
、
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
も
そ
ん
な
こ
と
は
嘘
だ
、
だ
が
問
題
の
接
嘴
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：「
せ
つ
し
」。］（
よ
く
見
か
け
る
こ
と
だ
が
）
は
、
ハ
ト
が
よ
く
や
る
よ
う
に
、
接
吻
の
一
種
だ
、

と
言
っ
て
い
る
。
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
は
自
分
た
ち
が
前
兆
で
伝
え
る
こ
と
の
意
味
を
知
っ
て
い
る
唯
一
の
鳥

で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
と
い
う
の
は
、
メ
ド
ゥ
ス
の
客
が
殺
さ
れ
た
と
き
、
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
と
ア
ッ
テ

ィ
カ
に
い
た
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
は
み
ん
な
飛
び
去
っ
た
か
ら
。
彼
ら
が
喉
が
つ
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
声
を
呑

み
込
む
よ
う
な
鳴
き
方
を
す
る
と
き
は
、
そ
れ
は
と
く
に
凶
兆
だ
。 

 

注
１ 

メ
ド
ゥ
ス
は
メ
デ
ィ
ア
の
息
子
、
メ
デ
ィ
ア
人
に
そ
の
名
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%A9


 
 

 

《
引
用
終
了
》 

さ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
反
駁
で
あ
る
が
、
岩
波
の
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
」
の
動
物
学
パ
ー
ト
の
三

巻
分
は
所
持
し
て
い
る
。
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
見
つ
け
た
。
こ
れ
は
「
動
物
発
生
学
」（
一
九
六
九
年
刊

の
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
」
第
九
巻
所
収
。
島
崎
三
郎
訳
）
の
第
六
章
の
冒
頭
部
の
一
節
で
あ
る
。〔 

〕

は
訳
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
（
こ
れ
も
電
子
化
注
で
役
立
っ
た
の
は
久
し
ぶ
り
！
）
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

鳥
類
の
発
生
に
つ
い
て
も
事
態
は
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
オ
オ
ガ
ラ
ス
と
イ
ビ
ス
は
口
で
交
わ
り
、

四
足
類
の
イ
タ
チ
口
で
子
を
産
む
」
と
い
う
人
々
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
に
ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ

ス
や
そ
の
他
の
自
然
学
者
た
ち
の
う
ち
の
或
る
人
々
も
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
単
純

で
軽
率
な
説
で
あ
る
。
鳥
類
に
つ
い
て
見
る
と
、
人
々
が
推
理
〔
三
段
論
法
〕
に
よ
っ
て
誤
っ
た
結
論
に
達

し
て
し
ま
う
の
は
〔
次
の
点
が
根
拠
に
な
っ
て
い
る
〕。
す
な
わ
ち
、
オ
オ
ガ
ラ
ス
の
交
尾
は
め
っ
た
に
見

ら
れ
な
い
が
、
互
い
に
嘴
で
交
わ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
こ
れ
は
カ
ラ
ス
の
類
の
鳥
な
ら
み
な
す
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
飼
い
馴
ら
さ
れ
た
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
を
見
れ
ば
よ
く
分
か
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
ハ
ト

の
類
も
す
る
が
、
彼
ら
は
明
ら
か
に
交
尾
も
す
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
こ
ん
な
話
は
起
こ
り
よ
う
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
カ
ラ
ス
の
類
は
少
産
の
〔
卵
を
少
し
し
か
産
ま
ぬ
〕
動
物
に
属
す
る
か
ら
、
好
色
で
は
な
い

が
、
彼
ら
も
交
尾
す
る
と
こ
ろ
を
す
で
に
観
察
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
精
液
が
い
か
に
し
て
栄
養
分
と
同

じ
よ
う
に
、
何
で
も
入
っ
て
く
る
も
の
を
調
理
す
る
胃
を
通
っ
て
子
宮
に
達
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

人
々
が
推
論
し
て
み
な
い
の
は
お
か
し
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
鳥
類
に
も
子
宮
が
あ
る
し
、
卵
〔
巣
〕
は

下
帯
〔
横
隔
膜
〕
の
そ
ば
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
タ
チ
に
も
、
他
の
四
足
類
と
同
じ
様
式
の
子

宮
が
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
子
宮
か
ら
口
ま
で
ど
う
や
っ
て
胎
児
は
進
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
イ

タ
チ
が
そ
の
他
の
裂
足
類
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
略
。］
と
同
様
に
、
ま
る
で
小
さ
い
子
を
産
み
、
し
ば
し

ば
そ
の
子
を
口
に
く
わ
え
て
運
ぶ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
ん
な
見
解
を
作
り
出
し
た
所
以
な
の
で
あ
る
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

こ
こ
に
出
る
「
オ
オ
ガ
ラ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
訳
注
が
あ
り
、『
日
本
で
は
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス 

C
o
rv

u
s co

rax
 

』

（
斜
体
で
な
い
の
は
マ
マ
。
以
下
も
同
じ
）
と
あ
る
の
で
問
題
な
い
。
さ
ら
に
、「
イ
ビ
ス
」
に
つ
い
て
は
、

『「
動
物
誌
」
第
九
巻
第
二
十
七
章
』『
に
よ
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
産
の
鳥
で
、
白
い
の
と
黒
い
の
が
あ
り
、
白

い
の
はIb

is relig
io

sa
, 

黒
い
の
はI. falcin

ellu
s

（
＝ig

n
eu

s

）
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
日
本
の
ト
キ
に
近
い

鳥
で
あ
る
』
と
あ
る
。「
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
」
は
、C

o
rvu

s m
o
n
ed

u
la

 

と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
カ
ラ
ス
属
ニ
シ

コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
で
、
分
布
は
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
ぼ
全
域
・
イ
ラ
ン
・
北
西
イ
ン
ド
及
び

シ
ベ
リ
ア
と
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
の
、
本
邦
で
は
た
っ
た
二
例
が
北
海
道
で
記
録
さ
れ
た
だ
け
の
迷
鳥
で

あ
る
。 

「
紀
州
東
牟
婁
郡
請
川
村
」
底
本
の
初
出
も
「
淸
川
」
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
名
の
地
名
は
牟
婁
郡
に
は

な
く
、「
選
集
」
の
「
請
川
」
で
調
べ
る
と
、
牟
婁
郡
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
採
っ
た
。
位
置
は
「G

eo
sh

ap
e

リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
「
歴
史
的
行
政
区
域
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

β

版
」 

に
あ
る
「
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
請
川
村
」

（
う
け
が
わ
む
ら
）
で
旧
村
域
が
確
認
出
来
る
（
現
在
は
田
辺
市
。
熊
野
本
宮
大
社
の
南
方
直
近
。
懐
か
し

い
な
）。 

「
支
那
人
、
烏
が
口
を
接
す
る
を
見
る
の
多
き
よ
り
嗚
の
字
を
以
て
キ
ツ
ス
を
表
す
」
大
修
館
書
店
の
「
廣

漢
和
辭
典
」
に
は
「
接
吻
」
の
意
は
載
ら
な
い
。
所
持
す
る
「
岩
波
中
国
語
辞
典
」
に
も
、
な
い
。
ネ
ッ
ト

https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/resource/30B0060023.html
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/resource/30B0060023.html
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/resource/30B0060023.html
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/resource/30B0060023.html


の
中
日
辞
書
に
も
、
そ
ん
な
用
法
は
載
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
中
文
サ
イ
ト
内
の
殷
登
國
氏
の
「
打
開

中
國
接
吻
史
：
嗚
、
嗚
咂
、
做
了
個
呂
字
，
指
的
是
同
一
件
事
？
」
と
い
う
文
章
に
キ
ス
と
し
て
の
「
嗚
」
の

字
の
用
法
が
載
り
、
し
か
も
、
熊
楠
が
引
い
て
い
る
漢
籍
や
仏
典
と
同
じ
も
の
も
掲
げ
ら
れ
て
あ
っ
た
！ 

而

し
て
熊
楠
が
示
し
た
文
言
小
説
集
「
世
説
新
語
」
で
の
用
法
に
よ
っ
て
、
魏
晋
南
北
朝
（
一
八
四
年
～
五
八
九

年
）
の
南
朝
宋
（
四
二
〇
年
～
四
七
九
年
）
の
時
代
に
は
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
、
も
っ

と
古
い
時
代
に
既
に
俗
語
と
し
て
は
盛
ん
に
使
用
さ
れ
い
た
可
能
性
が
す
こ
ぶ
る
高
い
感
じ
が
す
る
。 

「
根
本
說
一
切
有
部
毘
奈
耶
」「
こ
ん
ぽ
ん
せ
つ
い
っ
さ
い
う
ぶ
び
な
や
」（
現
代
仮
名
遣
）
と
読
む
仏
教
経

典
。
全
五
十
巻
。
唐
の
七
〇
三
年
（
初
唐
末
期
）
に
義
浄
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
。
部
派
仏
教
上
座
部
系
の

根
本
説
一
切
有
部
で
伝
え
た
律
蔵
で
、
比
丘
戒
二
百
四
十
九
条
に
、
教
訓
物
語
を
挿
入
し
た
大
部
な
も
の
。 

「
鄔
陀
夷…

…

」「
鄔
陀
夷

う

だ

い

、
彼か

の
童
女
の
顔
容
姿

が
ん
や
う
し

の
媚こ

び

を
覩み

て
、
遂
に
染
心

ぜ
ん
し
ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
煩
悩
に

穢
れ
た
心
。
こ
こ
は
性
欲
。
］
を
起
こ
し
、
卽
ち
、
彼か

の
身み

を
摩
觸

ま
し
よ
く

し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
撫
で
触
り
。］
、

そ
の
口
を
嗚
唼

を
し
や
う

す
」。「
鄔
陀
夷
」
不
詳
。
釈
迦
の
弟
子
の
一
人
で
「
勧
導
第
一
」
と
称
さ
れ
た
人
物
が
い
る

が
、
こ
の
話
で
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
仏
典
に
は
』
こ
の
「
鄔

陀
夷
」『
ウ
ダ
ー
イ
の
名
前
が
非
常
に
多
く
登
場
し
、
似
た
名
前
も
あ
る
の
で
混
同
し
や
す
い
』
と
し
て
、

別
な
三
名
を
挙
げ
て
あ
る
。「
唼
」
に
は
「
す
す
る
・
つ
い
ば
む
」
の
意
が
あ
る
。 

「
四
分
律
藏
」
仏
教
の
上
座
部
の
一
派
で
あ
る
法
蔵
部
（
曇
無
徳
部
）
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
律
（
戒
律
）
。

十
誦
律
・
五
分
律
・
摩
訶
僧
祇
律
と
と
も
に
「
四
大
広
律
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
四
分
律
は
、
こ
れ
ら
中
国

及
び
日
本
に
伝
来
し
た
諸
律
の
中
で
は
、
最
も
影
響
力
を
持
っ
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
・
日
本
で
律
宗
の
名

で
総
称
さ
れ
る
律
研
究
の
宗
派
は
、
殆
ん
ど
が
、
こ
の
四
分
律
に
依
拠
し
て
い
る
。 

「
時
有
比
丘
尼…

…

」「
時
に
比
丘
尼
有
り
。
白
衣

び
や
く
え

の
家
内
に
住
み
て
在
り
。
他そ

と

に
夫
主

あ

る

じ

を
見
る
に
、
婦

を
ん
な

と

共
に
口
を
嗚を

し
、
身
體

か

ら

だ

を
捫
摸

も
ん
ば
く

し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
撫
で
さ
す
り
。］
、
乳ち

を
捉
み
捺お

す
」。 

「
佛
說
目
連
問
戒
律
中
五
百
輕
重
事
經
」
単
に
「
五
百
問
」
と
通
称
さ
れ
る
。
戒
律
関
連
の
仏
典
の
一
つ
。 

「
聚
落
中…

…

」「
聚
落

じ
ゆ
ら
く

の
中う

ち

に
て
、
三
歳
の
小
兒
を
抱
き
て
、
口
を
嗚を

す
。『
何
ご
と
を
犯
せ
る
か
。
』
と
。

答
へ
て
、『
堕
を
犯
せ
り
』
と
。
」 

「
外
典
」「
げ
て
ん
」。
古
く
は
「
げ
で
ん
」。
世
間
に
行
な
わ
れ
る
仏
教
以
外
の
典
籍
を
指
す
。 

「
賈
充
妻
郭
氏
酷
妒…

…

」
最
後
に
「
世
說
惑
溺
篇
」
と
あ
る
通
り
、
こ
の
「
世
說
」
は
「
世
說
新
語

せ

せ

つ

し

ん

ご

」
の

本
来
の
書
名
。
南
北
朝
時
代
の
南
朝
宋
の
臨
川
王
劉
義
慶
が
編
纂
し
た
、
後
漢
末
か
ら
東
晋
ま
で
の
著
名
人

の
逸
話
を
集
め
た
文
言
小
説
集
。「
宋
史
」（
一
三
四
五
年
完
成
）
の
「
芸
文
志
」
に
所
収
さ
れ
る
際
に
「
世

説
新
語
」
の
称
が
現
れ
た
。「
世
説
新
書
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
私
が
好
き
な
小
説
集
の
一
つ
で
あ
る
。
引
用

は
「
惑
溺
篇
」
の
初
め
の
方
に
載
る
。
訓
読
す
る
。 

 
 

 

＊ 

 

賈か

充
じ
ゆ
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
賈
充
（
二
一
七
年
～
二
八
二
年
）
は
三
国
時
代
の
魏
か
ら
西
晋
に
か
け
て
の

武
将
・
政
治
家
。
字
は
公
閭

こ
う
り
ょ

。
妻
に
李
婉
・
郭
槐
（
宜
城
君
）
、
子
に
賈
黎れ

い

民み
ん

、
娘
に
賈か

荃せ
ん

（
司
馬
攸

し
ゅ
う

の
妃
）・

賈
濬

し
ゅ
ん

・
賈
南
風
（
西
晋
の
第
二
代
恵
帝
の
皇
后
）・
賈
午
（
韓
寿
の
妻
）
が
い
る
。
こ
の
郭
氏
賈
南
風
の
生

母
で
あ
る
。］
の
妻
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
の
所
持
す
る
も
の
で
は
「
後
妻
」
と
あ
る
。］
郭
氏
、
酷

は
な
は

だ
妒と

な
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
嫉
妬
深
か
っ
た
。］。
男
兒
あ
り
、
名
は
黎
民
、
生
れ
て
載さ

い

周し
う

な
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
そ
の
時
、
丁
度
、
満
一
歳
で
あ
っ
た
。］。
充
、
外
よ
り
還
る
に
、
乳
母
、
兒
を
抱い

だ

き
て
中
庭
に
在
り
。

兒
、
充
を
見
て
喜き

踊よ
う

す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
は
し
ゃ
い
だ
。］。
充
、
乳
母
の
手
の
中
に
就
き
て
之
れ
を
嗚を

す
。

https://news.readmoo.com/2017/07/06/kiss-history/
https://news.readmoo.com/2017/07/06/kiss-history/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%84%AA%E9%99%80%E5%A4%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%84%AA%E9%99%80%E5%A4%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%84%AA%E9%99%80%E5%A4%B7


郭
、
遙
か
に
望
み
見み

て
、『
充
は
乳
母
を
愛
せ
り
』
と
謂お

も

ひ
、
卽
ち
、
之
れ
を
殺
す
。
兒
、
悲
思
啼
泣

ひ

し

て

い

き

ふ

し
て
、

他ほ
か

の
乳ち

を
飮
ま
ず
、
遂
に
死
せ
り
。
郭
、
後
、
終つ

ひ

に
、
子
、
無
し
。 

 
 

 

＊ 

「
說
郛
三
一
所
収
玄
池
說
林
」「
說
郛
」（
せ
っ
ぷ
：
現
代
仮
名
遣
）
は
元
末
明
初
の
陶
宗
儀
に
よ
る
漢
籍
叢

書
。
巻
数
は
元
は
百
巻
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
様
々
な
時
代
の
書
物
を
含
む
が
、
特
に
宋
・
元
の
著
作
が
多
く

集
め
ら
れ
て
お
り
、
他
に
は
見
え
な
い
筆
記
小
説
や
元
代
の
貴
重
な
書
籍
を
含
む
。
題
名
は
揚
雄
「
法
言
」

問
神
篇
の
『
大
い
な
る
か
な
、
天
地
の
萬
物
の
郭
た
る
や
、
五
經
の
衆
說
の
郛
た
る
や
』（「
郛
」
は
「
町
の

周
り
を
囲
む
城
壁
」
の
意
）
に
由
来
す
る
。「
玄
池
說
林
」
は
恐
ら
く
志
怪
小
説
的
な
随
筆
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
（P

D
F

）
の
「
説
郛
」
の7

2

コ
マ

目
で
佚
文
が
読
め
る
。 

「
狐
之
相
媚
必
先
吕
」「
以
口
相
接
」「
相
ひ
媚こ

び

る
に
、
必
ず
、
先
づ
、
吕
（
り
よ
／
ろ
）
た
り
【
口
を
以
つ

て
相
ひ
接
す
な
り
。】。
」。
こ
の
「
吕
」
は
「
呂
」
の
異
体
字
で
あ
り
、
古
代
の
竹
管
で
作
っ
た
楽
律
を
調
整

す
る
器
具
（
管
の
長
さ
に
よ
っ
て
音
の
高
さ
を
定
め
て
低
音
の
管
か
ら
数
え
て
奇
数
の
六
つ
の
管
を
「
律
」
、

偶
数
の
六
つ
の
管
を
「
吕
」
と
称
し
た
の
で
あ
っ
て
、
熊
楠
の
言
う
よ
う
な
「
接
吻
」
を
即
物
的
に
意
味
す

る
「
口
」
と
「
口
」
の
意
で
は
な
く
、
思
う
に
、
女
に
化
け
た
狐
が
ま
ぐ
わ
う
際
に
挙
げ
る
高
い
声
（
本
邦

な
ら
狐
は
「
か
う
か
う
」
と
い
う
高
音
の
声
を
発
す
る
）
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
私
は
思
う
。H

igo
n

o
su

ke

氏
の
ブ
ロ
グ
「
黌
門
客
」
の
「
富
士
崎
放
江
『
褻
語
』」
で
こ
れ
を
問
題
に
し
て
お
ら
れ
（
注
記
号
は
除
去

し
た
の
で
、
注
は
リ
ン
ク
先
を
見
ら
れ
た
い
）、 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

阿
辻
哲
次
『
タ
ブ
ー
の
漢
字
学
』（
講
談
社
学
術
文
庫2

0
1
3

，
も
と
講
談
社
現
代
新
書
）
は
、「『
也
』
を

『
女
陰
』
と
い
う
意
味
で
、
文
章
の
中
で
実
際
に
使
っ
て
い
る
例
は
ま
っ
た
く
残
っ
て
い
な
い
」（p

.7
7

）
、

「『
女
陰
』
と
い
う
意
味
を
表
す
た
め
に
『
也
』
を
使
っ
た
例
は
実
際
に
は
存
在
し
な
い
」（p

.7
8

）
と
書
い

た
う
え
で
、『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
十
八
に
、「
門
構
え
に
也
」
字
を
か
か
る
意
味
で
使
っ
た
例
が
あ
る
こ

と
に
言
及
し
て
い
る
が
、
す
く
な
く
と
も
江
戸
期
の
書
物
の
な
か
に
、「
也
」
を
単
独
で
「
女
陰
」
の
義
に

用
い
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
事
実
は
面
白
い
。 

 

実
は
、
阿
辻
先
生
も
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、『
説
文
解
字
』
巻
十
二
に
は
、「
女
陰
也
象
形
」
と
あ
る
。

従
っ
て
源
内
の
使
用
例
は
、
説
文
学
の
浸
透
に
因
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。 

 

次
に
、「
呂
の
字
」（p

.6
2

）。
短
い
の
で
全
文
を
引
く
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
引
用
部
を
「
＊
」
で
挟

ん
だ
。］ 

 
 

 

＊ 

 

『
玄
池
説
林
』
と
い
う
支
那
の
本
に
「
狐
の
相
媚
る
や
必
ず
先
づ
呂
す
」
と
あ
る
。
狐
は
淫
獣
で
、
交
尾

期
が
来
る
と
頗
る
性
慾
放
肆
の
態
を
為
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
呂
す
」
は
即
ち
口
と
口
を
接
す
る
義
で
、

接
吻
の
こ
と
で
あ
る
。
外
国
か
ら
キ
ツ
ス
と
い
う
語
が
渡
来
し
た
時
、
か
か
る
簡
単
で
、
し
か
も
要
領
を
得

て
い
る
一
字
名
が
あ
る
の
に
、
こ
と
さ
ら
に
む
つ
か
し
い
接
吻
な
ど
と
い
う
文
字
を
選
ん
だ
当
時
の
漢
学

者
の
気
が
知
れ
ぬ
と
、
世
界
的
博
識
家
紀
州
の
南
方
熊
楠
先
生
が
話
さ
れ
た
。
た
だ
し
呂
と
い
う
字
は
『
康

煕
字
典
』
に
な
い
が
、
音
は
ク
で
あ
ろ
う
と
附
言
さ
れ
た
が
、『
字
源
』
に
は
リ
ヨ
・
ロ
と
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

 

「
呂
」
な
ど
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
字
が
『
康
煕
字
典
』
に
な
い
筈
は
な
い
。
念
の
た
め
確
認
し
て
み
る
と
、

https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/i12/i12_00006/i12_00006_0032/i12_00006_0032.pdf
https://higonosuke.hatenablog.com/entry/20130813
https://higonosuke.hatenablog.com/entry/20130813


「
丑
集
上 

口
部
」
四
畫
の
と
こ
ろ
に
出
て
い
る
。
熊
楠
ほ
ど
の
人
物
が
そ
れ
に
気
づ
か
な
か
っ
た
と
い
う

の
は
、
ど
う
に
も
解
し
が
た
い
。 

 

そ
も
『
玄
池
説
林
』
は
、
抜
書
と
し
て
で
は
あ
る
が
、『
説
郛
』
巻
第
三
十
一
に
収
め
て
あ
る
。
逸
書
と

お
ぼ
し
く
、
熊
楠
も
こ
の
「
説
郛
本
」
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
早
稲
田
大
図
書
館
蔵
書
の
当
該
箇
所
を
確
認

す
る
と
、「
狐
之
相
媚
也
必
先
呂
」
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
が
見
る
限
り
、
そ
れ
は
「
吕
」
で
あ
っ
て
「
呂
」

で
は
な
い
。
上
の
「
口
」
の
第
一
画
が
下
に
少
し
下
に
延
び
て
い
る
が
、
そ
れ
は
下
方
の
「
口
」
と
同
じ
で
あ

り
、「
呂
」
の
よ
う
な
中
間
部
で
の
四
画
目
で
は
な
い
。
甚
だ
不
審
で
あ
る
。］
と
あ
り
、「
以
口
相
接
」
な
る

割
注
も
見
え
る
。 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
玄
池
説
林
』
中
の
「
呂
」
字
と
い
う
の
は
、
正
確
に
は
、「
口
」
を
上
下
に
重
ね
た
形

と
知
れ
る
。
確
か
に
、「
呂
」
字
が
「
口
」
を
上
下
に
重
ね
た
形
で
書
か
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
く
、
い
や

む
し
ろ
、
活
字
で
も
手
書
き
字
で
も
当
り
前
の
よ
う
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
偶
々
手
許
に
あ
る
『
大
廣
益
會

玉
篇
』（
澤
存
堂
本
、
叢
書
「
古
代
字
書
輯
刊
」
に
収
め
る
）
を
ひ
も
と
く
と
、「
呂
」
字
は
「
呂
」
部
に
あ

り
、「
口
」
を
上
下
に
重
ね
た
形
で
出
て
い
る
し
、
江
守
賢
治
『
解
説
字
体
辞
典
【
普
及
版
】』（
三
省
堂1

9
9
8

）

は
、「
口
」
を
上
下
に
重
ね
た
形
を
「
伝
統
的
な
楷
書
の
形
」
と
し
、「
呂
」
を
「
康
煕
字
典
の
字
体
」（p

.6
4
0

）

と
す
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、『
玄
池
説
林
』
中
の
字
を
、
放
江
が
「
呂
」
だ
と
「
誤
認
」
し
た
の
は
已
む
を
え
な
い
こ

と
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
熊
楠
は
そ
れ
と
は
別
の
字
を
想
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。「
音
は
ク
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ

た
根
拠
が
分
ら
な
い
が
、『
玄
池
説
林
』
中
の
字
は
、
態
々
「
以
口
相
接
」
と
い
う
割
注
を
附
す
る
以
上
、

こ
れ
は
戯
字
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、「
呂
」
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

私
はH

ig
o
n
o
su

k
e

氏
の
見
解
に
反
論
も
し
た
く
な
い
代
わ
り
に
、
賛
同
も
す
る
気
は
な
い
。
読
者
の
判
断

に
お
任
せ
す
る
。 

「
明
治
十
九
年
赤
峰
瀨
一
郞
氏
が
桑
港
の
景
物
を
誇
張
し
て
吹
聽
せ
し
世
界
之
大
不
思
議
と
か
云
る
書
」

書
名
が
な
か
な
か
検
索
に
掛
か
ら
な
い
の
で
、
著
者
名
赤
峰
瀬
一
郎
（
生
没
年
未
詳
）
で
限
定
し
て
み
て
、
訳

が
分
か
っ
た
。
熊
楠
も
「
と
か
云
る
書
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
気
づ
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
書
名
が
大
き

く
異
な
り
、「
米
國
今
不
審
議
」
が
正
し
い
（「
不
思
議
」
で
は
な
く
「
不
審
議
」
で
あ
る
）
。
明
一
九
（
一
八

八
六
）
年
十
月
實
學
會
会
英
學
校
刊
で
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
視
認
出

来
る
。
そ
の
「
第
五
國
風
短
歌
」
の
章
の
「
國
風
二
章
」
の
一
節
に
以
下
の
よ
う
に
出
る
。
短
歌
評
釈
は
底

本
で
は
、
全
体
が
二
字
下
げ
で
あ
る
が
、
引
き
上
げ
た
。
草
書
崩
し
の
表
記
が
多
い
が
、
総
て
ひ
ら
が
な
で

示
し
た
。
踊
り
字
は
正
字
化
し
た
。 

 
 

 

＊ 

口
す
ふ
て
別
れ
む
夜
半
の
つ
れ
な
さ
を 

 
 

 
 

わ
す
れ
や
は
す
る
け
ふ
の
寺
ゆ
き 

こ
の
歌
の
意
味
を
さ
と
る
に
は
西
洋
接
吻

く
ち
す
ひ

の
風
俗
を
よ
く
知
ら
ざ
る
可
ら
ず 

日
本
に
て
は
男
女
の
仲
に
て
も
餘
程
意
味
深
長
な
る
交
際
の
塲
合
に
到
ら
ざ
れ
ば
中
々
口
を
す
ふ
事
を
せ

ず
且
つ
口
を
吻
ふ
て
も
舌
を
い
だ
し
て
接
吻
す
る
は
日
本
の
風
俗
な
る
由
な
れ
ど
も
西
洋
に
て
は
然
ら
ず

し
て
男
と
女
は
抱
き
あ
ひ
或
は
差
し
よ
り
て
只
唇
を
互
に
着つ

け
あ
は
せ
て
頰
に
接
吻
す
る
な
り 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/767343
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/767343/48


又
し
ば
し
ば
男
抔
は
一
人
が
他
入
の
額
或
は
頰
を
吻
ふ
て
親
愛
の
情
を
表
す
事
あ
り 

又
羅
馬
法
王
の
如
き
は
足
の
指ゆ

び

を
英
國
女
王
は
手
の
指
を
椅
子
に
坐
し
な
が
ら
人
の
吻
は
す
る
と
云
ふ 

か
く
接
吻
の
禮
式
は
西
洋
の
社
會
に
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
物
な
り
特
に
女
等
が
集
會
す
る
時
は
其
内
心
に

て
は
水
火
の
如
く
敵
對
之
者
た
り
と
も
陽
に
は
此
禮
義
を
正
し
く
行
ふ
わ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
常

な
り 

然
し
通
例
は
只
手
を
ひ
く
の
み
な
り
若
し
又
入
中
に
て
男
が
親
子
或
は
姊
妹
に
あ
ら
ね
他
人
の
妻
女
と
接

吻
す
る
時
は
、
忽
ち
惡
し
き
名
高
く
成
る
は
世
の
習
慣
な
れ
ば
人
々
よ
く
注
意
す
れ
ど
も
妻
と
妻
、
處
女
と

處
女
の
會
合
に
接
吻
の
行
る
ゝ
は
中
々
盛
な
る
者
な
り 

扨
こ
の
歌
の
心
は
昨
夜
逢
ひ
み
て
別
れ
し
折
に
口
を
す
ひ
し
其
別
れ
ぎ
は
の
つ
れ
な
さ
も
今
は
お
寺
に
ゆ

き
戀
人
に
逢
ふ
と
思
へ
ば
こ
と
ご
と
く
わ
す
る
ゝ
こ
と
か
な
と
云
ふ
義
な
り 

 
 

 

＊ 

な
お
、
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
人
物
、「
米
國
政
教
之
内
幕
」
な
ど
と
い
う
も
の
も
も
の
し
て
お
り
、
ま
た
、

「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
え
ひ
め
の
記
憶
』
」
に
あ
る
「
愛
媛
県
史 

学
問
・
宗
教
」（
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）

年
発
行
）
の
「
第
二
編 

宗
教
」
の
「
第
四
章 

キ
リ
ス
ト
教
」
の
「
第
三
節 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
新
教
）

諸
教
会
」
の
「
２ 

旧
組
合
教
会
」
の
記
載
中
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
』『
伝
道
が
定
着
し
』、『
教
会
が

最
も
早
く
設
立
さ
れ
た
』『
今
治
で
』
は
『
連
日
』、『
多
く
の
求
道
者
が
き
た
り
、
聖
書
を
研
究
し
て
講
話

を
聴
き
、
そ
の
中
に
は
洗
礼
を
受
け
た
い
と
願
い
出
る
者
も
あ
』
っ
て
、
明
治
『
一
一
年
五
月
』
、『
有
志
約

三
〇
名
が
集
ま
っ
て
「
愛
隣
社
」
な
る
も
の
を
結
成
し
』、『
求
道
に
努
め
た
。
そ
こ
で
、
組
合
教
会
内
国
伝

道
会
社
は
、
赤
峰
瀬
一
郎
を
』
今
治
に
『
派
遣
し
』、『
約
二
か
月
滞
在
さ
せ
た
』
と
あ
る
人
物
が
、
同
一
人

物
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

「
ル
キ
ア
ノ
ス
の
妓
女
對
話
」「
ル
キ
ア
ノ
ス
」（
一
二
〇
年
乃
至
一
二
五
年
頃
～
一
八
〇
年
以
後
）
は
ギ
リ

シ
ャ
語
で
執
筆
し
た
ア
ッ
シ
リ
ア
人
風
刺
作
家
。
恐
ら
く
は
「
遊
女
の
対
話
」
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
も
の

が
そ
れ
ら
し
い
が
、
私
は
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
。 

「
カ
マ
經
」
古
代
イ
ン
ド
の
性
愛
論
書
（
カ
ー
マ･

シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
）
で
、
推
定
で
凡
そ
四
世
紀
か
ら
五
世

紀
に
か
け
て
成
立
し
た
作
品
と
さ
れ
、
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
最
古
の
経
典
。
エ
ロ
い
私
は
高
校
時
代
に

読
ん
だ
。 

「`L
e K

am
a S

o
u
tra,` tran

. E
. L

am
airesse, P

aris, 1
8
9
1
, p

. 4
1

」
ピ
エ
ー
ル
＝
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ラ
マ
レ
ス

（P
ierre

-E
u
g
è
n
e L

a
m

airesse 

一
八
一
七
年
～
一
八
九
八
年
：
フ
ラ
ン
ス
の
土
木
及
び
鉱
山
技
師
で
、
一

八
六
〇
年
か
ら
一
八
六
六
年
に
か
け
て
イ
ン
ド
に
於
い
て
ダ
ム
や
灌
漑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
設
を
担
当
し

た
一
方
、
古
代
イ
ン
ド
の
作
品
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
し
た
こ
と
で
最
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
）
に
よ
る
既
刊
の
英
訳
・
仏
訳
に
基
づ
く
二
番
目
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
版
「
カ
ー
マ
・
ス
ー
ト
ラ
」

で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
原
本
の
当
該
ペ
ー
ジ
は`In

tern
et arch

iv
e
`

の
こ
ち
ら
。 

「
醒
睡
笑
」
落
語
家
の
元
祖
と
も
言
わ
れ
る
戦
国
か
ら
江
戸
前
期
の
浄
土
宗
西
山
派
の
僧
で
茶
人
・
文
人
で

も
あ
っ
た
安
楽
庵
策
伝
（
天
文
二
三
（
一
五
五
四
）
年
～
寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年
）
が
著
し
た
、
戦
国

時
代
の
笑
話
・
奇
談
集
。
全
八
巻
。
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
成
立
。
写
本
（
広
本
）
と
版
本
（
略
本
・
狭

本
）
が
あ
り
、
前
者
に
は
千
三
十
九
話
、
後
者
に
は
三
百
十
一
話
の
小
咄

こ
ば
な
し

を
収
め
る
。
跋
文
に
よ
る
と
、
当

初
は
譜
代
大
名
で
下
総
関
宿
藩
初
代
藩
主
板
倉
重
宗
（
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
～
明
暦
二
（
一
六
五
七
）

年
）
の
所
望
に
よ
っ
て
策
伝
が
噺
し
を
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
面
白
か
っ
た
た
め
、

https://www.i-manabi.jp/system/regionals/regionals/ecode:2/54/view/7327
https://www.i-manabi.jp/system/regionals/regionals/ecode:2/54/view/7327
https://www.i-manabi.jp/system/regionals/regionals/ecode:2/54/view/7327
https://www.i-manabi.jp/system/regionals/regionals/ecode:2/54/view/7327
https://www.i-manabi.jp/system/regionals/regionals/ecode:2/54/view/7327
https://archive.org/details/lekamasoutraregl00vats/page/40/mode/2up


草
子
に
す
る
よ
う
に
重
宗
に
勧
め
ら
れ
て
作
っ
た
も
の
と
あ
り
、
寛
永
五
（
一
六
二
八
）
年
三
月
十
七
日
に

重
宗
に
進
呈
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
「
落
語
の
教
科
書
」
と
も
称
さ
れ
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
引
用

は
、
巻
之
六
の
一
節
だ
が
、
大
事
な
オ
チ
が
切
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
熊
楠
ら
し
い
意
地
悪
な
確
信
犯
で

あ
る
）。
鈴
木
棠
三
校
訂
岩
波
文
庫
版
（
一
九
八
六
年
刊
）
を
恣
意
的
に
正
字
化
し
て
示
す
。 

 
 

 

＊ 

「
兒
と
い
ね
た
る
に
、
法
師
の
口
を
す
ふ
と
て
、
如
何
あ
り
け
ん
、
齒
を
一
つ
す
ひ
拔
き
た
り
。
膽
を
つ
ぶ

し
、
暇

い
と
ま

ご
ひ
ま
で
も
な
く
、
遁に

げ
て
歸
り
、
靜
か
に
火
を
と
ぼ
し
見
れ
ば
、
麥
飯
に
て
ぞ
候
ひ
け
る
。
ふ

た
し
な
み
な
お
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
兒ち

ご

の
あ
り
さ
ま
や
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
ふ
た
し
な
み
」
は
「
不
嗜
み
」（「
ぶ
た
し
な
み
」
と
も
読
む
が
、
そ
の
場
合
は
「
無
嗜
み
」
と
も
書

く
）
で
「
心
得
の
な
い
こ
と
・
普
段
の
用
意
や
心
掛
け
が
足
り
な
い
こ
と
」
を
言
う
。 

「
犬
筑
波
集
」（
い
ぬ
つ
く
ば
し
ゅ
う
：
現
代
仮
名
遣
）
は
室
町
後
期
の
俳
諧
集
。
山
崎
宗
鑑
編
。
享
禄
（
一

五
二
八
年
～
一
五
三
二
年
）
の
末
か
ら
天
文
（
一
五
三
二
年
～
一
五
五
五
年
）
初
年
前
後
の
成
立
か
と
さ
れ

る
。
卑
俗
で
滑
稽
な
表
現
を
打
ち
出
し
、
俳
諧
が
連
歌
か
ら
独
立
す
る
契
機
と
な
っ
た
書
で
、「
俳
諧
連
歌

抄
」「
新
撰
犬
筑
波
集
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
引
用
は
所
持
す
る
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」（
昭
和
六
三
（
一
九

八
八
）
年
刊
。
木
村
・
井
口
校
注
）
で
は
（
一
九
五
・
一
九
六
番
）、 

 
 

 

＊ 

 

首
を
延
べ
た
る
明あ

け

ぼ
の
の
空 

き
ぬ
ぎ
ぬ
に
大
若
俗
と
口
吸
ひ
て 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。
頭
注
に
、
訳
し
て
『
首
を
の
ば
し
た
の
で
あ
る
。
空
も
明
け
方
に
な
っ
て
。―

―
そ
れ
は
実
の
と

こ
ろ
、
朝
の
別
れ
に
大
若
衆
に
接
吻
を
し
よ
う
と
し
て
。』
と
さ
れ
、『
朝
、
何
か
の
こ
と
で
首
を
延
ば
し
て

い
る
の
を
、
相
手
が
自
分
よ
り
も
背
丈
が
高
い
大
若
衆
な
の
で
、
伸
び
上
が
り
首
を
の
ば
し
て
別
れ
の
接
吻

を
し
て
い
る
姿
に
見
立
て
た
面
白
さ
。
背
丈
を
逆
に
し
た
趣
向
。
』
と
評
釈
さ
れ
て
あ
る
。 

「
御
伽
草
子
」「
中
の
物
草
太
郞
」
御
伽
草
子
は
本
来
は
単
一
の
作
品
（
集
）
を
表
わ
す
固
有
名
詞
で
は
な

く
、
室
町
時
代
を
中
心
に
栄
え
、
江
戸
初
期
に
は
「
御
伽
物
語
」
や
「
新
お
と
ぎ
」
な
ど
「
御
伽
」
の
名
が

入
っ
た
多
く
の
草
子
が
刊
行
さ
れ
た
。
「
御
伽
草
子
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
八
世
紀
前

期
、
概
ね
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
年
～
一
七
三
六
年
）
に
大
坂
の
板
元
渋
川
清
右
衛
門
が
こ
れ
ら
を
集
め

て
、「
御
伽
文
庫
」
又
は
「
御
伽
草
子
」
と
称
し
て
二
十
三
編
を
刊
行
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
但
し
、

こ
れ
も
十
七
世
紀
半
ば
に
、
彩
色
方
法
が
異
な
る
だ
け
で
、
全
く
同
型
・
同
文
の
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

渋
川
版
は
こ
れ
を
元
に
し
た
後
印
本
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
元
々
「
御
伽
草
紙
」
の
語
が
渋
川
版
の
商
標
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
は
こ
の
二
十
三
種
の
み
を
「
御
伽
草
紙
」
と
言
っ
た
が
、
や
が
て
こ

の
二
十
三
種
に
類
す
る
物
語
を
も
指
す
よ
う
に
変
化
し
た
（
ウ
ィ
キ
の
「
御
伽
草
子
」
に
拠
っ
た
）。
そ
の

一
篇
で
あ
る
「
物
草
太
郞
」
は
当
該
ウ
ィ
キ
を
読
ま
れ
た
い
。
大
学
の
時
、
必
修
の
「
日
本
文
学
演
習
（
近

世
）」
の
一
つ
で
、
一
年
間
付
き
合
っ
た
結
果
、
こ
の
話
は
生
涯
続
く
ひ
ど
い
ア
レ
ル
ギ
と
な
っ
た
。
同
じ

演
習
で
も
「
雨
月
物
語
」
の
「
菊
花
の
約
」
の
一
年
間
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
に
。
岩
波
大
系
本
（
昭
和

三
三
（
一
九
五
八
）
年
刊
・
市
古
貞
次
校
注
）
に
よ
れ
ば
、
女
の
歌
「
離
せ
か
し
網
」（
あ
み
）「
の
糸
目
」

（
い
と
め
）
「
の
繁
け
れ
ば
」「
此
手
を
離
れ
物
語
せ
ん
」
の
「
網
目
」
に
つ
い
て
、『
網
の
糸
と
糸
と
の
間

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%A1%E4%BC%BD%E8%8D%89%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%89%A9%E3%81%8F%E3%81%95%E5%A4%AA%E9%83%8E


の
す
き
ま
。
こ
こ
は
網
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
厳
重
に
逃
げ
出
す
す
き
が
な
い
こ
と
と
、
人
目
が
多
い
こ

と
を
か
け
て
い
る
。
は
な
し
て
下
さ
い
。
網
の
糸
目
が
つ
ま
っ
て
い
て
逃
げ
出
す
す
き
が
な
い
の
で
、
そ
う

し
て
人
が
多
勢
み
て
い
る
の
で
、
ど
う
か
手
を
は
な
し
て
下
さ
い
。
あ
な
た
の
手
を
離
れ
て
（
は
な
し
て
も

ら
っ
て
自
由
に
な
っ
て
）、
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
』
と
あ
る
。 

「
東
北
院
職
人
歌
合
」
総
勢
十
名
の
職
人
た
ち
を
左
右
に
番つ

が

え
て
、
経
師

き
ょ
う
じ

（
表
具
師
）
を
判
者
と
し
て
「
月
」

と
「
恋
」
を
題
に
和
歌
を
詠
み
競
わ
せ
た
職
人
歌
合
絵
の
現
存
最
古
の
作
。
参
照
し
た
「
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
」

の
こ
ち
ら
に
よ
れ
ば
（
絵
巻
の
画
像
も
視
認
出
来
る
）、
伏
見
宮
貞
成
親
王

ふ
し
み
の
み
や
さ
だ
ふ
さ
し
ん
の
う

（
永
仁
五
（
一
三
七
二
）
年
～

正
平
三
（
一
四
五
六
）
年
）
筆
と
さ
れ
る
奥
書
に
よ
れ
ば
、
花
園
院
（
永
仁
五
（
一
二
九
七
）
年
～
貞
和
四

（
一
三
四
八
）
年
）『
周
辺
で
制
作
さ
れ
た
と
い
う
。
も
と
は
京
都
の
門
跡
寺
院
曼
殊
院
（
ま
ん
し
ゅ
い
ん
）

に
伝
来
し
た
。
鎌
倉
時
代
の
初
め
』、
建
保
二
（
一
二
一
四
）
年
の
秋
の
頃
、『
京
都
に
あ
る
藤
原
氏
ゆ
か
り

の
寺
、
東
北
院
の
念
仏
会
』『
に
集
ま
っ
た
職
人
た
ち
が
、
貴
族
に
な
ら
っ
て
歌
合
を
し
た
と
い
う
設
定
の

歌
合
絵
で
』、『
職
人
た
ち
が
左
右
に
分
か
れ
て
「
月
」
と
「
恋
」
の
歌
を
詠
み
、
経
師
（
表
具
や
）
が
判
者

と
な
っ
て
、
歌
の
勝
ち
負
け
を
決
め
る
歌
合
が
描
か
れ
て
い
』
る
。
『
左
右
そ
れ
ぞ
れ
が
向
き
合
っ
て
座
る

よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
伝
統
的
な
歌
合
絵
の
形
式
に
な
ら
っ
て
い
』
る
も
の
の
、『
登
場
す
る
の
は

み
や
び
な
貴
族
た
ち
で
は
な
く
、
医
師
に
陰
陽
師
』、
鍛
冶
屋
と
『
大
工
、
刀
磨
（
と
ぎ
）
師
と
鋳
物
』『
師
、

巫
女
』『
と
博
打
打
ち
、
海
人
と
行
商
人
の
計
』
十
『
人
の
職
人
た
ち
』
で
、『
身
ぐ
る
み
は
が
れ
た
博
打
打

ち
の
哀
れ
な
姿
な
ど
、
当
時
の
風
俗
を
リ
ア
ル
に
写
し
て
』
お
り
、『
詠
ま
れ
て
い
る
歌
の
内
容
も
、
お
笑

い
や
パ
ロ
デ
ィ
満
載
』
で
、『
絵
と
同
様
、
当
時
の
職
人
た
ち
の
風
俗
や
心
情
を
伝
え
て
』
い
る
。
例
え
ば
、

『
博
打
打
ち
の
恋
の
歌
』「
我
こ
ひ
（
恋
）
は
か
た
お
く
れ
な
る
す
ぐ
ろ
く
の
わ
れ
て
も
人
に
あ
は
ん
と
ぞ

お
も
ふ
」
と
『
百
人
一
首
に
も
あ
る
崇
徳
院
の
有
名
な
』「
瀨
を
は
や
み
岩
に
せ
か
る
る
瀧
川
の
わ
れ
て
も

末
に
逢
は
む
と
ぞ
思
ふ
」
の
『
パ
ロ
デ
ィ
』
と
な
っ
て
い
る
。』『
そ
れ
に
対
す
る
年
老
い
た
巫
女
の
歌
は
』

「
君
と
わ
れ
く
ち
を
よ
せ
て
ぞ
ね
ま
ほ
し
き
皷
（
つ
づ
み
）
も
は
ら
も
う
ち
た
ゝ
き
つ
ゝ
な
ん
」
と
、
『
も

は
や
、
す
さ
ま
じ
い
世
界
』
が
展
開
し
て
い
る
と
あ
る
。 

「
今
昔
物
語
一
九
に
、
大
江
定
基
愛
す
る
所
の
美
婦
死
せ
る
其
屍
を
葬
ら
ず
、
抱
き
臥
し
て
日
を
經
る
内
口

を
吸
け
る
に
、
女
の
口
よ
り
惡
臭
出
し
に
發
起
し
て
遂
に
出
家
せ
り
と
あ
り
」「
大
江
定
基
」
は
出
家
し
て

寂

昭

じ
ゃ
く
し
ょ
う

（
応
和
二
（
九
六
二
）
年
頃
？
～
長
元
七
（
一
〇
三
四
）
年
：「
寂
照
」
と
も
表
記
）
を
名
乗
っ
た
平

安
中
期
の
天
台
僧
。
参
議
大
江
斉
光

た
だ
み
つ

の
子
。
因
み
に
、
彼
の
出
家
の
最
初
の
動
機
は
「
今
昔
物
語
集
」（
巻

第
十
九 

參
河
守
大
江
定
基
出
家
語
（
參
河
守
大
江
の
定
基
出
家
の
語こ

と

）
第
二
）
や
「
宇
治
拾
遺
物
語
」（
卷

第
四 

七 

三
川
の
入
道
遁
世
の
事
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
が
、
愛
す
る
妻
が
死
ん
で
も
、
愛い

と

お
し
さ
の
あ
ま

り
、
葬
送
せ
ず
、
そ
の
亡
骸
の
口
を
吸
っ
て
い
た
が
、
遂
に
遺
体
が
腐
り
出
し
、
そ
の
お
ぞ
ま
し
い
腐
臭
に

泣
く
泣
く
葬
っ
た
と
す
る
話
で
あ
る
。
後
者
は
私
の
「
雨
月
物
語 

青
頭
巾 

 

授
業
ノ
ー
ト
」
で
電
子
化

し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

 

「
南
方
隨
筆
」
底
本 

四
神
と
十
二
獸
に
つ
い
て 

（
藪
野
直
史
オ
リ
ジ
ナ
ル
詳
細
注
附
） 
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